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５ 中世の遺構と遺物

中世の掘立柱建物跡７棟，方形竪穴遺構２６基，地下式壙１６基，溝跡２条，井戸跡７基，柵跡２条，土坑１

基，火葬土坑７基，墓壙４基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 掘立柱建物跡

第３４８号掘立柱建物跡（第６９８図）

位置 調査区部のＣ９ｉ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３７１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，西妻梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－９０°－Ｅの東西棟である。規模は，桁

行６�９ｍ，梁行４�５ｍで，面積は３１�０５ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�２～２�４ｍ（４～８尺），梁行が２�１～４�５

ｍ（７～１５尺）を基調としている。北側桁行は東から２�４ｍ（８尺），２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）であるの

に対して，南側桁行では１�２ｍ（４尺），１�８ｍ（６尺），３�９ｍ（１３尺）とばらつきがある。また，西妻梁行は

北から２�１ｍ（７尺），２�４ｍ（８尺）であるのに対して，東側梁行は４�５ｍ（１５尺）である。

第６９８図 第３４８号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 １２か所。平面形は楕円形で，規模は長径３１～６２�，短径２８～５８�である。深さは１４～６２�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層はすべて締まりの弱い褐色土・暗褐色土・黒褐色土で，柱の抜き取り後の覆土で

ある。また，Ｐ３・Ｐ４・Ｐ６・Ｐ８～Ｐ１１の底面からは柱のあたりが確認されている。

所見 Ｐ１１・Ｐ１２の存在から，柱の立て替えが行われた可能性も想定される。規模や形状から，住居として機

能していた建物と考えられ，出土遺物がないが，本跡の周辺に中世の遺構が集中していることや掘り方の規模

や間尺から見て，中世と考えられる。

第３５３号掘立柱建物跡（第６９９図）

位置 調査区南部のＤ１１ｅ４区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

９ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

第６９９図 第３５３号掘立柱建物跡実測図
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重複関係 第３５４号掘立柱建物跡，第１６号柵跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の総柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行，

梁行ともに３�３ｍで，面積は１０�８９ｍ２である。柱間寸法は１�５～１�８ｍ（５～６尺）を基調とし，東側桁行では

北から１�８ｍ（６尺），１�５ｍ（５尺），北妻側では東から１�５ｍ（５尺），１�８ｍ（６尺）である。柱筋はほぼ揃

っている。

柱穴 ９か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径４４～５８�，短径４２～５２�と小さく，深さは２９～６８�

で，断面形はＵ字形である。土層は第１層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土である。すべての

柱穴から柱痕跡が明瞭に確認されており，推定される柱の太さは２０�前後と考えられる。また，すべての柱穴

の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土などが互層を

なし，第７・１１層を除いて強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片８２点（坏１０，甕類７２），須恵器片１点（蓋），縄文土器片２点，石器１点（磨石）が各

柱穴から出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所見 時期は，柱間寸法が短いことや，柱穴の規模や形態から想定して中世の可能性が考えられる。

第３５４号掘立柱建物跡（第７００図）

位置 調査区南部のＤ１１ｅ５区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量

７ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１１ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第７００図 第３５４号掘立柱建物跡実測図
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重複関係 第３５３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行２間，梁行１間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－７８°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行４�２

ｍ，梁行２�１ｍで，面積は８�８２ｍ２である。柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を基調とし，均等に配され，柱筋はほぼ

揃っている。

柱穴 ６か所。平面形は楕円形で，規模は長径４６～５１�，短径３４～４６�，深さは２５～５０�で，断面形はＵ字形

である。土層は第１・４層が柱抜き取り痕に相当し，やや締まった暗褐色土である。すべての土層断面からは

明瞭に柱痕跡が確認され，推定される柱の太さは１５�以上であるが明確ではない。また，Ｐ６を除く底面から

は柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土が互層をなし，

強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，甕類２），縄文土器片１点が出土している。細片で図示できるものはない。

所見 小規模であることから，軽量なものを保管した倉庫と考えられる。時期は，中世と考えられる第３５３号

掘立柱建物に掘り込まれていることや柱穴の規模，形態などから想定して中世と考えられる。

第３７１号掘立柱建物跡（第７０１図）

位置 調査区西部のＣ１０ｉ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０２号掘立柱建物跡と重複し，第３４８号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行，梁行ともに２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－１°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行

３�６ｍ，梁行３�３ｍで，面積は１１�８８ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�８ｍ（６尺），梁行が１�６５ｍ（５�５尺）で

あり，柱筋はほぼ揃っている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第７０１図 第３７１号掘立柱建物跡実測図
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柱穴 ８か所。平面形は楕円形で，規模は長径３４～５４�，短径２６～４７�と小さい。深さは１２～２７�で掘り込み

が浅く，断面形はＵ字形や逆台形である。土層はいずれも柱の抜き取り後の覆土で，締まりの弱い黒褐色土で

ある。

所見 北には方形竪穴遺構が集中しており，中世の墓域に伴う小規模な堂宇であったと考えられる。時期は，

出土遺物がなく特定は困難であるが，規模や形状，隣接する方形竪穴遺構との関連から見て中世と考えられる。

第３８１号掘立柱建物跡（第７０２図）

位置 調査区西部のＢ１０ｊ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１６８号住居跡を掘り込んでいる。また，第２５０１・２５０２土坑，第１８号ピット群と重複しているが，

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第７０２図 第３８１号掘立柱建物跡実測図
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新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－５°－Ｅの南北棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行４�８ｍで，面積は２５�９２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�２～２�１ｍ（４～７尺），梁行が２�４ｍ（８尺）

を基調とし，東側桁行は１�８ｍで均等であるのに対して，西側桁行では北から２�１ｍ（７尺），２�１ｍ（７尺），１�２

ｍ（４尺）とばらつきがあるが，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。平面形は，円形または楕円形で，規模は長径３７～５８�，短径３６～５７�である。深さは２４～７０�

で，断面形はＵ字状である。土層は第４層が埋土であり，ローム土を主体とした褐色土で強く突き固められて

いる。その他の層は柱抜き取り後の覆土である。Ｐ１の底面には柱の抜き取りの痕跡が認められる。

遺物出土状況 土師器片７１点（坏１５，甕類５６），須恵器片１点（甕）が各柱穴から出土している。いずれも細

片で図示できるものはない。

所見 柱穴の規模が小さく，柱間も不規則であることから軽量な物資を納めた倉庫と考えられる。時期は，周

辺に中世の遺構が集中していることや，掘り方の規模や形状などから中世と考えられる。

第３８５号掘立柱建物跡（第７０３図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ５区，標高２１ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５号方形竪穴遺構，第２７９１・２７９４号土坑を掘り込み，第２７９０号土坑に掘り込まれている。また，

第２７７６・２７７７・２７９３号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造 桁行４間，梁行３間のゆがみのある側柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－９０°－Ｅの東西棟である。規

模は，桁行６�９ｍ，梁行５�７ｍを基調とし，面積は３９�３３ｍ２と推測される。柱間寸法は，桁行０�９～２�１ｍ（３～

７尺），梁行１�２～２�１ｍ（４～７尺）でいずれもばらつきがある。平面形は台形を呈しており，南桁行と東梁

行がゆがみを有している。また，東１間に掘方が並び，東西の構造が異なる可能性がある。

柱穴 １８か所。平面形は楕円形で，規模は長径２８～８４�，短径２４～７２�である。深さは１４～５２�で，断面形は

Ｕ字形や逆台形である。土層は第１～４層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い暗褐色土・黒褐色土である。

また，Ｐ５・Ｐ９・Ｐ１０の底面からは柱のあたりが確認されている。その他の層は埋土で，ローム土を主体と

した褐色土・暗褐色土・黒褐色土が互層をなし，強く突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１６点（甕類），須恵器片３点（坏１，甕類２）が各柱穴から出土している。いずれも

細片で図示できるものはない。

所見 周辺には中世の遺構が集中していることから，同時期に機能していたと推測される。Ｐ１～Ｐ５の存在

から土間や縁側などの存在が想定される。また，ゆがみのある形状から，掘立柱建物跡ではない可能性も考え

られるが，あたりの存在から掘立柱跡とした。時期は，中世に比定される第４５号方形竪穴遺構を掘り込んでい

ることや，掘り方の規模や形状などから中世と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 黒 色 ロームブロック微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

―７９８―



第７０３図 第３８５号掘立柱建物跡実測図
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第３９１号掘立柱建物跡（第７０４図）

位置 調査区東部のＣ１３ｇ６区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３６６号掘立柱建物跡を掘り込み，第１２号柵に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の総柱式建物跡で，桁行方向Ｎ－９１°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行５�４

ｍ，梁行３�０ｍで，面積は１６�２ｍ２である。柱間寸法は，桁行が１�５～２�４ｍ（５～８尺），梁行が１�５ｍ（５尺）

を基調とし，桁行では東から１�５ｍ（５尺），１�５ｍ（５尺），２�４ｍ（８尺）である。柱筋はＰ１０を除いてほぼ

揃っている。

柱穴 １１か所。平面形は円形または楕円形で，規模は長径４０～５２�，短径３６～４８�である。深さは８～３０�で，

断面形はＵ字形や逆台形である。土層は第５層が柱抜き取り痕に相当し，締まりの弱い黒褐色土である。その

他の層は埋土で，ローム土を主体とした褐色土・暗褐色土・灰褐色土などが互層をなし，強く突き固められて

いる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック中量

第７０４図 第３９１号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１１点（坏２，甕類９），須恵器片１点（坏）が各柱穴から出土している。いずれも細

片で図示できるものはない。

所見 規模や形状から，住居として機能していた建物と考えられる。時期は，柱穴の規模や形態から想定して

中世の可能性が考えられる。

� 方形竪穴遺構

第３７号方形竪穴遺構（第７０５図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｄ７区，標高１９�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第３３７号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�２５ｍ，短軸２�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－６２°－Ｅである。壁高は２０�ほどで，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦である。中央部に粘土が貼られており（第６・７層），踏み締められている。貼られた粘土層の

下層から円形の掘り方が確認され，掘り方にはローム土・焼土・粘土が埋められている。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況の人為堆積である。また，第８～１０層は掘り方に埋め込

まれた堆積層である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏９，甕類３１），須恵器片５点（坏３，壺類１，甕類２），瓦質土器片３点（不

明）が出土している。１１１５は西コーナー部の覆土中層から破損した状態で出土し，内面に焼土粒子が付着して

いるが，熱を受けた痕跡はみられない。廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，瓦質土器片が出土していることや遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量
３ 灰 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

６ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量
７ 灰 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物少量
９ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量

第７０５図 第３７号方形竪穴遺構・出土遺物実測図
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第３８号方形竪穴遺構（第７０６図）

位置 調査区南部のＤ１１ｇ３区，標高１８�５ｍほどの南への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸３�２６ｍ，短軸３�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は３０～３５�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であるが，硬化面は認められない。

ピット ２か所。Ｐ１は深さは１７�で，位置的に柱穴と考えられるが明確ではない。Ｐ２は深さ３４�で，性格

は不明である。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２７点（坏４６，甕類１８１），須恵器片１点（坏），瓦質土器片１点（不明）が出土してい

る。大半が細片であり，覆土上層から中層にかけて出土しているため，いずれも混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３９号方形竪穴遺構（第７０７図）

位置 調査区東部のＣ１４ｈ１区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４０３号掘立柱建物跡を掘り込み，第２２４５・２２４６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�９６ｍ，短軸２�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－７０°－Ｗである。壁高は５～９�で，緩やか

に傾斜して立ち上がっている。

床 平坦である。南壁際の中央部に粘土塊が確認されている。断ち割り調査をしたが，火の使用痕などは認め

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第７０６図 第３８号方形竪穴遺構実測図

第３７号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１５ 土師器 坏 ［１２�８］（３�６） － 石英・雲母 浅黄橙 普通 体部外面ロクロナデ 内面磨き 内面黒色処理 覆土中層 １０％
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られなかった。緩やかに傾斜したスロープ状を呈していることから，出入口部施設の一部と想定される。

ピット ３か所。深さは５�～２０�で性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。各層にローム土が多く含まれている人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２点（甕類），須恵器片３点（坏，甕類，甑）が出土している。いずれも細片で，床

面より浮いた状態で確認されており，混入したものである。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。出入口部と想定される施設は確認されたが，床面に硬化し

た形跡は確認されていないため，構築後すぐに廃絶されたものと考えられる。

第４０号方形竪穴遺構（第７０８図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０６８号住居跡，第２４０６・２４０７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５５ｍ，短軸２�０２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は４８～７５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２の深さは３７�と３８�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックが多く含まれている人為堆積である。

粘土塊土層解説
１ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量

３ 灰 褐 色 粘土ブロック多量
４ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第７０７図 第３９号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片７８点（坏８，椀２，甕類６８），須恵器片２１点（坏１０，盤１，甕類８，甑２），灰釉陶器

片１点（蓋），陶器片１点（不明）が出土している。いずれも細片で，覆土上層から集中して出土しており，

混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４１号方形竪穴遺構（第７０９図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７４号住居跡を掘り込み，第２５２０号土坑に掘り込まれている。また，耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸２�８０ｍ，短軸２�４８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８３°－Ｅである。壁高は３５�ほどで，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，全面が踏み固められている。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３の性格は不明である。それぞれの深さは，９～２３�である。

覆土 ４層に分けられる。壁の崩落後（第４層）と南側からローム土や焼土を含む土（第２・３層）で埋めら

れ，その後表土（第１層）が流入したと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 黒 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
８ 暗 褐 色 粘土粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

第７０８図 第４０号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
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遺物出土状況 土師器片２０７点（坏３７，高坏１５，甕類１５５），須恵器片１３点（坏１，蓋４，甕類８），陶器片１点

（皿）が出土しており，撹乱によって第２１７４号住居跡から混入したものと考えられる。１１１６は西部の覆土上層

から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４２号方形竪穴遺構（第７１０図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ８区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２４０８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�２９ｍ，短軸２�１４ｍの方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は４２～５０�で，外傾して立

ち上がっている。また，南東部には壁外へ４０�張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と考えら

れる。

床 ほぼ平坦である。中央部東南寄りの床面に灰が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２の深さは４０�と５２�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 １５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第７０９図 第４１号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第４１号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７０９図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１１６ 陶器 皿 － （１�６）［３�０］ 小礫・白色粒子 灰釉 体部下端ヘラ削り 高台貼り付け
内面に施釉

古瀬戸
不明 覆土上層 ５％
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遺物出土状況 土師器片１０５点（坏７，高坏１，甕類９３，甑４），須恵器片１７点（坏１０，瓶類１，甕６），鉄滓

１点が出土している。いずれも細片で，床面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。灰の存在は火が使用されたものと考えられるが，性格は不

明である。

第４３号方形竪穴遺構（第７１１図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ４区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９９９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�８８ｍ，短軸２�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３３°－Ｅである。壁高は６０�ほどで，外傾

して立ち上がっている。また，南西部は壁外へ１４６�張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と

考えられる。

床 ほぼ平坦である。南コーナー部の床面から灰が検出され，西コーナー部の床面から熱を受けた雲母片岩２

片も確認されており，炉と想定される。

ピット ６か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３０�と１５�で，規模と配置から柱穴と考えられる。Ｐ３・Ｐ４は深さがい

ずれも３５�で，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５・Ｐ６の性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土

粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化
粒子微量

１０ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

微量
１４ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１５ 暗 褐 色 粘土粒子微量

第７１０図 第４２号方形竪穴遺構実測図
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覆土 １６層に分けられる。各層にローム土を含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４２点（坏６，甕類３６），須恵器片１２点（坏３，甕類８，瓶類１），石器１点（砥石）が

出土している。１１１７は出入口施設の覆土上層から，Ｑ８９は南部の覆土から出土しており，廃絶後に廃棄された

ものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。熱を受けた雲母片岩と灰の存在は，火を使用していた痕跡

と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量

９ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１５ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

第７１１図 第４３号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第４３号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１７ 須恵器 甕 － （７�８） － 長石 黄灰 普通 体部外面同心円状叩き 内外面及び断面一面砥面化 覆土上層 ５％ 転用砥石

―８０７―



第４４号方形竪穴遺構（第７１２図）

位置 調査区西部のＢ１０ｉ９区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２９号住居跡を掘り込み，第２８９６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２５ｍ，短軸２�１０ｍの方形で，主軸方向はＮ－８２°－Ｗである。壁高は４２～５３�で，ほぼ直

立している。また，南壁際の中央部やや西寄りには，壁外へ８０�ほど張り出したスロープが確認されており，

出入口部施設と考えられる。

床 ほぼ平坦で，北西部の床面には炭化物が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３８�と３５�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８０点（坏５，甕類７５），須恵器片１９点（坏５，瓶類２，甕類１２），陶器片１点（灯火具），

磁器片２点（碗），鉄製品１点（釘），鉄滓１点が出土している。Ｐ１１１８は覆土から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から，中世以降と考えられる。床面の炭化物は，有機物を燃やしたものと考えられ

るが，性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量

第７１２図 第４４号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ８９ 砥石 ６�６ ６�０ ２�９ １８５�５ 雲母片岩 砥面１面 他は破断面 覆土

―８０８―



第４５号方形竪穴遺構（第７１３図）

位置 調査区西部のＣ１０ｅ５区，標高２１ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２７９１・２７９４号土坑を掘り込み，第３８５号掘立柱建物と第２７９３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２５ｍ，短軸２�１８ｍの方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は４２～５７�で，ほぼ直立し

ている。また，西壁際の中央部には，壁外へ１３０�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施設

と考えられる。

床 ほぼ平坦で，南西コーナー部には焼土が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２はいずれも深さ２０�ほどで，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏１，甕類１１），須恵器片１点（甕），粘土塊３点が出土している。いずれも細

片で，床面から浮いた状態で出土しており，混入したものである。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から，中世と考えられる。床面の焼土は，火を使用したものと考えられ

る。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第７１３図 第４５号方形竪穴遺構実測図

第４４号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１２図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１１８ 陶器 秉燭［１０�０］（１�５） － 石英 橙 鉄釉
体部下端回転ヘラ削り 受け
部の切り口皿状

京都・信楽系
１７世紀末頃

覆土
５％
油煙付着

―８０９―



第４６号方形竪穴遺構（第７１４図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｄ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９６２・２９７０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５２ｍ，短軸２�３４ｍの方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は５２～６６�で，ほぼ直立し

ている。

床 ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４６�と４３�で，規模と配置から柱穴と考えられる。Ｐ３・Ｐ４はいずれも

深さ３０�ほどで，補助的な柱穴と考えられる。

覆土 ３層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３４点（坏１，高台付椀１，高坏１，甕類３１），須恵器片２点（坏，蓋）が出土してお

り，混入したものと考えられる。１１１９・１１２０は覆土から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

３ 褐 灰 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック中量

第７１４図 第４６号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

―８１０―



第４７号方形竪穴遺構（第７１５図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�５１ｍ，短軸２�０１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は４５�ほどで，ほぼ

直立している。また，東壁際の中央部には，壁外へ５５�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部

施設と考えられる。

床 平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ２６�と４０�で，規模と配置から柱穴と考えられる。Ｐ３・Ｐ４は深さ２３�と

２８�で補助的な柱穴と考えられる。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２２点（坏２，高坏１，甕類１９），須恵器片２点（甕類），土師質土器片１点（小皿），

陶器片１点（片口鉢）が出土している。１１２１は西部の覆土，１１２２は東部の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子多量
４ にぶい褐色 ローム粒子多量

５ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

第７１５図 第４７号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第４６号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１１９ 土師器 高台付椀 － （２�３） ５�６ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り 底部ヘラ切り後高台貼り付
け 内面磨き 黒色処理 覆土 ３０％

１１２０ 土師器 甕 ［１７�５］（８�８） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 当て具痕 覆土 ５％

―８１１―



第４８号方形竪穴遺構（第７１６図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９２７号土坑を掘り込み，第１１３号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�９５ｍ，短軸１�８９ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は６０�ほどで，ほぼ直

立している。また，南壁際の中央部には，壁外へ３４�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施

設と考えられる。

床 平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は，深さ３３�と３２�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示すが，各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子多量

第７１６図 第４８号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第４７号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２１ 土師質土器 小皿［１３�１］（３�２） － 長石・石英・小礫・赤色粒子 橙 普通 口辺部外面横ナデ 体部内外面ナデ 覆土 ５％
中世後半ヵ

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１２２ 陶器 片口鉢 － （５�２）［１４�０］長石・小礫にぶい橙 － 体部外面ナデ ヘラナデ 体部下端ヘラナデ 体
部内面ナデ後磨き 内面下端横ナデ 底面摩耗 不明 覆土 ５％

―８１２―



遺物出土状況 土師器片３４点（坏４，高坏３，甕類２７），須恵器片９点（坏２，高台付坏１，蓋２，甕類４），

陶器片１点（大皿）が出土している。１１２３は東部の覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

第４９号方形竪穴遺構（第７１７図）

位置 調査区西部のＣ９ｆ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４６号地下式壙を掘り込み，第５０号方形竪穴遺構，第１７号不明遺構に掘り込まれている。南壁は全

壊し，北東部の壁の一部も壊されている。

規模と形状 長軸２�５２ｍ，短軸２�０９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－０°である。壁高は４５�ほどで，ほぼ直立

している。

床 平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ４か所。ピットの配置は東壁際に集中しており，性格は不明である。

覆土 ２層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１９点（坏２，甕類１７），須恵器片６点（蓋２，甕類４），土師質土器片２点（小皿，内

耳鍋）が出土している。１１２４は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

第５０号方形竪穴遺構（第７１７図）

位置 調査区西部のＣ９ｆ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４９号方形竪穴遺構を掘り込み，第１７号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�４２ｍ，短軸２�２８ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は５０�ほどで，ほぼ直

立している。また，東壁際の中央部には，壁外へ６０�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施

設と考えられる。

床 平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４２�と５５�で，規模と配置から柱穴と考えられる。Ｐ３の性格は不明であ

る。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７点（甕類），須恵器片３点（坏１，甕類２），土師質土器片１点（内耳鍋）が出土し

ている。１１２５は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量 ２ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第４８号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１６図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１２３ 陶器 大皿 － （１�８）［８�３］ 長石・小礫にぶい橙 灰釉 底部回転ヘラ切り 高台貼り付け
内面に施釉

古瀬戸 中
世後半ヵ 覆土 ５％

大窯３前半ヵ

―８１３―



第５１号方形竪穴遺構（第７１８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５２～５４号方形竪穴遺構，第１７号不明遺構に壁や床を掘り込まれているため，壁の遺存状態は悪い。

規模と形状 長軸２�２４ｍ，短軸０�９５ｍの不定形で，主軸方向はＮ－８１°－Ｅである。重複により，壁の遺存状

態は悪く，壁高は不明である。

床 ほぼ平坦で踏み固められ，中央部に炭化物が散在している。

第７１７図 第４９・５０号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第４９号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２４ 土師質土器 小皿 － （１�５） ３�３ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部ナデ 底部回転糸切り痕 体部内外面ナデ
内底ナデ 覆土 ５％

中世後半ヵ

第５０号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２５ 土師質土器 内耳鍋 － （５�４） － 長石・石英・金雲母・小礫 にぶい褐 普通 口唇部ナデ 体部外面ナデ・指ナデ 内面ナデ
後耳貼り付け 内面と耳接着面やや雑なナデ 覆土 ５％

１５世紀後半ヵ
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覆土 単一層で，ロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。炭化物の存在は，有機物を燃したものと考えら

れるが，性格は不明である。

第５２号方形竪穴遺構（第７１８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５１号方形竪穴遺構を掘り込み，第１１３号溝，第１７号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２３ｍ，短軸１�９２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｗである。壁高は５０�ほどで，ほぼ

直立している。また，東壁際の中央部には，壁外へ３５�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部

施設と考えられる。

床 平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３７�と４０�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。

第５３号方形竪穴遺構（第７１８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５１号方形竪穴遺構を掘り込み，第５４号方形竪穴遺構・第１７号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�０９ｍ，短軸１�４３ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は３４～４７�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。

覆土 ３層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片８点（甕類），須恵器片４点（坏２点，瓶類１，蓋１），鉄製品１点（不明），鉄滓７

点が出土している。いずれも細片で，床面から浮いた状態で出土しており，混入したものである。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。

第５４号方形竪穴遺構（第７１８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５１・５３号方形竪穴遺構を掘り込み，第１７号不明遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸１�９５ｍ，短軸１�３４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｅである。壁高は６０�ほどで，緩や

かに傾斜して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量

３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
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覆土 ２層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積と考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。床面が全面的に硬化しており，人為的な硬化が

想定される。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第７１８図 第５１～５４号方形竪穴遺構実測図
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第５５号方形竪穴遺構（第７１９図）

位置 調査区西部のＢ１０ｉ５区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�０８ｍ，短軸２�０６ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は１９～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 平坦であり，硬化面は認められない。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３５�と１０�で，柱穴と考えられる。

覆土 ９層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏２，甕類１２），須恵器片１点（坏）が出土している。いずれも細片で，床面

から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第５６号方形竪穴遺構（第７２０図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１１３号溝跡を掘り込み，第５７号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�３４ｍ，短軸２�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。壁高は４７�で，ほぼ直立

している。南壁際中央部に，粘土が貼り付けられている。緩やかに傾斜したスロープ状を呈しており，出入口

部施設の一部と想定される。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められ，南東コーナー部には灰や炭化物が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４０�と３８�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ７層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・砂質粘土粒

子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第７１９図 第５５号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ にぶい黄褐色 粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
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遺物出土状況 土師器片５点（坏１，坩１，甕類３），須恵器片２点（甕類），陶器片１点（甕），磁器片１点（香

炉）が出土している。いずれも細片で床面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。灰の存在は，有機物を燃やしたものと考えられ

るが，性格は不明である。

第５７号方形竪穴遺構（第７２０図）

位置 調査区西部のＣ１０ｃ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５６号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�２４ｍ，短軸２�１６ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は５９～６３�で，ほぼ直

立している。南壁際の中央部には，壁外へ７０�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と考

えられる。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。出入り口施設付近から粘土が確認されている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５３�と５２�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ６層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片３点（坏１，甕類２），須恵器片２点（坏，甕）が出土している。いずれも細片で，

床面より浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から，中世と考えられる。

第７２０図 第５６・５７号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
６ 灰 褐 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
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第５８号方形竪穴遺構（第７２１図）

位置 調査区西部のＣ１０ｅ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１１３号溝跡を掘り込み，第５９号方形竪穴遺構，第３３号地下式壙に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２０ｍ，短軸２�０５ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は６０～６８�で，外傾し

て立ち上がっている。また，南壁際の中央部には，壁外へ８０�ほど張り出したスロープが確認されており，出

入口部施設と考えられる。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４２�と４８�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 １６層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片７点（甕類），須恵器片３点（坏１，甕類２）が出土している。いずれも細片で，床

面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。

第５９号方形竪穴遺構（第７２２図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５８号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�３４ｍ，短軸２�０９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は５５�ほどで，ほぼ

直立している。南壁際の中央部には，壁外へ６０�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量
７ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

９ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
１５ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第７２１図 第５８号方形竪穴遺構実測図
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考えられる。

床 ほぼ平坦で，出入口部施設から中央部にかけて踏み固められている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ４５�と６０�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ９層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏４，甕類１０），須恵器片５点（蓋１，瓶類１，甕類３），陶器片１点（瓶類），

土製品１点（支脚）が出土している。いずれも細片で，床面から浮いた状態で出土しており，混入したものと

考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から，中世と考えられる。

第６０号方形竪穴遺構（第７２３図）

位置 調査区西部のＣ１０ｅ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３号地下式壙を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�０８ｍ，短軸２�０１ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は５３～６３�で，ほぼ直

立している。南壁際の中央部には，壁外へ１５０�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と

考えられる。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められ，中央部には炭化物が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ５５�と４７�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 ９層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量

５ 褐 色 ローム粒子多量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック中量

第７２２図 第５９号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片１１点（坏１，甕類１０），須恵器片４点（蓋１，甕類３），土師質土器片１点（内耳鍋），

陶器片１点（甕）が出土している。１１２６は覆土から出土している。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。床面の炭化物は，有機物を燃やしたものと考え

られるが，性格は不明である。

第６１号方形竪穴遺構（第７２４図）

位置 調査区西部のＣ１０ｇ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０２号掘立柱建物跡と第２０３８号土坑を掘り込み，第２０３７号土坑に掘りこまれている。

規模と形状 長軸２�４３ｍ，短軸２�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７９°－Ｗである。壁高は５０�ほどで，ほぼ

直立している。また，東壁際の中央部には，壁外へ１００�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口

部施設と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 灰 褐 色 粘土ブロック多量
８ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第７２３図 第６０号方形竪穴遺構・出土遺物実測図

第６０号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第７２３図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１２６ 陶器 甕 － （５�７） － 長石・礫 灰釉 頸部内面当て具痕 一筋のカキ目 常滑産
中世前半ヵ 覆土 ５％４型式ヵ
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床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。また，出入口施設付近には灰が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ６４�と６０�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１６点（甕類），須恵器片１点（坏）が出土している。いずれも細片で，床面から浮い

た状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から，中世と考えられる。床面の灰は，有機物を燃やしたものと考えられるが，性

格は不明である。

第６２号方形竪穴遺構（第７２５図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０２号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�３６ｍ，短軸１�９８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｗである。壁高は５７�で，ほぼ直立

している。東壁際の中央部には，壁外へ７５�ほど張り出したスロープが確認されており，出入口部施設と考え

られる。

床 ほぼ平坦であり，全面が踏み固められている。また，出入口施設付近には炭化物が散在している。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ３０�と３５�で，規模と配置から柱穴と考えられる。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ にぶい褐色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
９ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
１０ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック微量

第７２４図 第６１号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片１４点（坏１，甕類１３），須恵器片２点（甕類），陶器片１点（天目茶碗）が出土してい

る。いずれも細片で，床面より浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。床面の炭化物は，有機物を燃やしたものと考えられるが，

性格は不明である。

� 地下式壙

第３１号地下式壙（第７２６図）

位置 調査区中央部のＣ１１ａ２区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

竪坑 主室東壁の中央部に位置している。規模は，長径１�５２ｍ，短径１�２３ｍの楕円形である。壁高は８７～９５�

で，壁は外傾して立ち上がり，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。また，底面からやや浮いた位置で，

馬一頭分の骨が検出されている。覆土の堆積状況から，天井部が崩落した後に形成された窪地を利用して埋葬

されたものと考えられる。馬骨が出土した覆土の堆積層は，第７・８層である。

主室 長軸２�９９ｍ，短軸１�６４ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｅである。天井部は遺存していない。

壁はほぼ直立し，確認面からの深さは９６�である。底面は平坦である。また，北西部コーナーには横穴が掘ら

れているが，用途は不明である。

覆土 １６層に分けられる。崩落した天井部などが堆積し（第４～６層，第９～１３層），窪地となった竪穴部に

馬が埋葬され（第７・８層），表土が流入して埋没したものと考えられる。

土層解説
１ にぶい褐色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロッ
ク微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量

第７２５図 第６２号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片８１点（坏８，坩１，甕類７１，甑１），須恵器片２１点（坏５，壺類１，甕類１５）が出土

している。いずれも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３２号地下式壙（第７２７図）

位置 調査区西部のＢ１０ｉ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２２・２２２５号住居跡を掘り込み，第１２１号溝，第１２号道路に掘り込まれている。

竪坑 主室の西壁やや南寄りに位置し，上面は長径１�３０ｍ，短径１�１０ｍほどの楕円形である。壁高は６４�で，

壁は外傾して立ち上がっている。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

主室 長軸２�３８ｍ，短軸２�２３ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁はほ

ぼ直立し，確認面からの深さは７８�である。底面は平坦である。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第４・５層はローム土を多

く含む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 灰 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 骨片中量，ロームブロック少量

９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１４ 明 褐 色 ロームブロック中量
１５ 褐 色 ロームブロック少量
１６ 褐 色 ローム粒子中量

第７２６図 第３１号地下式壙実測図
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遺物出土状況 土師器片１６０点（坏１８，高坏１，甕類１４１），須恵器片２４点（坏９，蓋２，瓶類１，甕類１２），陶

器片２点（碗・天目茶碗）が出土している。１１２７は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

第３３号地下式壙（第７２８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｅ３区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第５８号方形竪穴遺構を掘り込み，第６０号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

竪坑 主室南壁の中央に位置し，上面は長径０�９５ｍ，短径０�７７ｍの楕円形である。壁高は６４�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

主室 長軸２�２２ｍ，短軸１�９２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７９°－Ｅである。天井部は一部遺存している。壁

はほぼ直立し，確認面からの深さは９２�である。底面は平坦である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化材・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化材微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化材微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化材・焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，炭化材・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化材少量

第７２７図 第３２号地下式壙・出土遺物実測図

第３２号地下式壙出土遺物観察表（第７２７図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１２７ 陶器 天目茶碗［１２�０］（６�０） － 小礫 黒 鉄釉 体部外面ロクロナデ 古瀬戸
中世後期ヵ 覆土 ５％ �期古ヵ
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覆土 １３層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第８層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片５点（甕類），須恵器片９点（坏１，高台付坏２，蓋３，甕類３）が出土しており，

いずれも細片で混入したものと考えられる。１１２８は覆土から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子微量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１０ 褐 色 ローム粒子中量
１１ 褐 色 ローム粒子多量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第７２８図 第３３号地下式壙・出土遺物実測図

第３３号地下式壙出土遺物観察表（第７２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２８ 須恵器 甕 － （１０�７） － 長石・雲母 灰 普通 体部外面横位平行叩き 内外面及び断面砥面化 覆土 ５％ 転用砥石
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第３４号地下式壙（第７２９・７３０図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｂ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０６９号住居跡を掘り込み，第２０７１号土坑に掘り込まれている。

竪坑 主室西壁の中央に位置し，上面は長径１�５４ｍ，短径１�１４ｍの楕円形である。壁高は６９�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

主室 長軸３�２０ｍ，短軸１�４３ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。天井部は遺存していない。

壁はほぼ直立し，確認面からの深さは１０３�である。底面は平坦である。

覆土 １０層に分けられる。第９層はローム土を多く含む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

また，天井部が崩落した後に第７・８・１０層が自然堆積し，その後ロームブロックを多く含んだ第１～６層が

人為堆積したと考えられる。

遺物出土状況 土師器片５２点（坏８，坩１，甕類４３），須恵器片１９点（坏５，蓋２，瓶類１，甕類１１），陶器片

１点（平碗），石器５点（敲石１，砥石４）が出土している。Ｑ９０は主室東壁際の覆土下層，Ｑ９１は主室北東

壁際の覆土下層，Ｑ９２～Ｑ９４は覆土から出土している。

所見 時期は，出土土器や遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 明 褐 色 ロームブロック多量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量

第７２９図 第３４号地下式壙実測図
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第３５号地下式壙（第７３１図）

位置 調査区西部のＣ１０ａ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７１号住居跡を掘り込み，第１２１号溝に掘り込まれている。

竪坑 主室西壁の中央に位置し，上面は長径１�１０ｍ，短径０�８０ｍほどの楕円形である。壁高は９８�で，壁は外

傾して立ち上がっている。また，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。

主室 長軸１�７５ｍ，短軸１�５２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは９２�である。底面はほぼ平坦である。

第７３０図 第３４号地下式壙出土遺物実測図

第３４号地下式壙出土遺物観察表（第７３０図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９０ 敲石 １３�１ ５�９ ４�１ ４４８�０ 流紋岩 端部に敲打痕 熱を受けている 覆土下層 PL１９２

Ｑ９１ 砥石 ２２�２ １７�０ １６�４ ８７６０�０ 花崗岩 砥面４面 他は破断面 熱を受けている 覆土下層

Ｑ９２ 砥石 ７�４ １１�２ ３�４ ４２０�５ 雲母片岩 砥面１面 他は破断面 覆土

Ｑ９３ 砥石 ７�８ １２�０ ３�５ ４３９�５ 雲母片岩 砥面２面 他は破断面 覆土

Ｑ９４ 砥石 ４�４ ５�９ １�２ ４７�８ 雲母片岩 砥面２面 内１面に煤付着 他は破断面 覆土
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覆土 ４層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第４層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２２点（坏３，甕類１９）が出土している。いずれも細片で，底面から浮いた状態で出土

しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３６号地下式壙（第７３２図）

位置 調査区西部のＣ１０ｃ９区，標高２１ｍほどの平坦な傾斜する台地上に位置している。

重複関係 第１２１号溝跡を掘り込み，耕作による撹乱を受けている。

竪坑 主室西壁の中央に位置し，上面は長径１�２６ｍ，短径０�９０ｍの楕円形である。壁高は９１�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。また，底面は緩やかに傾斜して主室に至っている。

主室 長軸１�４３ｍ，短軸１�２５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立し，確認面からの深さは１１４�である。底面は平坦である。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第１０層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３７点（坏１０，坩１，甕類１２６），須恵器片３０点（坏１３，蓋１，甕類１６），石器１点（砥

石）が出土しており，撹乱による混入と考えられる。Ｑ９５は覆土から出土している。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック多量

第７３１図 第３５号地下式壙実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック微量

６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子多量
８ 黒 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量

―８２９―



第３７号地下式壙（第７３３図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｉ２区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２１号住居跡と第１２６号溝跡を掘り込んでいる。

竪坑 主室東壁の中央に位置し，上面は長径１�５８ｍ，短径１�０８ｍの楕円形である。壁高は６５�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。また，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。

主室 長軸３�７０ｍ，短軸２�０４ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。天井部は遺存していない。

壁は外傾して立ち上がっており，確認面からの深さは９３�である。底面は平坦である。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第１０層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４２点（坏４，器台１，甕類３７），須恵器片８点（坏１，甕類７）が出土している。い

ずれも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第７３２図 第３６号地下式壙・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

６ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
９ 明 褐 色 ロームブロック中量
１０ 明 褐 色 ロームブロック多量

第３６号地下式壙出土遺物観察表（第７３２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９５ 砥石 ５�２ ３�８ １�３ ３３�８ 雲母片岩 砥面２面 他は破断面 覆土

―８３０―



第３８号地下式壙（第７３４図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ９区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１８１号住居跡を掘り込んでいる。

竪坑 主室南西壁の中央に位置し，長径１�１２ｍ，短径１�０２ｍの円形である。壁高は７７�で，壁は外傾して立ち

上がっている。また，底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室 長軸１�６５ｍ，短軸１�５０ｍほどの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－４４°－Ｗである。天井部は遺存していな

い。壁はほぼ直立しており，確認面からの深さは１０３�である。底面は平坦である。

覆土 １９層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片４９点（坏１，高坏１，甕類４７），須恵器片３６点（坏１４，蓋６，甕類１６），土製品１点（支

脚）が出土している。いずれも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

第７３３図 第３７号地下式壙実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロ

ック・炭化物微量
５ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子

・炭化粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・

粘土ブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロ

ック・炭化物微量
９ 褐 色 ローム粒子多量，粘土ブロック・焼土粒子微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

１１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
１２ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
１５ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
１６ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１７ 黒 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
１８ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロ

ック少量，炭化粒子微量
１９ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

―８３１―



所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第３９号地下式壙（第７３５図）

位置 調査区北西部のＢ１０ｅ６区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

竪坑 主室北壁のやや東寄りに位置し，上面は長径１�２９ｍ，短径１�１２ｍの楕円形である。壁高は７２�で，壁は

外傾して立ち上がっている。また，底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

第７３４図 第３８号地下式壙実測図

第７３５図 第３９号地下式壙実測図

―８３２―



主室 長軸１�８７ｍ，短軸１�７７ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－９０°である。天井部は遺存していない。壁はほ

ぼ直立しており，確認面からの深さは８７�である。底面は平坦である。

覆土 ６層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第４・５・７層はローム土

を多く含む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４０号地下式壙（第７３６図）

位置 調査区西部のＣ１０ａ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７１号住居跡を掘り込み，第１２１号溝に掘り込まれている。

竪坑 主室北西壁の中央に位置し，上面は長径１�５４ｍ，短径０�８９ｍの楕円形である。壁高は４８�で，壁は外傾

して立ち上がっている。また，底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室 長軸２�０５ｍ，短軸０�９９ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６２°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁は

ほぼ直立しており，確認面からの深さは４４�である。底面は平坦である。

覆土 ９層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。第４層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６７点（坏１３，甕類５４），須恵器片６点（坏３，蓋１，甕類２）が出土している。いず

れも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，第２１７１号住居跡から流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土粒

子微量

５ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量

第７３６図 第４０号地下式壙実測図
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第４１号地下式壙（第７３７図）

位置 調査区西部のＣ１０ｂ９区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７１号住居跡を掘り込んでいる。

竪坑 主室西壁の中央に位置し，上面は長軸０�７８ｍ，短軸０�７７ｍの方形である。壁高は５０�で，壁は外傾して

立ち上がっている。また，底面は主室に向かって緩やかに傾斜している。

主室 長軸１�６７ｍ，短軸１�６３ｍの方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。天井部は遺存していない。壁はほ

ぼ直立し，確認面からの深さは７２�である。底面は平坦である。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第９～１１層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１７６点（坏１４，甕類１６２），須恵器片１１点（坏５，甕類６）が出土している。いずれも

細片で，底面から浮いた状態で出土しており，第２１７１号住居跡から流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から，中世と考えられる。

第４２号地下式壙（第７３８図）

位置 調査区西部のＣ１１ｃ１区，標高２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第４３号地下式壙を掘り込んでいる。

竪坑 主室東壁の中央に位置し，上面は長径１�２６ｍ，短径０�５６ｍの楕円形である。壁高は８０�で，壁は外傾し

て立ち上がっている。また，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。

主室 確認された壁から長軸２�６４ｍ，短軸１�７５ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｅである。天井部は

遺存していない。壁はほぼ直立し，確認面からの深さは１００�である。底面は平坦である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量
６ 灰 褐 色 ローム粒子中量

７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量
１１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量

第７３７図 第４１号地下式壙実測図

―８３４―



覆土 ８層に分けられる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第６・８層はローム土を多く含

む褐色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１３１点（坏１１，甕類１２０），須恵器片１８点（坏１，高台付坏１，甕類１６），磁器片２点（椀，

皿）が出土している。いずれも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，廃絶後に流れ込んだものと考え

られる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子中量

第７３８図 第４２・４３号地下式壙実測図
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第４３号地下式壙（第７３８図）

位置 調査区西部のＣ１１ｄ１区，標高２１ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４２号地下式壙に竪坑を掘り込まれている。

主室 確認された壁から長軸２�１３ｍ，短軸１�９９ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｅである。天井部は遺存し

ていない。壁はほぼ直立し，確認面からの深さは８２�である。底面は平坦である。

覆土 ８層に分けられる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。第８層はローム土を多く含む褐

色土であることから，天井部の崩落土と考えられる。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏１，甕類１１），須恵器片５点（坏１，蓋１，甕類３）が出土している。いず

れも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４４号地下式壙（第７３９図）

位置 調査区西部のＢ１０ｈ１区，標高２２ｍほどの南への緩斜面に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック中量
７ 褐 灰 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第７３９図 第４４号地下式壙実測図
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竪坑 主室東壁のやや南寄りに位置し，上面は長軸１�１８ｍ，短軸０�９６ｍの長方形である。壁高は８２�で，壁は

ほぼ直立している。また，底面は主室に向かってなだらかに傾斜している。

主室 一辺２�９５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。天井部は遺存していない。壁はほぼ直立し，確

認面からの深さは１０８�である。底面は平坦である。

覆土 ２２層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片２２９点（坏１１，甕類２１６，甑２），須恵器片４３点（坏１９，高台付坏１，甕類２３），陶器片

１点（甕）が出土している。いずれも細片で，底面から浮いた状態で出土しており，廃絶後に流れ込んだもの

と考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４５号地下式壙（第７４０図）

位置 調査区西部のＣ１１ｄ０区，標高２１ｍほどの緩斜面に位置している。

重複関係 第２２３７号住居跡を掘り込んでいる。

竪坑 主室東壁の中央に位置し，上面は長軸１�１１ｍ，短軸０�８７ｍの不整長方形である。壁高は１３９�で，壁は

ほぼ直立している。底面は主室に向かってなだらかに傾斜し，深さ７０�の段が形成されている。

主室 長軸３�３８ｍ，短軸１�９８ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｅである。天井部は遺存していない。

壁はほぼ直立し，確認面からの深さは２２０～２６２�である。底面は平坦である。

覆土 １９層に分けられる。天井部崩落後（第１４～１９層），ロームや粘土を多く含む土で埋められたと考えられる。

遺物出土状況 土師器片４２点（坏３，甕類３９），須恵器片２６点（坏１２，蓋１，甕類１３），陶器片１点（不明）が，

いずれも底面から浮いた状態で出土しており，第２２３７号住居跡から流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第４６号地下式壙（第７４１図）

位置 調査区西部のＣ９ｅ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４９号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子中量

１２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 灰 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量

１１ 褐 灰 色 ロームブロック微量
１２ にぶい褐色 ローム粒子中量
１３ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１４ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
１５ 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量
１６ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
１７ 明 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ローム粒子少量
１８ にぶい褐色 ロームブロック中量，ロームブロック少量
１９ 明 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ローム粒子微量
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竪坑 主室南壁の西寄りに位置し，上面は長径１�１０ｍ，短径０�７５ｍの楕円形である。壁高は２７�で，壁は外傾

して立ち上がっている。また，底面は浅いＵ字状を呈している。

主室 長軸２�０５ｍ，短軸１�３０ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－７５°－Ｗである。天井部は遺存していない。

壁は外傾して立ち上がっており，確認面からの深さは２８�である。底面は平坦である。

第７４０図 第４５号地下式壙実測図

第７４１図 第４６号地下式壙実測図
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覆土 ３層に分けられる。各層にロームを多く含む土が堆積していることから，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８点（坏２，甕類６），須恵器片５点（坏）が出土している。いずれも細片で，底面

から浮いた状態で出土しており，混入したものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。なお，深さが２８�であることから，本跡は方形

竪穴遺構の可能性もある。

� 溝跡

第１１３号溝跡（第７４２図）

位置 調査区西部のＣ９ｄ９～Ｃ１０ｆ３区，標高２１～２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２００９号住居跡，第５２・５６・５８号方形竪穴遺構，第２８５８・２８６０・２８６１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｃ１０ｃ２区からＮ－１７°－Ｗ方向に延び，Ｃ１０ｆ２区でＮ－７６°－Ｅ方向に曲がり，さらにＣ９ｆ９

区でＮ－３°－Ｅの方向に曲がる。長さ３４�６１ｍ，上幅約１００�，下幅約２０�，深さ９～２３ｃｍである。断面は

逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片５５点（坏５，甕類５０），須恵器片６点（甕類），陶器片１点が出土しているが，細片の

ため図示できるものはない。土器片は埋没時の流れ込みと考えられる。

所見 周辺に中世の遺構が確認され，それらを区画するように巡っていることから，時期は，中世の区画溝の

可能性が考えられる。

第１２１号溝跡（第７４３図）

位置 調査区北西部から西部のＢ１０ｄ７～Ｃ１０ｅ９区，標高２１ｍ～２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７１・２２２２・２２２５・２２３４・２２６５号住居跡，第３２・３５・３６号地下式壙を掘り込んでいる。また，第

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

３ 明 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第７４２図 第１１３号溝跡実測図

第７４３図 第１２１号溝跡実測図
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４０・４１号地下式壙に掘り込まれ，本跡の上面に第１２号道路が構築されている。

規模と形状 Ｎ－７°－Ｅの方向を中心にＬ字状に延び，長さは５０�４３ｍで，上幅６０～１６４�，下幅４２～１４４�，

深さ１２～２６�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １３層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２６１点（坏２８，坩１，高坏１，甕類２２９，手捏土器２），須恵器片３３点（坏１４，蓋１，

甕類１８），不明鉄製品１点，灰釉陶器片２点，陶器片１点，磁器片７点が出土しているが，細片のため図示で

きるものはない。土器片は埋没時に流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，重複関係から中世と考えられる。

� 井戸跡

第４４号井戸跡（第７４４・７４５図）

位置 調査区西部のＣ９ｇ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３０２号掘立柱建物跡，第２０４４号土坑（火葬土坑）を掘り込み，第２０３８号土坑に掘り込まれている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第７４４図 第４４号井戸跡実測図
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規模と形状 径３�６５ｍの円形である。確認面から０�３０～１�００ｍを漏斗状に掘り込んだ後，下部を円筒状に掘り

下げている。深さ１�９５ｍほどで崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ２３層に分けられる。全体的に軟弱な土質である。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５４点（坏３，甕類１５０，甑１），須恵器片３７点（坏８，高台付坏１，蓋３，甕類２５），

土師質土器片１点（内耳鍋），古銭１点（治平元宝）が出土しており，大半が廃絶後に流れ込んだものと考え

られる。１１２９は中央部北側の覆土上層から出土し，Ｍ２２５は中央部の覆土下層から出土しており，いずれも時

期差はあるが廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所見 素掘りの構造である。廃絶時期は，重複関係や出土遺物から，中世後半と考えられる。

第４６号井戸跡（第７４６図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｊ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�２３ｍ，短径１�１６ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げ，深さ１�８０ｍほどで崩落の

おそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕）が出土している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１７ 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１９ 褐 灰 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２０ 褐 色 ロームブロック少量
２１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２２ 褐 色 ローム粒子中量
２３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土ブロック微量

第７４５図 第４４号井戸跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子微量
７ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
８ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
９ 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

第４４号井戸跡出土遺物観察表（第７４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１２９ 土師質土器 内耳鍋［２６�３］（５�７） － 石英・長石・雲母
・金雲母・小礫 暗褐色 普通 口唇部ナデ 体部内外面ナデ 指頭痕 覆土上層 ５％

中世後半

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 初鋳年 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２２５治平元宝 ２�５ ０�５ ０�１ ２�８ １５８０年以降 銅 鐚銭 篆書 覆土下層
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所見 素掘りの構造である。周囲に火葬土坑が２基確認されており，本跡を含む地区に墓域が形成されていた

と考えられる。時期は，火葬土坑と同時期の中世と考えられる。

第５０号井戸跡（第７４７図）

位置 調査区西部のＣ１０ａ６区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�２８ｍ，短径１�１７ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げ，深さ１�６５ｍほどで崩落の

おそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ８層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５点（甕類），須恵器片１点（甕）が出土している。

所見 素掘りの構造である。周囲に中世に比定される掘立柱建物跡，方形竪穴遺構，地下式壙が確認されてお

り，本跡を含む地区に墓域が形成されていたと考えられる。時期は，それらと同時期の中世と考えられる。

第５１号井戸跡（第７４８図）

位置 調査区西部のＣ１０ｈ８区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径２�０８ｍ，短径１�９８ｍの円形である。確認面から南部は深さ０�６０～０�６５ｍを段状に掘りくぼめ，

北部から東部にかけては１�０５ｍほど漏斗状に掘りくぼめた後，円筒状に掘り下げている。また，漏斗状に掘り

くぼめた部分の埋土はつき固められている。１�７０ｍほど掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部

の調査を断念した。

第７４６図 第４６号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
４ 明 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量

５ 灰 白 色 粘土ブロック多量
６ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
７ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量
８ 灰 褐 色 粘土ブロック・ロームブロック少量

第７４７図 第５０号井戸跡実測図
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覆土 １０層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積であり，覆土第７～１０層はつき固められた

土層である。

遺物出土状況 土師器片２０１点（坏６，甕類１９５），須恵器片４１点（坏１１，甕類２９，甑１），陶器片１点（不明），

土製品１点（勾玉）が出土している。いずれも埋め戻される際に流れ込んだものと考えられる。

所見 素掘りの構造である。周囲に地下式壙，火葬施設が確認されており，本跡を含む墓域が形成されていた

と考えられる。時期は，それらと同時期の中世と考えられる。

第５２号井戸跡（第７４９図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｃ７区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３３７号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�１３ｍ，短径１�７８ｍの楕円形である。確認面から南部は深さ１ｍほどを漏斗状に掘りくぼめ

た後，円筒状に掘り下げている。深さ２�０５ｍほどで崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ９層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏４，甕類２７），須恵器片９点（坏１，高台付坏１，甕類７），土師質土器片２

点（擂鉢），陶器片１点（鉢），磁器片１点（碗），鉄製品１点（釘）が出土している。いずれも埋め戻される

際に流れ込んだものと考えられる。

所見 素掘りの構造である。時期は，重複関係や周囲に方形竪穴遺構が確認されていることから，中世と考え

られる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量

第７４８図 第５１号井戸跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・

粘土ブロック微量

７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化物微量
９ 黒 色 炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量

―８４３―



第５４号井戸跡（第７５０・７５１図）

位置 調査区西部のＣ１０ｆ０区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

第７４９図 第５２号井戸跡実測図

第７５０図 第５４号井戸跡実測図

―８４４―



重複関係 第１５号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長径３�０７ｍ，短径２�３０ｍの楕円形である。確認面から０�９０ｍほど漏斗状に掘り込んだ後に，円筒

状に掘り下げている。深さ１�９０ｍほどで崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ８層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９点（坏１，高坏１，甕類１７），須恵器片７点（坏３，甕類３，甑１），陶器片２点（碗，

甕）が出土している。１１３０と１１３１は，いずれも覆土から出土しており，廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 素掘りの構造である。廃絶時期は，重複関係や出土土器から中世前期と考えられる。

第５５号井戸跡（第７５２図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｈ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�６５ｍ，短径１�６０ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げている。深さ２�０１ｍほど掘

り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ８層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８点（坏２，甕類６），陶器片１点（縁釉小皿）が出土している。縁釉小皿は，細片

のため図化し得ないが，１５世紀前半頃と想定される古瀬戸の製品である。

所見 素掘りの構造である。時期は，周囲に火葬土坑が４基確認されていることから，中世と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 灰 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量

第７５１図 第５４号井戸跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・

白色粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・白色

粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化

粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物・焼

土粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３１ 須恵器 甕 － （１０�７） － 雲母片岩 灰色 良好 外面砥面化 覆土 ５％ 転用砥石

第５４号井戸跡出土遺物観察表（第７５１図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１３０ 陶器 碗 － （１�８）［５�４］ 長石 灰黄色 灰釉 体部下端ヘラ削り 高台貼り付け
高台に糸切り痕有り 内底施釉

瀬戸・美濃系
中世前半ヵ 覆土 ５％

―８４５―



	 柵跡

第１２号柵跡（第７５３図）

位置 調査区東部のＣ１３ｅ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３９１号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南北方向に柱穴４か所が並び，主軸方向はＮ－６°－Ｗである。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）を基調

とし，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは１０～３５�である。Ｐ３の土層断面からは柱の

抜き取り痕が確認されている。

遺物出土状況 土師器片４点（坏１，甕３），須恵器片１点（甕）が出土している。

所見 時期は，中世に比定される第３９１号掘立柱建物跡を掘り込んでいることや，柱穴の規模や形状から，中

世の可能性が高い。

第７５２図 第５５号井戸跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

５ 黒 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 灰 褐 色 ロームブロック微量

第７５３図 第１２号柵跡実測図

―８４６―



第１６号柵跡（第７５４図）

位置 調査区南部のＤ１１ｅ５区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５３号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 東西方向に柱穴３か所が並び，主軸方向はＮ－７０°－Ｅである。柱間寸法は１�５～１�８ｍ（５～６

尺）と一定していない。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは５～１８�である。

所見 時期は，中世に比定される第３５３号掘立柱建物に掘り込まれていることや，柱穴の規模や形状から，中

世の可能性が高い。


 土坑

第２５８２号土坑（第７５５図）

位置 調査区西部のＣ１０ｄ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径０�７７ｍ，短径０�７０ｍの円形で，長径方向はＮ－６２°－Ｗである。深さ３０�で，底面は緩やか

に窪み，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ロームを含有した土で埋め戻された堆積状況を呈している。

遺物出土状況 土師器片７点（甕類），須恵器片２点（甕類），陶器片１点（折縁深皿）が出土している。１１３２

は南東壁際の覆土上層から出土しており，土と共に埋められたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１４世紀前半頃と考えられる。また，周囲に方形竪穴遺構が確認されており，本跡

を含む地区に墓域が形成されていた可能性が考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量

第７５４図 第１６号柵跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ローム粒子中量

―８４７―



� 火葬土坑

第２０４４号土坑（第７５６図）

位置 調査区西部のＣ９ｈ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４４号井戸に一部を掘り込まれている。

規模と形状 隅丸長方形を呈しており，主軸方向はＮ－１０°－Ｅである。燃焼部は，主軸と直交する長軸１�６５

ｍ，短軸０�７８ｍの楕円形で，深さは１０～１４�である。また，燃焼部の上端から幅１２～３０�が赤変硬化している。

底面 南部から燃焼部にかけて，緩やかに傾斜している。燃焼部の底面は凹凸が認められ，中央部東側に粘土

が貼られている。

覆土 ４層に分けられる。焼かれた土が堆積した後（第３・４層），表土が窪地に流れ込んだと考えられる（第

１・２層）。

遺物出土状況 土師器片５点（坏１，甕類４）が出土しており，いずれも流れ込んだものと考えられる。

所見 覆土に骨片などは含まれていないが，形状から火葬施設と考えられる。時期は，重複関係や遺構の形態

から中世前半と考えられる。

第７５５図 第２５８２号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

３ にぶい橙色 焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子微量
４ にぶい橙色 焼土粒子中量，ローム粒子微量

第７５６図 第２０４４号土坑実測図

第２５８２号土坑出土遺物観察表（第７５５図）

番号 器質 器形 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付け・釉薬 文様・特徴 産地・年代 出土位置 備考

１１３２ 陶器
折縁
深皿

［２２�０］ ６�７ ［１３�４］小礫 淡黄 灰釉
内外面ハケ塗りされているが釉の
遺存状態は悪い 口辺部・体部内
外面ナデ 体部下端ヘラ削り

古瀬戸
１３００年頃

覆土上層
１０％
中期様式�期

―８４８―



第２０６６号土坑（第７５７図）

位置 調査区南東部のＤ１３ｂ３区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０８３・２０８７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 楕円形を呈しており，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。燃焼部は，主軸と平行する長径０�６２ｍ，

短径０�４０ｍの楕円形で，厚さ２～６�の炭化材が確認されている。また，燃焼部を囲む確認面に，幅６～１０�

が赤変硬化している。

底面 上端は確認されておらず，確認面が燃焼部の底面と考えられる。

覆土 ３層に分けられる。中央部に炭化材が集中し，両端に焼土が広がる堆積状況を示している。

所見 覆土に骨片などは含まれていないが，第２０４４号土坑と似た形状をしていることから火葬施設と考えられ

る。時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第２１１２号土坑（第７５８図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｉ６区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 不整楕円形を呈しており，主軸方向はＮ－７２°－Ｅである。耕作による撹乱を受けており，燃焼

部と通気口が一部壊されている。燃焼部は，主軸と平行する長径１�１７ｍ，短径０�８２ｍの楕円形で，深さは１８～

２２�である。燃焼部のほぼ中央に位置している通気溝は，主軸方向と平行し，長さは０�９０ｍで，上幅０�２２ｍ，

下幅０�２０ｍ，深さ３６�であり，断面はＵ字状を呈している。

底面 通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに傾斜した後に直線的に下がってる。燃焼部の底面は平坦，通気溝

の底面はＵ字状で，東壁際に焼土や炭化材が集中して堆積している。

覆土 １４層に分けられる。不自然な堆積状況を示した人為堆積である。第１０・１２・１３層に骨粉が含まれ，特に

１３層に集中する傾向を示している。

遺物出土状況 土師器片１点（坏）が出土しており，流れ込んだものと考えられる。確認面の中央部から東部

にかけて骨片や骨粉が確認され，通気溝の覆土下層から骨粉が確認されている。

所見 燃焼部と通気溝から，骨片，炭化粒子及び焼土が検出されていることから，遺骸を火葬したものと考え

土層解説
１ 黒 色 炭化材多量，ローム粒子少量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

第７５７図 第２０６６号土坑実測図

土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
５ 灰 黄 褐 色 粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

８ 灰 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，骨粉少量，炭化粒子微量
１１ 灰 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，骨粉・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 骨粉・炭化粒子中量，焼土粒子少量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量

―８４９―



られる。時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第２４９７号土坑（第７５９図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｄ５区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 楕円形と隅丸長方形を連結したような不整形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。東側の燃焼部

は，主軸と平行する長軸０�７５ｍ，短軸０�５２ｍの隅丸長方形で，深さは３０～３８�である。西側の通気溝は，主軸

方向と平行し，長さは０�６５ｍで，上幅０�７２ｍ，下幅０�４３ｍ，深さ２０�である。

底面 通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに傾斜している。燃焼部の底面には凹凸がある。

覆土 ５層に分けられる。第３層に炭化粒子，第４層には骨片や焼土が含まれていることから，遺骸を火葬し

た後の堆積土と考えられ，その上からローム土で埋め戻されている（第１・２層）。

遺物出土状況 燃焼部西側の覆土下層から底面にかけて骨片や骨粉が出土している。

所見 燃焼部から骨片及び焼土が検出されており，遺骸を火葬したものと考えられる。時期は，遺構の形態な

どから中世と考えられる。

第７５８図 第２１１２号土坑実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブロッ

ク微量

４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化物・骨片少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第７５９図 第２４９７号土坑実測図
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第２５８０号土坑（第７６０図）

位置 調査区西部のＣ１１ｉ０区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２４号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 楕円形と円形を連結したような不整形で，主軸方向はＮ－６５°－Ｅである。東側の燃焼部は，主

軸と直交する長径０�８０ｍ，短径０�７６ｍの円形で，深さは１４～３０�である。西側の通気溝は，主軸方向と平行し，

長さは１�１５ｍで，上幅１�０３ｍ，下幅０�５８ｍ，深さ２３�である。

底面 通気溝と燃焼部の境に高さ１０�の土手状の段が形成されている。燃焼部の底面には凸凹があり，通気溝

の底面はＵ字状を呈している。燃焼部には骨片，炭化材及び焼土が確認されている。

覆土 ８層に分けられる。第２層から焼土と骨片，第３層から炭化物と骨片が検出されていることから，遺骸

を火葬した後の堆積土と考えられる。火葬後，ロームブロックを含む土で埋め戻されている。

遺物出土状況 土師器片１７点（甕類），須恵器片４点（坏１，甕類３）が出土しており，いずれも流れ込んだ

ものと考えられる。また，燃焼部中央の底面から骨片が確認されている。

所見 燃焼部から骨片及び焼土が検出されており，遺骸を火葬したものと考えられる。時期は，遺構の形態な

どから中世と考えられる。

第２９０３号土坑（第７６１図）

位置 調査区南部のＤ１１ａ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 Ｔ字状を呈しており，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。北側の燃焼部は，主軸と直交する長軸１�０６

ｍ，短軸０�４８ｍの隅丸長方形で，深さは３０�である。中央の通気溝は，主軸方向と平行し，長さは１�１７ｍで，

上幅０�３８ｍ，下幅０�１５ｍ，深さ４８�である。

底面 南部から燃焼部にかけて緩やかに傾斜している。燃焼部の底面は平坦で，通気溝の底面はＵ字状を呈し

ている。燃焼部に骨片と骨粉，通気溝には焼土が確認されている。

覆土 １１層に分けられる。第５～８層に炭化材が多く含まれており，第３層に骨片が集中して確認されている

ことから，遺骸を火葬した後の堆積土と考えられる。火葬後，ロームブロックを含む土で埋め戻されている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物・骨片少量
３ 黒 褐 色 炭化材中量，骨片・ローム粒子・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

第７６０図 第２５８０号土坑実測図
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遺物出土状況 土師器片２点（甕類）が出土しており，いずれも流れ込んだものと考えられる。燃焼部の覆土

上層から底面にかけて骨片及び骨粉が出土し，通気溝の覆土中層から焼土，覆土下層から炭化材がそれぞれ確

認されている。

所見 燃焼部から骨片，通気溝から炭化材が検出されていることから，遺骸を火葬したものと考えられる。時

期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第２９７１号土坑（第７６２図）

位置 調査区西部のＣ１０ｇ２区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 楕円形を連結したような双円形で，主軸方向はＮ－８４°－Ｗである。東側の燃焼部は，主軸と直

交する長径０�８５ｍ，短径０�８３ｍの楕円形で，深さは３０～３８�である。西側の通気溝は，主軸方向と平行し，長

さは０�８５ｍで，上幅０�８５ｍ，下幅０�５７ｍ，深さ２７�である。

底面 通気溝から燃焼部にかけて，緩やかに傾斜している。燃焼部の底面には凹凸がある。

覆土 １０層に分けられる。第４層に炭化材が多く含まれ，第３層に骨片が集中して確認されていることから，

遺骸を火葬した堆積後の土と考えられる。火葬後，ロームブロックを含む土で埋め戻されている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化材少量，焼土ブロック・骨

片微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化材・焼土ブロック・骨片微量
３ 黒 褐 色 骨片・ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，骨片微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化材少量，骨片微量

６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化材中量，ローム粒子・骨片微量
７ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック，焼土粒子少量
８ 黒 色 炭化物多量，ロームブロック，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化材少量
１１ 黒 色 ロームブロック中量，炭化材少量

第７６１図 第２９０３号土坑実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化物・骨片少量
３ にぶい赤褐色 骨片・焼土粒子中量，炭化材・ローム粒子少量
４ 褐 色 炭化材多量，ローム粒子中量，骨片・焼土粒子少量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 明 褐 色 ローム粒子多量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，骨片・焼土粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ローム粒子中量
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遺物出土状況 土師器片２点（甕類），須恵器片１点（甕）が出土しており，いずれも流れ込んだものと考え

られる。また，燃焼部の覆土中層から通気溝の底面にかけて骨片が出土している

所見 燃焼部から通気溝にかけて骨片，燃焼部の覆土下層から炭化材がそれぞれ検出されていることから，遺

骸を火葬したものと考えられる。時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

� 墓壙

第２０３７号土坑（第７６３図）

位置 調査区西部のＣ１０ｇ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第６１号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸１�１９ｍ，短軸１�０３ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－５°－Ｅである。深さ２７�で，底面は

平坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。粘性の弱い土がブロック状に堆積し，各層にロームブロックが含まれていることか

ら人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片５点（坏１，甕類４），須恵器片３点（甕類）が出土している。また，馬の大腿骨や

頭蓋骨の細片が底面から出土している。

所見 時期は，重複関係や周囲に火葬施設や溝に囲まれた方形竪穴遺構が位置していることから，中世の墓壙

と考えられる。また，本区の中央部に位置する廃絶した第３１号地下式壙の窪地を利用して廃絶後に馬が埋葬さ

れている例があり，本土坑と類似している。

第２２６６号土坑（第７６４図）

位置 調査区東部のＣ１４ｆ３区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�９８ｍ，短径０�７８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５３°－Ｅである。深さは１６�で，底面は平

第７６２図 第２９７１号土坑実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第７６３図 第２０３７号土坑実測図
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坦である。北東部壁は緩斜し，他の壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを含有した不規則な堆積状況を呈していることから，人為堆積である。

遺物出土状況 埋銭と考えられる古銭２点（開元通宝，元豊通宝）が，北東部壁際の底面から出土している。

その他，第２１１１号住居跡から流れ込んだと考えられる土師器片２点（甕類）が出土している。

所見 時期は，出土遺物から中世の墓壙と考えられる。

第２５６６号土坑（第７６５図）

位置 調査区西部のＣ１０ｃ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１７４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�００ｍ，短径０�６８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６９°－Ｗである。深さは２７�で，底面は平

坦である。西部の底面に深さ５�のピットが確認され，壁は緩斜して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を呈していることから，人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏類５，甕類１１）が出土している。いずれも細片で混入したものと考えられる。

覆土下層からは，人骨の細片が出土している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第７６４図 第２２６６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・骨片少量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第７６５図 第２５６６号土坑実測図

第２２６６号土坑出土遺物観察表（第７６４図）

番号 銭名 径 孔径 厚さ 重量 初鋳年 材質 手法の特徴 出土位置 備考

Ｍ２０３元豊通宝 ２�４ ０�６ ０�１ ２�５ １０７８年 銅 真書 底面 PL２００

Ｍ２２６開元通宝 ２�３ ０�６ ０�１ ２�５ ６２１年 銅 真書 底面 PL２００
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所見 時期は，埋め戻した痕跡や周囲に方形竪穴遺構や地下式壙が確認されていることから，中世の墓壙と考

えられる。

第２９６５号土坑（第７６６図）

位置 調査区西部のＣ９ｊ０区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸１�００ｍ，短軸０�６９ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８９°－Ｗである。深さは２３�で，底面

はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を呈していることから，人為堆積である。第１・２層とも粘

性・締まりとも弱い。

遺物出土状況 土師器片１点（甕）が出土している。西部の底面から頭蓋骨や歯，上腕骨の細片が出土し，東

部の底面から折り重なった大腿骨が出土している。

所見 人骨の出土状況から埋葬形式は屈葬と想定される。時期は，周囲に方形竪穴遺構や地下式壙などが確認

されていることから，中世以降の墓壙と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第７６６図 第２９６５号土坑実測図

表１２ 中世掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規 模
桁×梁
（ｍ）

面積

（ｍ２）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱 穴（�）
主な出土遺物 備考

（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

３４８ Ｃ９ｉ０ Ｎ－９０°－Ｅ ３×２ ６�９０×４�５０ ３１�０５ １�２～２�４２�１～４�５ 側柱 １２ 楕円形 １４～６２ 中世

３５３ Ｄ１１ｅ４ Ｎ－５°－Ｗ ２×２ ３�３０×３�３０ １０�８９ １�５～１�８１�５～１�８ 総柱 ９ 楕円形 ２９～６８ 土師器片，須恵器
片 中世

３５４ Ｄ１１ｅ５ Ｎ－７８°－Ｅ ２×１ ４�２０×２�１０ ８�８２ ２�１０ ２�１０ 側柱 ６ 楕円形 ２５～５０ 土師器片 中世

３７１ Ｃ１０ｉ１ Ｎ－１°－Ｅ ２×２ ３�６０×３�３０ １１�８８ １�８０ １�６５ 側柱 ８ 楕円形 １２～２７ 中世

３８１ Ｂ１０ｊ７ Ｎ－５°－Ｅ ３×２ ５�４０×４�８０ ２５�９２ １�２～２�１ ２�４ 側柱 １０ 楕円形 ２４～７０ 土師器片，須恵器
片 中世

３８５ Ｃ１０ｆ５ Ｎ－９０°－Ｅ ４×３ ６�９０×５�７０ ３９�３２ ０�９～２�４１�２～２�１ 側柱 １８ 楕円形 １４～５２ 土師器片，須恵器
片 中世

３９１ Ｃ１３ｇ６ Ｎ－９１°－Ｅ ３×２ ５�４０×３�００ １６�２０ １�５０～２�４０ １�５０ 総柱 １１ 楕円形 ８～３０ 土師器片，須恵器
片 中世

表１３ 中世方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（時期）柱穴 ピット 出入口部

３７ Ｄ１０ｄ７ Ｎ－６２°－Ｅ 方形 ２�２５×２�１０ １０～２２ 平坦 － － － 人為 瓦質土器片 中世

３８ Ｄ１１ｇ３ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ３�２６×３�１０ ３０～３５ 平坦 １ １ － 自然 瓦質土器片 中世

３９ Ｃ１４ｈ１ Ｎ－７０°－Ｗ 方形 ２�９６×２�７５ ５～９ 平坦 － ３ １ 人為 中世
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番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面

内部施設
覆土 主な出土遺物

備考
（時期）柱穴 ピット 出入口部

４０ Ｃ１１ｅ０ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 ２�５５×２�０２ ４８～７５ 平坦 ２ － － 人為 陶器片 中世

４１ Ｃ１０ｄ６ Ｎ－８３°－Ｅ 長方形 ２�８０×２�４８ １６～３５ 平坦 － ３ － 自然・
人為 陶器片 中世

４２ Ｃ１１ｅ８ Ｎ－０° 方形 ２�２９×２�１４ ４２～５０ 平坦 ２ － １ 自然 鉄滓 中世

４３ Ｃ１０ｄ４ Ｎ－３３°－Ｅ 長方形 ２�８８×２�０５ ３０～６０ 平坦 ２ ４ １ 人為 石器 中世

４４ Ｂ１１ｉ９ Ｎ－８２°－Ｗ 方形 ２�２５×２�１０ ４２～５３ 平坦 ２ － １ 人為 陶器片，磁器片，鉄製品，
鉄滓 中世

４５ Ｃ１０ｅ５ Ｎ－０° 方形 ２�２５×２�１８ ４２～５７ 平坦 ２ － １ 人為 中世

４６ Ｃ１１ｄ３ Ｎ－０° 長方形 ２�５２×２�３４ ５２～６６ 平坦 ２ ２ － 人為 中世

４７ Ｃ１０ｄ２ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ２�５１×２�０１ １８～４７ 平坦 ２ ２ １ 人為 土師質土器片，陶器片 中世

４８ Ｃ１０ｆ１ Ｎ－３°－Ｅ 方形 １�９５×１�８９ ５～６０ 平坦 ２ － １ 人為 陶器片 中世

４９ Ｃ９ｆ０ Ｎ－０° 長方形 ２�５２×２�０９ １２～４６ 平坦 － ４ － 人為 土師質土器片 中世

５０ Ｃ９ｆ０ Ｎ－７°－Ｅ 方形 ２�４２×２�２８ ８～５０ 平坦 ２ １ １ 人為 土師質土器片 中世

５１ Ｃ１０ｆ１ Ｎ－８１°－Ｅ 不整形 ２�２４×０�９５ － 平坦 － － － 人為 中世

５２ Ｃ１０ｆ１ Ｎ－８８°－Ｗ 長方形 ２�２３×１�９２ １９～４８ 平坦 ２ － １ 人為 中世

５３ Ｃ１０ｆ１ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ２�０９×１�４３ ３４～４７ 平坦 － － － 人為 鉄製品，鉄滓 中世

５４ Ｃ１０ｆ１ Ｎ－３０°－Ｅ 長方形 １�９５×１�３４ ３５～６２ 平坦 － － － 人為 中世

５５ Ｂ１０ｉ５ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ２�０８×２�０６ １９～２０ 平坦 ２ － － 人為 中世

５６ Ｃ１０ｄ２ Ｎ－７°－Ｅ 長方形 ２�３４×２�０５ ４７ 平坦 ２ － １ 人為 陶器片，磁器片 中世

５７ Ｃ１０ｃ２ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ２�２４×２�１６ ５９～６３ 平坦 ２ － １ 人為 中世

５８ Ｃ１０ｅ３ Ｎ－１°－Ｅ 方形 ２�２０×２�０５ ６０～６８ 平坦 ２ － １ 人為 中世

５９ Ｃ１０ｄ３ Ｎ－４°－Ｅ 長方形 ２�３４×２�０９ １８～５５ 平坦 ２ － １ 人為 陶器片 中世

６０ Ｃ１０ｅ３ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ２�０８×２�０１ ５３～６３ 平坦 ２ － １ 人為 土師質土器片，陶器片 中世

６１ Ｃ１０ｇ１ Ｎ－７９°－Ｗ 長方形 ２�４３×２�０５ ９～５０ 平坦 ２ － １ 人為 中世

６２ Ｃ１０ｈ１ Ｎ－８８°－Ｗ 長方形 ２�３６×１�９８ ２２～５７ 平坦 ２ － １ 人為 陶器片 中世

表１４ 地下式壙一覧表

番号 位置 主軸方向
規 模（ｍ）

覆土 主な出土遺物
備考

（時期）
竪 坑 主 室

長軸×短軸 壁高（�） 平面形 底面 長軸×短軸 深さ（�） 平面形 底面

３１ Ｃ１１ａ２ Ｎ－１７°－Ｅ １�５２×１�２３ ８７～９５ 楕円形 緩斜 ２�９９×１�６４ ９６ 隅丸長方形 平坦 自然・
人為 中世

３２ Ｂ１０ｉ０ Ｎ－７°－Ｗ １�３０×１�１０ ６４ 楕円形 緩斜 ２�３８×２�２３ ７８ 方形 平坦 人為 陶器片 中世

３３ Ｃ１０ｅ３ Ｎ－７９°－Ｅ ０�９５×０�７７ ６４ 楕円形 緩斜 ２�２２×１�９２ ９２ 長方形 平坦 人為 中世

３４ Ｃ１１ｂ５ Ｎ－２°－Ｅ １�５４×１�１４ ６９ 楕円形 緩斜 ３�２０×１�４３ １０３ 隅丸長方形 平坦 自然・
人為 陶器片，石器 中世

３５ Ｃ１０ａ９ Ｎ－２７°－Ｅ １�１０×０�８０ ９８ 楕円形 緩斜 １�７５×１�５２ ９２ 長方形 平坦 人為 中世

３６ Ｃ１０ｃ９ Ｎ－５°－Ｗ １�２６×０�９０ ９１ 楕円形 緩斜 １�４３×１�２５ １１４ 方形 平坦 人為 石器 中世

３７ Ｂ１１ｉ２ Ｎ－３°－Ｗ １�５８×１�０８ ６５ 楕円形 緩斜 ３�７０×２�０４ ９３ 隅丸長方形 平坦 人為 中世

３８ Ｃ１０ｈ９ Ｎ－４４°－Ｗ １�１２×１�０２ ７７ 円形 緩斜 １�６５×１�５０ １０３ 隅丸長方形 平坦 人為 中世

３９ Ｂ１０ｅ６ Ｎ－９０°－Ｅ １�２９×１�１２ ７２ 楕円形 緩斜 １�８７×１�７７ ８７ 方形 平坦 人為 中世

４０ Ｃ１０ａ９ Ｎ－６２°－Ｗ １�５４×０�８９ ４８ 楕円形 緩斜 ２�０５×０�９９ ４４ 長方形 平坦 人為 中世

４１ Ｃ１０ｂ９ Ｎ－４°－Ｅ ０�７８×０�７７ ５０ 方形 緩斜 １�６７×１�６３ ７２ 方形 平坦 人為 中世

４２ Ｃ１１ｃ１ Ｎ－２６°－Ｅ １�２６×０�５６ ８０ 楕円形 緩斜 ２�６４×１�７５ １００ 隅丸長方形 平坦 人為 磁器片 中世

４３ Ｃ１１ｄ１ Ｎ－２５°－Ｅ － － － － ２�１３×１�９９ ８２ 方形 平坦 人為 中世

４４ Ｂ１０ｈ１ Ｎ－９°－Ｗ １�１８×０�９６ ８２ 長方形 緩斜 ２�９５ １０８ 方形 平坦 人為 陶器片 中世

４５ Ｃ１１ｄ０ Ｎ－４°－Ｅ １�１１×０�８７ １３９ 不整長方形 緩斜 ３�３８×１�９８ ２２０～２６２ 隅丸長方形 平坦 自然・
人為 陶器片 中世

４６ Ｃ９ｅ０ Ｎ－７５°－Ｗ １�１０×０�７５ ２７ 楕円形 Ｕ字 ２�０５×１�３０ ２８ 隅丸長方形 平坦 人為 中世
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表１５ 中世溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１１３
Ｃ９ｄ９～
Ｃ１０ｆ３

Ｎ－１７°－Ｗ
Ｎ－３°－Ｅ
Ｎ－７６°－Ｅ

コの字状 ３４�６１ １００ ２０ ９～２３ 逆台形 自然 外傾
土師器片，須恵器片，陶
器片

中世

１２１
Ｂ１０ｄ７～
Ｃ１０ｅ９

Ｎ－７°－Ｅ Ｌ字状 （５０�４３）６０～１６４ ４２～１４４ １２～２６ Ｕ字状 自然 緩斜
土師器片，須恵器片，鉄製品，
灰釉陶器片，陶器片，磁器片

中世

表１６ 中世井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（時期・性格）長径×短径 深さ

４４ Ｃ９ｇ０ Ｎ－０° 円形 ３�６５ １�９５ 漏斗状・垂直 不明 人為 土師質土器片，古銭 中世

４６ Ｃ１１ｊ４ Ｎ－２５°－Ｅ 円形 １�２３×１�１６ １�８０ 垂直 不明 人為 中世

５０ Ｃ１０ａ６ Ｎ－３０°－Ｗ 円形 １�２８×１�１７ １�６５ 垂直 不明 人為 中世

５１ Ｃ１０ｈ８ Ｎ－６８°－Ｗ 円形 ２�０８×１�９８ １�７０ 漏斗状・垂直 不明 人為 陶器片 中世

５２ Ｄ１０ｃ７ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ２�１３×１�７８ ２�０５ 漏斗状・垂直 不明 人為 土師質土器片，陶器片，磁
器片，鉄製品 中世

５４ Ｃ１０ｆ０ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ３�０７×２�３０ １�９０ 漏斗状・垂直 不明 人為 陶器片 中世

５５ Ｃ１１ｈ４ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 １�６５×１�６０ ２�０１ 垂直 不明 人為 陶器片 中世

表１７ 中世柵跡一覧表

番号 位置 主軸方向 長さ（ｍ） 柱間（ｍ）
柱 穴 備考

（時期）柱穴本数 平面形 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

１２ Ｃ１３ｅ５ Ｎ－６°－Ｗ ６�０４ １�８ ４ 円形・楕円形 ５６～７０ ４８～５８ １０～３５ 中世

１６ Ｄ１１ｅ５ Ｎ－７０°－Ｅ ３�９８ １�５～１�８ ３ 円形 ４０～４６ ３８～４４ ８～２６ 中世

表１８ 中世火葬土坑一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規 模（ｍ）

覆土
人骨

（有・無）
備考

（時期）
燃焼部（ｍ） 通気溝（ｍ）

長軸×短軸 深さ（�） 平面形 底面 長さ 上幅 下幅 深さ（�）底面
２０４４ Ｃ９ｈ０ Ｎ－１０°－Ｅ 隅丸長方形 １�６５×０�７８ １０～１４ 楕円形 凸凹 － － － － － 人為 無 中世

２０６６ Ｄ１３ｂ３ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 ０�６２×０�４０ － 楕円形 平坦 － － － － － 人為 無 中世

２１１２ Ｃ１１ｉ６ Ｎ－７２°－Ｅ 不整楕円形 １�１７×０�８２ １８～２２ 楕円形 平坦 ０�９００�２２０�２０ ３６ Ｕ字状 人為 有 中世

２４９７ Ｃ１１ｄ５ Ｎ－９０°－Ｅ 不整形 ０�７５×０�５２ ３０～３８ 隅丸長方形 凸凹 ０�６５０�７２０�４３ ２０ 不明 人為 有 中世

２５８０ Ｃ１１ｉ０ Ｎ－６５°－Ｅ 不整形 ０�８０×０�７６ １４～３０ 円形 凸凹 １�１５１�０３０�５８ ２３ Ｕ字状 人為 有 中世

２９０３ Ｄ１１ａ４ Ｎ－７°－Ｗ Ｔ字状 １�０６×０�４８ ３０ 隅丸長方形 平坦 １�１７０�３８０�１５ ４８ Ｕ字状 人為 有 中世

２９７１ Ｃ１０ｇ２ Ｎ－８４°－Ｗ 双円形 ０�８５×０�８３ ３０～３８ 楕円形 凸凹 ０�８５０�８５０�５７ ２７ 不明 人為 有 中世

表１９ 中世墓壙一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土
人骨

（有・無）
主な出土遺物

備考
（時期）長径×短径（ｍ）深さ（�）

２０３７ Ｃ１０ｇ１ Ｎ－５°－Ｅ 隅丸長方形 １�１９×１�０３ ２７ 外傾 平坦 人為 無 馬骨 中世

２２６６ Ｃ１４ｆ３ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�９８×０�７８ １６ 外傾・
緩斜 平坦 人為 無 古銭 中世

２５６６ Ｃ１０ｃ７ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 １�００×０�６８ ２７ 緩斜 平坦 人為 有 中世

２９６５ Ｃ９ｊ０ Ｎ－８９°－Ｗ 隅丸長方形 １�００×０�６９ ２３ 外傾 平坦 人為 有 中世
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６ その他の時代の遺構と遺物

今回の調査で，時期や性格が明確でない溝跡１０条，道路跡２条，井戸跡４基，柵跡８条，墓壙２基，土坑

６５３基，ピット群１６か所，不明遺構５基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 溝跡

第１１５号溝跡（第７６７図）

位置 調査区東部から南東部のＣ１３ｆ２～Ｄ１３ｂ２区，標高１９～２１ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０９４号住居跡，第３９２・４１１・４１８・４２０号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－６°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された長さは２１�３４ｍで，上幅３０～７０�，下幅１０～４８�，

深さ１０～１８�である。断面は逆台形で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。焼土粒子や炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏３，甕類２５），須恵器片１７点（坏６，甕類１１），粘土塊１点，鉄滓１点が出土

している。いずれも細片で埋め戻す段階で混入したものと考えられる。

所見 ９世紀後葉に比定される第２０９４号住居跡を掘り込んでいることからそれ以降に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。第１１８号溝跡と規模や形状が近似しており，同じ時

期に機能していたと想定される。

第１１６号溝跡（第７６８図）

位置 調査西部のＢ９ｈ５～Ｃ９ａ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０１９・２０２２号住居跡，第３３４号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－４°－Ｗの方向に直線的に延び，調査された長さは８�６４ｍで，上幅３１～６０�，下幅２０～３８�，

深さ３４～３８�である。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。炭化粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４６点（坏４，甕類４２），須恵器片４点（甕類）が出土している。いずれも細片で埋め

戻す段階で混入したものと考えられる。

所見 ６世紀後葉に比定される第２０２２号住居跡を掘り込んでいることからそれ以降に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

３ 極 暗 褐 色 焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

第７６７図 第１１５号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第７６８図 第１１６号溝跡実測図
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第１１７号溝跡（第７６９図）

位置 調査区東部のＢ１４ｉ４～Ｂ１４ｊ４区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１０６・２１１５号住居，第４１５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－１０°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された長さは４�９９ｍで，上幅１１６～１５０�，下幅９４～１１０

�，深さ１０～２７�である。断面はＵ字状を呈しており，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ８層に分けられる。周囲からの土砂の流入を示す堆積状況から，自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏１，甕類１０），須恵器片１１点（坏５，蓋１，甕類５）が出土している。いず

れも細片で，周囲からの流れ込みと考えられる。

所見 ９世紀前葉に比定される第２１０６号住居に掘り込まれていることからそれ以前に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

第１１８号溝跡（第７７０図）

位置 調査区東部のＢ１３ｇ２～Ｃ１３ｄ２区，標高２１�５～２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１６・２１１７・２１１８号住居跡，第２３２５・２３２６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－１°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された長さは２８�７５ｍで，上幅３３～６５�，下幅１８～４１�，

深さ７～１０�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 １０層に分けられる。第１～３層は周囲からの土砂の流入を示す堆積状況から自然堆積であるが，その他

は，焼土やロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏３，甕類１１），須恵器片２点（坏，甕類）が出土している。いずれも細片で

あり，埋め戻す段階で混入したものと考えられる。

所見 ９世紀後葉に比定される第２１１７号住居跡を掘り込んでいることからそれ以降に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。第１１５号溝跡と規模や形状が近似しており，同じ時

期にともに機能していたと想定される。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子多量

第７６９図 第１１７号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

６ 暗 褐 色 ロームフロック少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

第７７０図 第１１８号溝跡実測図
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第１１９号溝跡（第７７１図）

位置 調査区南部のＤ１１ｄ１～Ｄ１２ａ１区，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０７４・２１５３Ａ・２１８５号住居跡，第３５８号掘立柱建物跡を掘り込み，第３３６・３５１号掘立柱建物，第

４８号井戸，第２１０１・２１２６～２１３０・２１５３～２１５６・２１４０・２１５８・２４１１・２４１２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－７２°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された長さは４０�８２ｍで，上幅２８０～３７０�，下幅１００～

１５８�，深さ１９～６４�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２７層に分けられる。第１１～２３層は焼土や粘土，炭化粒子を各層に多く含む堆積状況を示した人為堆積で

あるが，その他はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９４点（坏１９，坩１，高坏１，甕類１７３），須恵器片８４点（坏２１，高台付坏４，盤３，

鉢１，短頸壺１，甕類５４），石器２点（砥石），鉄滓３点，陶器片２点，磁器片１点が出土している。いずれも

細片で，埋め戻す段階で混入したものと考えられる。

所見 ８世紀代に比定される第２１８５号住居跡を掘り込んでいることからそれ以降に機能していたと考えられる

が，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

第１２４号溝跡（第７７２図）

位置 調査区西部のＣ１０ｉ０～Ｃ１０ｊ０区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１８１号住居，第２５８０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－１６°－Ｗの方向に直線的に延び，調査された長さは７�６７ｍで，上幅４２～７８�，下幅３１～４８�，

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
８ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
１４ 灰 褐 色 粘土ブロック中量

１５ 暗 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 粘土ブロック微量
１７ 灰 褐 色 粘土粒子少量
１８ 灰 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
１９ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２０ 灰 褐 色 粘土粒子中量
２１ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
２２ 暗 褐 色 粘土粒子少量
２３ 灰 褐 色 粘土ブロック中量，焼土粒子微量
２４ 灰 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子・細礫少量
２５ 灰 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子少量
２６ にぶい褐色 ロームブロック中量，粘土粒子少量
２７ 明 褐 灰 色 粘土ブロック多量，ロームブロック微量

第７７１図 第１１９号溝跡実測図
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深さ１２�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏２，坩１，甕類７），須恵器片４点（坏２，甕類２）が出土している。いず

れも細片で，周囲からの流れ込みと考えられる。

所見 ９世紀前葉に比定される第２１８１号住居に掘り込まれていることからそれ以前に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

第１２５号溝跡（第７７３図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｈ６～Ｂ１１ｇ９区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２９６６号土坑を掘り込み，第２１７６・２２１８号住居，第３３５号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－７０°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された長さは１５�２２ｍで，上幅１０４～２５４�，下幅６２～１３２

�，深さ４～２１�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分かれる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏２，甕類９），須恵器片５点（坏１，高台付坏１，甕類３）が出土している。

いずれも細片で，埋め戻す段階で混入したものと考えられる。

所見 ７世紀前葉に比定される第２２１８号住居に掘り込まれていることからそれ以前に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

第１２６号溝跡（第７７４図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｈ３～Ｂ１１ｉ３区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２２２１・２２２３号住居跡を掘り込み，第３７号地下式壙に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－１°－Ｗの方向に直線的に延び，調査された長さは６�２８ｍで，中幅１５～１８�，下幅８～１１�，

深さは第２２２１号住居跡の床面から８～１２�である。断面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 単一層で，自然堆積である。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第７７２図 第１２４号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量

４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第７７３図 第１２５号溝跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１３点（坏３，甕類１０），須恵器片６点（坏３，甕類３）が出土している。いずれも細

片で，周囲からの流れ込みと考えられる。

所見 ７世紀中葉から７世紀後葉に比定される第２２２３号住居跡を掘り込んでいることからそれ以降に機能して

いたと考えられるが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

第１２８号溝跡（第７７５図）

位置 調査区北部のＢ１１ｃ１～Ｂ１１ｆ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２９号溝跡を掘り込み，第２２６４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－２３°－Ｗの方向を中心にＬ字状に延び，調査された長さは１４�８７ｍで，上幅３５～１６０�，下幅

１７～８４�，深さ２５～２８�である。断面はＵ字状を呈しており，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４７点（坏９，甕類３８），須恵器片３２点（坏１３，蓋１，甕類１８），陶器片１点，磁器片１

点が出土している。いずれも細片で，周囲からの流れ込みと考えられる。

所見 ７世紀後葉に比定される第２２６４号住居に掘り込まれていることからそれ以前に機能していたと考えられ

るが，出土土器がいずれも細片のため時期は不明である。

第１２９号溝跡（第７７６図）

位置 調査区北部から中央部のＢ１１ｄ３～Ｂ１１ｆ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－２°－Ｅに直線的に延び，調査された長さは８�７４ｍで，上幅２８～６２�，下幅８～２８�，深さ

３５～３７�である。断面はＵ字状を呈すると推定される。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分かれる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６点（坏１，甕類５），須恵器片２点（壺，甕）が出土している。いずれも細片で，

周囲からの流れ込みと考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第７７４図 第１２６号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第７７５図 第１２８号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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所見 第１２８号溝に掘り込まれているため，それ以前に機能していたと考えられるが，出土土器がいずれも細

片のため時期は不明である。

� 道路跡

第１２号道路跡（第７７７図）

位置 調査区西部のＢ１０ｆ０～Ｂ１０ｊ０区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１２１号溝跡の上面に構築されている。

規模と形状 Ｎ－２°－Ｅの方向に直線的に延びており，確認された硬化面の長さは１３�８２ｍで，幅２０～１１２�

である。

遺物出土状況 土師器片４点（坏１，甕類３），須恵器片３点（坏１，甕類２）が出土しているが，周囲から

の流れ込みと考えられる。

所見 第１２１号溝跡の上面に構築されていることから中世以降のものと考えられるが，本跡に伴う遺物がなく

明確な時期は不明である。

第１３号道路跡（第７７８図）

位置 調査区北東部のＢ１４ｃ０～Ｂ１５ｃ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２３５６号土坑に掘り込まれている。

第７７６図 第１２９号溝跡実測図

第７７７図 第１２号道路跡実測図

第７７８図 第１３号道路跡実測図
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規模と形状 Ｎ－３５°－Ｗの方向に延びているが，両端が調査区域外へ延びているため，確認された長さは約

３ｍであり，掘り込みの深さは１８�である。

覆土 ５層に分かれる。焼土や炭化粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。いずれの層も締

まりの強い層である。

遺物出土状況 遺物は出土していない。

所見 遺物が出土していないため時期は不明である。

� 井戸跡

第４７号井戸跡（第７７９図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｊ２区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�０１ｍ，短径０�９２ｍの円形である。確認面から円筒状に掘り下げ，深さ１�６５ｍほど掘り下げ

た時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ４層に分けられ，全体的に軟弱な土質である。自然崩落後（第４層），焼土や炭化物を含む土が埋めら

れたと考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

４ 灰 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土ブロ

ック微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量
４ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量

第７７９図 第４７号井戸跡・出土遺物実測図

―８６４―



遺物出土状況 土師器片２４点（高坏１，甕類２３），須恵器片５点（坏２，蓋１，甕類２），石器１点（砥石），

鉄滓１点が出土している。Ｑ９６は南西部の覆土下層から，Ｍ２０４は同位置でＱ９６より３０�深い位置から出土し

ている。

所見 時期は，判断する出土土器がないため不明である。

第４８号井戸跡（第７８０図）

位置 調査区東部のＣ１４ｆ７区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�７２ｍ，短径１�６６ｍの円形である。確認面から２０�掘りくぼめた後に円筒状に掘り下げ，深

さ１�８０ｍほど掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。掘りくぼめた部分はロ

ームブロックを含む土で埋められていることから，掘り下げる際の足場になっていた可能性がある。

覆土 １５層に分けられ，第６～８層は軟弱な土質である。不自然な堆積状況から人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第７８０図 第４８号井戸跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２０４ 鉄滓 ８�２ １２�５ ６�９ ７２１�５ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 覆土下層

第４７号井戸跡出土遺物観察表（第７７９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９６ 砥石 ９�３ ４�６ ４�４ ２７４�６ 砂岩 砥面１面 他は破断面 覆土下層

―８６５―



遺物出土状況 土師器片６１点（坏９，甕類５１，甑１），須恵器片４２点（坏２０，瓶類２，甕類２０），陶器片１点（甕

類），鉄滓１点が出土している。いずれも細片で埋め戻す段階で混入したものと考えられる。

所見 時期は，判断する出土土器がないため不明である。

第４９号井戸跡（第７８１図）

位置 調査区南部のＤ１１ｃ４区，標高１９ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１１９号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�６５ｍ，短径１�０７ｍの楕円形である。確認面から円筒状に深さ１�６５ｍ掘り下げ，底面はほぼ

平坦である。

覆土 ７層に分けられる。ロームを含む褐色土で埋められた人為堆積である。

所見 時期は，判断する出土土器がないため不明である。

第５３号井戸跡（第７８２図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｃ９区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�１５ｍ，短径１�００ｍの楕円形である。確認面から円筒状に掘り下げている。深さ１�９０ｍ，底

面は皿状を呈している。

覆土 ５層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。

所見 時期は，判断する出土土器がないため不明である。

７ 暗 褐 色 ロームブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量
１１ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量

１２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
１３ 極 暗 褐 色 粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，ロームブロック少量
１５ 灰 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 褐 色 粘土粒子・ローム粒子微量

５ 褐 色 粘土粒子少量
６ 褐 色 粘土粒子少量，ローム粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量

第７８１図 第４９号井戸跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化物・粘土ブロック・焼土粒

子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

―８６６―



	 柵跡

第６号柵跡（第７８３図）

位置 調査区南西部のＤ９ｂ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２６０８号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 南北方向に柱穴５か所が並び，主軸方向Ｎ－２°－Ｗである。柱間寸法は１�８～２�７ｍ（６～９尺）

と一定していない。各柱穴はほぼ垂直に掘り込まれ，深さは１２～５８�である。

遺物出土状況 混入した縄文土器片１点（深鉢）が出土している。

所見 近接して柱穴が見られることから，柱の建て替えが想定される。各柱穴の規模や形状，覆土が類似して

おり，柵と想定される。時期は，出土遺物がないため不明である。

第７８２図 第５３号井戸跡実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第７８３図 第６号柵跡実測図

―８６７―



第７号柵跡（第７８４図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｄ２区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３５号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南北方向に柱穴３か所が並び，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。柱間寸法は０�９～１�２ｍ（３～４

尺）と一定していない。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは８～２２�である。

所見 柱穴の規模や形状，覆土の状況が類似しており，柵と考えられる。北西に隣接する第８号柵跡とは，軸

線がほぼ直交している。時期は，出土遺物がないため不明であるが，７世紀前葉以前に比定される第２０３５号住

居跡を掘り込んでいることや第８号柵跡との関連から，８世紀前葉以降ではあるが，明確な時期は不明である。

第８号柵跡（第７８４図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｄ１区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０３６号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 東西方向に柱穴４か所が並び，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。柱間寸法は０�６～１�５ｍ（２～５

尺）と一定していない。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは３～１８�である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量

３ 褐 色 ロームブロック少量

第７８４図 第７～９号柵跡実測図

―８６８―



所見 柱穴の規模や形状，覆土の状況が類似しており，柵と考えられる。南東に隣接する第７号柵跡とは，軸

線がほぼ直交している。時期は，出土遺物がないため不明であるが，８世紀前葉に比定される第２０３６号住居跡

を掘り込んでいることから，それ以降と考えられる。

第９号柵跡（第７８４図）

位置 調査区南東部のＤ９ｄ０区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北方向に柱穴３か所が並び，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。柱間寸法は０�９ｍ（３尺）を基調

とし，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは１０～４８�である。

遺物出土状況 土師器片６点（坏２，甕４），須恵器片１点（甕）がＰ１・Ｐ２から出土している。いずれも

細片で図示できるものはない。

所見 柱穴の規模や形状，覆土の状況が類似しており，柵と考えられるが，時期は不明である。

第１０号柵跡（第７８５図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｉ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北方向に柱穴３か所が並び，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を基調

とし，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは１２～１６�である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック少量

第７８５号 第１０・１１号柵跡実測図

―８６９―



所見 柱穴の規模や形状，覆土が類似しており，柵と考えられる。東に隣接する第１１号柵跡とほぼ平行してお

り，同時期に機能していたと想定される。時期は，出土遺物がないため不明である。

第１１号柵跡（第７８５図）

位置 調査区中央部のＢ１１ｉ５区，標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北方向に柱穴３か所が並び，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）を基調

とし，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは１５～２０�である。

所見 柱穴の規模や形状，覆土が類似しており，柵と考えられる。西に隣接する第１０号柵跡とほぼ平行してお

り，同時期に機能していたと想定される。時期は，出土遺物がないため不明である。

第１４号柵跡（第７８６図）

位置 調査区南西部のＤ１０ｃ１区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２０４１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 北東方向に柱穴３か所が並び，主軸方向はＮ－７３°－Ｅである。柱間寸法は２�１ｍ（７尺）を基調

とし，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは３４～４４�である。Ｐ２・Ｐ３の土層断面から

は柱抜き取り痕が確認されている。また，Ｐ２の底面からは柱のあたりが確認されている。

遺物出土状況 土師器片２６点（坏５，甕２０，甑１），須恵器片３点（坏２，甕１）が各柱穴から出土している。

いずれも細片で図示できるものはない。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第７８６図 第１４号柵跡実測図

―８７０―



所見 柱穴の規模や形状，覆土が類似しており，柵と考えられる。時期は不明であるが，７世紀前葉以降に比

定される第２０４１号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降と考えられる。

第１５号柵跡（第７８７図）

位置 調査区中央部のＣ１１ｅ７区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１５４号住居跡を掘り込んでいる。また，第２１８４号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状 東西方向に柱穴４か所が並び，主軸方向はＮ－８６°－Ｗである。柱間寸法は１�８～２�１ｍ（６～７

尺）である。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは１２～２８�である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕）がＰ４の覆土から出土している。

所見 柱穴の規模や形状，覆土が類似しており，柵と考えられる。時期は出土遺物が少ないため不明である。


 土坑

第２２４２号土坑（第７８８図）

位置 調査区東部のＣ１４ｈ５区，標高１９ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長径０�７１ｍ，短径０�７０ｍの円形で，長径方向はＮ－１°－Ｗである。深さ３５�で，底面は平坦で

あり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。含有物や不自然な堆積状況から人為堆積である。第１・２層に熱を受けた痕跡があ

る。

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第７８７図 第１５号柵跡実測図

土層解説
１ 灰 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子少量
２ 褐 灰 色 ローム粒子・焼土粒子少量

３ 暗 褐 色 炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

第７８８図 第２２４２号土坑実測図

―８７１―



所見 時期は，出土遺物がないため不明である。中央部の窪みで有機物を焼成したと想定できるが，用途につ

いては不明である。

� 墓壙

第２０９６号土坑（第７８９図）

位置 調査区中央部のＣ１２ｄ１区，標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径１�０１ｍ，短径０�７８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１８°－Ｗである。深さは２０�で，底面は平

坦であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状に堆積し，各層にロームブロックが含まれていることから人為堆積であ

る。第３層は粘性が強く，締まりは弱い。

遺物出土状況 土師器片４点（甕類），須恵器片１点（瓶類）が出土している。わずかではあるが，覆土第２

層と底面から骨粉や人骨の細片及び臼歯３本が出土している。

所見 時期は特定できないが，埋め戻した痕跡や歯・骨粉の出土から墓壙と考えられる。

第２１４７号土坑（第７９０図）

位置 調査区南部のＤ１１ｂ４区，標高２０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第３５５号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�７７ｍ，短径０�６８ｍの楕円形で，長軸方向はＮ－９０°－Ｅである。深さ２５�で，底面は東へ

緩やかに傾斜しており，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を呈していることから，人為堆積である。第３層は締まりが

弱い。

遺物出土状況 土師器片１点（甕類），須恵器片２点（坏）が出土している。わずかではあるが，覆土第３層

から骨粉と人骨の細片が出土している。

所見 時期は特定できないが，埋め戻した痕跡や骨片，骨粉の出土から墓壙と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，骨粉少量，焼土粒子微量

３ 黒 色 ロームブロック少量

第７８９図 第２０９６号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，骨粉微量

―８７２―



� その他の土坑（第７９１～８１８図）

性格不明の土坑については，以下，実測図にて紹介する。

第７９０図 第２１４７号土坑実測図

第７９１図 その他の土坑実測図�

―８７３―



第７９２図 その他の土坑実測図�

―８７４―



第７９３図 その他の土坑実測図�

―８７５―



第７９４図 その他の土坑実測図�

―８７６―



第７９５図 その他の土坑実測図�

―８７７―



第７９６図 その他の土坑実測図�

―８７８―



第７９７図 その他の土坑実測図�

―８７９―



第７９８図 その他の土坑実測図�

―８８０―



第７９９図 その他の土坑実測図�

―８８１―



第８００図 その他の土坑実測図	

―８８２―



第８０１図 その他の土坑実測図


―８８３―



第８０２図 その他の土坑実測図�

―８８４―



第８０３図 その他の土坑実測図�

―８８５―



第８０４図 その他の土坑実測図

―８８６―



第８０５図 その他の土坑実測図�

―８８７―



第８０６図 その他の土坑実測図�

―８８８―



第８０７図 その他の土坑実測図�

―８８９―



第８０８図 その他の土坑実測図�

―８９０―



第８０９図 その他の土坑実測図�

―８９１―



第８１０図 その他の土坑実測図�

―８９２―



第８１１図 その他の土坑実測図�

―８９３―



第８１２図 その他の土坑実測図�

―８９４―



第８１３図 その他の土坑実測図�

―８９５―



第８１４図 その他の土坑実測図�

―８９６―



第８１５図 その他の土坑実測図�

―８９７―



第８１６図 その他の土坑実測図�

―８９８―



第８１７図 その他の土坑実測図�

―８９９―



� ピット群

今回の調査で１６か所のピット群が検出され，本調査区全体に分布している。これらのピットから出土し

た土器はいずれも細片であり，遺物から時期を判断することはできなかった。一部のピットには土層断面

に柱痕跡が認められ，何らかの建物の可能性も考えられるが，検出されたピットから建物の配列や構造を

特定することはできなかった。以下，実測図と一覧表を記載する。

第１１号ピット群（第８１９図）

調査区南西部のＥ９ｇ５～Ｅ９ｈ７区から１５か所のピットが検出された。標高１９ｍほどの南への緩斜面に位

置し，平面形は長軸２０～３５�の方形・長方形と，長径２５～３８�の円形・楕円形で，深さは８～４７�である。第

２・１０・１１・１５号ピットから土師器片４点（坏３，甕１），須恵器片１点（甕），鉄製品１点（釘）が出土して

いるがいずれも混入であり，時期を特定できるものではない。

第８１８図 その他の土坑実測図�

第８１９図 第１１号ピット群実測図

―９００―



第１２号ピット群（第８２０図）

調査区南西部のＤ９ｈ５～Ｅ９ａ７区から２７か所のピットが検出された。標高２０�５ｍほどの南への緩斜面に

位置し，平面形は長径２０～４４�の円形または楕円形で，深さは７～５４�である。第３・１１・１３・１４・１８号ピット

から土師器片１５点（坏２，甕類１３）が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定できるものではない。

第１３号ピット群（第８２１図）

調査区中央部のＣ１１ｆ７～Ｃ１３ａ２区から１２２か所のピットが検出された。標高２０ｍほどの平坦な台地上に位

置し，平面形は長軸１９～５６�の方形・長方形・不定形と，長径１５～５２�の円形・楕円形で，深さは１０～７８�で

ある。第１２号ピットに柱痕跡が認められる。第８・１１～１３号ピットから土師器片７点（坏３，甕類４），須恵

器片１点（甕）が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定できるものではない。

第１４号ピット群（第８２２図）

調査区東部のＣ１４ａ１～Ｃ１４ｄ７区から４４か所のピットが検出された。標高２０～２１ｍほどの南東への緩斜面

に位置し，平面形は長軸２０～２４�の方形と，長径１５～４１�の円形・楕円形で，深さは１３～４４�である。時期は，

遺物が出土していないため不明である。

第１５号ピット群（第８２３図）

調査区東部のＣ１３ｉ３～Ｃ１３ａ５区から９か所のピットが検出された。標高１９�５～２０ｍほどの南への緩斜面

に位置し，平面形は径２０～３０�の円形または楕円形である。時期は，遺物が出土していないため不明である。

表２１ 第１１号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｅ９ｇ５ 長方形 ３５ × ２８ ３３ ９ Ｅ９ｇ６ 方形 ３０ × ２９ ２２

２ Ｅ９ｇ５ 方形 ２８ × ２７ １６ １０ Ｅ９ｇ６ 長方形 ２９ × １８ ２０

３ Ｅ９ｇ５ 長方形 ３０ × ２３ ８ １１ Ｅ９ｈ６ 円形 ２９ ２８

４ Ｅ９ｇ５ 長方形 ３３ × ２９ ３０ １２ Ｅ９ｈ６ 楕円形 ３８ × ３５ ３０

５ Ｅ９ｇ５ 長方形 ２６ × ２０ ２７ １３ Ｅ９ｈ６ 方形 ２０ × １８ ３０

６ Ｅ９ｇ６ 楕円形 ２９ × ２３ ２５ １４ Ｅ９ｈ６ 隅丸長方形 ３５ × ２０ ４７

７ Ｅ９ｇ６ 楕円形 ２９ × ２５ ４０ １５ Ｅ９ｇ７ 円形 ２５ × ２４ １６

８ Ｅ９ｇ６ 方形 ３０ × ２９ ２８

表２２ 第１２号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｄ９ｈ６ 円形 ２４ ３３ １２ Ｄ９ｉ６ 円形 ３４ × ３２ １４

２ Ｄ９ｈ５ 円形 ２２ ２７ １３ Ｄ９ｉ６ 円形 ２２ × ２０ ７

３ Ｄ９ｈ６ 円形 ２９ × ２８ ２２ １４ Ｄ９ｉ６ 楕円形 ３６ × ３２ １２

４ Ｄ９ｉ７ 円形 ３０ １４ １５ Ｄ９ｉ７ 楕円形 ４４ × ３８ ５２

５ Ｄ９ｉ６ 円形 ３４ ５３ １６ Ｄ９ｊ５ 円形 ２６ １４

６ Ｄ９ｉ５ 円形 ２７ × ２５ １２ １７ Ｄ９ｊ６ 円形 ２２ × ２０ １０

７ Ｄ９ｉ６ 円形 ２０ × １８ ３５ １８ Ｄ９ｊ６ 円形 ３０ × ２８ １１

８ Ｄ９ｉ５ 円形 ２２ × ２０ ４０ １９ Ｄ９ｊ６ 円形 ３２ × ３０ ２０

９ Ｄ９ｉ５ ［楕円形］ ２５ × １８ ３９ ２０ Ｄ９ｊ７ 円形 ３６ ２８

１０ Ｄ９ｉ６ 円形 ３０ × ２８ ２２ ２１ Ｄ９ｊ６ 楕円形 ３２ × ２６ ３２

１１ Ｄ９ｉ６ ［円形］ ３８ ５４ ２２ Ｅ９ａ５ 楕円形 ２６ × ２３ ２１

―９０１―



第８２０図 第１２号ピット群実測図

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

２３ Ｅ９ａ６ 楕円形 ４２ × ３２ ２０ ２６ Ｅ９ａ５ 楕円形 ３０ × ２４ ２１

２４ Ｄ９ｊ６ 円形 ２６ × ２４ ２２ ２７ Ｅ９ａ６ 円形 ２４ ２０

２５ Ｄ９ｊ７ 円形 ２２ × ２０ １０

―９０２―



第８２１図 第１３号ピット群実測図

―９０３・９０４―



表２２ 第１３号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｃ１１ｆ７ 方形 ２４ ３９ ５８ Ｃ１２ｉ１ 楕円形 ２５ × ２２ －

２ Ｃ１１ｆ７ 楕円形 ２３ × １９ ２１ ５９ Ｃ１２ｉ１ 円形 ２４ × ２３ －

３ Ｃ１１ｂ７ 楕円形 ４８ × ３９ ５４ ６０ Ｃ１２ｉ１ 円形 ２９ × ２７ －

４ Ｃ１１ｂ７ 円形 １８ ３４ ６１ Ｃ１２ｈ１ 不定形 ４８ × ２２ －

５ Ｃ１１ｂ９ 円形 ２４ １８ ６２ Ｃ１２ｈ１ 円形 １９ × １８ －

６ Ｃ１１ｂ９ 円形 ４０ ２８ ６３ Ｃ１２ｉ１ 楕円形 １６ × １０ －

７ Ｃ１１ｇ７ 楕円形 ４０ × ３３ ４５ ６４ Ｃ１２ｉ１ 円形 ２２ －

８ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 ２９ × ２６ － ６５ Ｃ１２ｉ１ 円形 ３０ × ２８ －

９ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 ２８ × ２５ ３８ ６６ Ｃ１２ｉ１ 楕円形 ５２ × ２３ －

１０ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 ３９ × ３１ ２０ ６７ Ｃ１２ｈ２ 円形 ３１ × ３０ －

１１ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 ２０ × １６ ５１ ６８ Ｃ１２ｉ２ 円形 ２０ －

１２ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 １７ × １４ １０ ６９ Ｃ１２ｉ２ 円形 １４ －

１３ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 ３０ × ２４ ７０ ７０ Ｃ１２ｈ２ 楕円形 ２４ × ２１ －

１４ Ｃ１１ｇ８ 楕円形 ２８ × ２３ － ７１ Ｃ１２ｈ２ 隅丸方形 ４６ × ４５ －

１５ Ｃ１１ｇ８ 円形 ２２ × ２０ － ７２ Ｃ１２ｈ２ 不定形 ２０ －

１６ Ｃ１１ｈ７ 円形 ２７ ２５ ７３ Ｃ１２ｈ２ 円形 ２８ × ２７ －

１７ Ｃ１１ｈ７ 楕円形 ２６ × １９ ５６ ７４ Ｃ１２ｉ２ 円形 ２７ －

１８ Ｃ１１ｈ７ 円形 １７ × １５ ２８ ７５ Ｃ１２ｉ２ 方形 ２３ －

１９ Ｃ１１ｉ７ 円形 ４０ １５ ７６ Ｃ１２ｉ２ 円形 １９ × １７ －

２０ Ｃ１１ｉ７ 円形 １９ × １８ － ７７ Ｃ１１ｉ０ 楕円形 ４７ × ３７ －

２１ Ｃ１１ｉ７ 円形 １８ × １６ － ７８ Ｃ１１ｊ０ 不定形 ２０ × １９ －

２２ Ｃ１１ｉ７ 楕円形 ２６ × ２０ － ７９ Ｃ１１ｊ０ 円形 ３２ × ３０ －

２３ Ｃ１１ｉ８ 円形 ２２ － ８０ Ｃ１１ｊ０ 隅丸方形 ２４ × ２２ －

２４ Ｃ１１ｉ８ 円形 ２２ － ８１ Ｃ１１ｊ０ 円形 １８ × １７ －

２５ Ｃ１１ｉ８ 楕円形 ２４ × ２０ － ８２ Ｃ１１ｊ０ 楕円形 ２８ × ２５ －

２６ Ｃ１１ｉ８ 円形 ２４ － ８３ Ｃ１２ｊ１ 円形 ２７ × ２６ －

２７ Ｃ１１ｈ９ 円形 ２８ × ２７ － ８４ Ｃ１１ｊ０ 円形 １６ × １５ －

２８ Ｃ１１ｈ９ 円形 ２８ － ８５ Ｃ１１ｊ０ 円形 ２２ －

２９ Ｃ１１ｈ９ 楕円形 ３２ × ２４ － ８６ Ｃ１２ｊ１ 円形 ２３ × ２２ －

３０ Ｃ１１ｈ９ 円形 ３２ × ３０ － ８７ Ｃ１２ｊ１ 円形 ２５ × ２４ －

３１ Ｃ１１ｈ９ 円形 １８ － ８８ Ｃ１２ｊ１ 円形 ２８ × ２６ －

３２ Ｃ１１ｈ９ 円形 ３７ × ３５ － ８９ Ｃ１２ｉ１ 円形 １６ × １５ －

３３ Ｃ１１ｉ９ 円形 ３６ × ３３ － ９０ Ｃ１２ｉ１ 円形 ２６ × ２４ －

３４ Ｃ１１ｉ９ 円形 ３３ × ３２ － ９１ Ｃ１２ｉ１ 不定形 １９ × １８ －

３５ Ｃ１１ｉ９ 円形 ２４ － ９２ Ｃ１２ｉ１ 隅丸方形 ２３ × ２２ －

３６ Ｃ１１ｉ０ 円形 ２４ × ２２ － ９３ Ｃ１２ｊ１ 楕円形 ２６ × ２２ －

３７ Ｃ１１ｉ０ 楕円形 ３８ × ３０ － ９４ Ｃ１２ｊ１ 不定形 ２０ × １８ －

３８ Ｃ１１ｈ０ 円形 ４８ ２２ ９５ Ｃ１２ｊ１ 円形 １９ × １８ －

３９ Ｃ１１ｉ０ 楕円形 ３０ × ２６ － ９６ Ｃ１２ｊ１ 不定形 ２５ × ２１ －

４０ Ｃ１１ｉ０ 楕円形 ４４ × ３４ ７８ ９７ Ｃ１２ｊ１ ［楕円形］ ２０ × １８ －

４１ Ｃ１１ｉ０ 円形 １９ － ９８ Ｃ１２ｊ１ 楕円形 ３４ × ２５ －

４２ Ｃ１１ｉ０ 隅丸長方形 ５６ × ４０ － ９９ Ｃ１２ｊ１ 円形 １５ －

４３ Ｃ１１ｉ０ 円形 ３２ × ３０ － １００ Ｃ１２ｊ１ 円形 １９ × １７ －

４４ Ｃ１２ｈ１ 円形 ４０ × ３８ － １０１ Ｃ１２ｊ１ 楕円形 ２０ × １７ －

４５ Ｃ１２ｈ１ 楕円形 ３４ × ３０ － １０２ Ｃ１２ｊ１ 円形 １８ －

４６ Ｃ１２ｈ１ 楕円形 ２５ × ２２ － １０３ Ｃ１２ｊ１ 円形 ２３ × ２２ －

４７ Ｃ１２ｈ１ 円形 ３５ × ３３ － １０４ Ｃ１１ｊ０ 円形 ２３ × ２２ －

４８ Ｃ１２ｈ１ 円形 ４２ × ３８ － １０５ Ｄ１１ａ０ 円形 ２０ × １９ －

４９ Ｃ１２ｈ１ 円形 ２７ × ２５ － １０６ Ｃ１１ｊ０ 円形 ２９ × ２８ －

５０ Ｃ１２ｈ０ 円形 ５１ × ４９ － １０７ Ｃ１１ｊ０ 楕円形 ２３ × ２１ －

５１ Ｃ１１ｉ０ 楕円形 ３６ × ３０ － １０８ Ｃ１１ｊ０ 円形 ２２ －

５２ Ｃ１１ｉ０ 円形 ２４ － １０９ Ｃ１１ｊ０ 円形 ２６ × ２４ －

５３ Ｃ１２ｈ１ 円形 １８ － １１０ Ｃ１２ｊ１ 円形 ２４ × ２３ －

５４ Ｃ１２ｈ１ 円形 ２４ × ２２ － １１１ Ｄ１１ａ０ 円形 ２１ －

５５ Ｃ１２ｈ１ 楕円形 ２１ × １８ － １１２ Ｄ１２ａ１ 円形 ２４ －

５６ Ｃ１２ｈ１ 楕円形 ２８ × ２５ － １１３ Ｄ１２ａ１ 円形 ２１ －

５７ Ｃ１２ｈ１ 楕円形 ３７ × ３３ － １１４ Ｄ１２ａ１ （円形） ２０ ×（１９） －

―９０５―



第１６号ピット群（第８２３図）

調査区中央部のＢ１２ｊ７～Ｂ１２ｊ８区から６か所のピットが検出された。標高２２ｍほどの平坦な台地上に位

置し，平面形は長径２４～３０�の円形・楕円形と，長軸２７�の長方形で，深さは７～１９�である。第５号ピット

から陶器片１点（片口鉢）が出土しているが，時期を特定できるものではない。

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１１５ Ｄ１２ａ１ 不定形 ２２ － １１９ Ｄ１２ａ１ 円形 ２３ × ２２ －

１１６ Ｄ１２ａ１ 円形 ２０ － １２０ Ｄ１２ａ１ 円形 ２３ × ２１ －

１１７ Ｄ１２ａ１ 楕円形 １６ × １４ － １２１ Ｄ１２ａ１ 円形 ３１ × ２８ －

１１８ Ｄ１２ａ１ 円形 １７ － １２２ Ｄ１２ａ１ 円形 ３２ × ３０ －

表２３ 第１４号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｃ１４ａ１ 円形 ２４ ２８ ２４ Ｃ１４ｃ４ 楕円形 ３９ × ３５ －

２ Ｃ１４ａ１ 円形 ３５ × ３２ ４４ ２５ Ｃ１４ｃ４ 円形 １７ －

３ Ｃ１４ｂ１ 円形 ２３ １４ ２６ Ｃ１４ｄ４ 円形 ２３ × ２１ －

４ Ｃ１４ｂ１ 楕円形 ２９ × ２４ － ２７ Ｃ１４ｄ４ 不整楕円形 ２７ × １９ －

５ Ｃ１４ｂ１ 円形 ２４ － ２８ Ｃ１４ｃ４ 楕円形 ２０ × １７ －

６ Ｃ１４ｃ１ 円形 ３０ × ２８ － ２９ Ｃ１４ｃ４ 円形 ２２ －

７ Ｃ１４ｂ２ 楕円形 ３９ × ３２ １８ ３０ Ｃ１４ｃ４ 円形 ２３ × ２１ －

８ Ｃ１４ａ２ 円形 ３０ × ２７ ３４ ３１ Ｃ１４ｃ４ 円形 ２４ × ２２ －

９ Ｃ１４ｂ２ 楕円形 ２２ × １６ １３ ３２ Ｃ１４ｄ４ 楕円形 ２３ × １９ －

１０ Ｃ１４ｃ２ 楕円形 ３５ × ２０ １４ ３３ Ｃ１４ｄ４ 円形 ２３ × ２２ －

１１ Ｃ１４ａ２ 円形 ４１ × ４０ １３ ３４ Ｃ１４ｄ４ 円形 ２０ －

１２ Ｃ１４ａ２ 楕円形 ２６ × ２０ － ３５ Ｃ１４ｃ５ 円形 ２２ －

１３ Ｃ１４ｂ２ 楕円形 ２８ × ２３ － ３６ Ｃ１４ｃ５ 円形 ２２ × ２０ －

１４ Ｃ１４ａ３ 円形 ３４ １３ ３７ Ｃ１４ｄ５ 楕円形 ２２ × １５ －

１５ Ｃ１４ａ３ 円形 １７ × １６ － ３８ Ｃ１４ｄ５ 隅丸方形 ２４ × ２２ －

１６ Ｃ１４ａ３ 円形 １５ － ３９ Ｃ１４ｃ５ 円形 ２３ × ２２ －

１７ Ｃ１４ｂ３ 楕円形 ３０ × ２５ － ４０ Ｃ１４ｃ６ 楕円形 ２０ × １５ －

１８ Ｃ１４ｂ３ 楕円形 ２８ × ２５ － ４１ Ｃ１４ｄ６ 円形 ２２ × ２１ －

１９ Ｃ１４ｂ３ 円形 ２１ × ２０ － ４２ Ｃ１４ｃ６ 円形 ３１ × ３０ －

２０ Ｃ１４ａ３ 円形 ２３ － ４３ Ｃ１４ｃ７ 楕円形 ３５ × ３０ －

２１ Ｃ１４ａ３ 楕円形 ３５ × ２６ － ４４ Ｃ１４ｄ６ 楕円形 ２５ × ２２ －

２２ Ｃ１４ｄ３ 隅丸方形 ２０ × １８ － ４５ Ｃ１４ｄ６ 隅丸方形 ２４ × ２３ －

２３ Ｃ１４ｄ３ 円形 １９ × １７ －

表２４ 第１５号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｃ１３ｉ４ 円形 ２０ － ６ Ｃ１３ｊ３ 円形 ２７ －

２ Ｃ１３ｊ３ 円形 ３０ － ７ Ｃ１３ｊ３ 円形 ２４ －

３ Ｃ１３ｉ３ （円形） ２４ ×（２０） － ８ Ｃ１３ｊ３ 円形 ２０ × １９ －

４ Ｃ１３ｊ３ 楕円形 ２４ × ２１ － ９ Ｄ１３ａ３ 楕円形 ２０ × １５ －

５ Ｃ１３ｊ３ 円形 ２１ × １９ －

表２５ 第１６号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｂ１２ｊ８ 隅丸長方形 ２７ × ２３ １１ ３ Ｂ１２ｊ８ 楕円形 ３０ × ２６ １９

２ Ｂ１２ｊ８ 円形 ２８ × ２６ １４ ４ Ｂ１２ｊ８ 円形 ３０ × ２８ １８

―９０６―



第８２２図 第１４号ピット群実測図

―９０７・９０８―



第１７号ピット群（第８２４図）

調査区中央部のＢ１１ｈ４～Ｂ１１ｊ６区から１０か所のピットが検出された。標高２２ｍほどの平坦な台地上に位

置し，平面形は長径２０～６４�の円形・楕円形と，長軸３６�の長方形で，深さは１５～４６�である。第８・１０号ピ

ットから土師器片３点（甕類），須恵器片１点（甕）が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定で

きるものではない。

第８２３図 第１５・１６号ピット群実測図

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

５ Ｂ１２ｊ７ 楕円形 ３４ × ３０ １３ ６ Ｂ１２ｊ８ 円形 ２４ × ２２ ７

―９０９―



第１８号ピット群（第８２５図）

調査区西部のＢ１０ｈ６～Ｂ１０ｊ８区から２７か所のピットが検出された。標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置

し，平面形は長径１７～７２�の円形・楕円形と，長軸２４～２５�の方形で，深さは８～５５�である。第１・４～６

・８・１８・２３・２６・２７号ピットに柱痕跡が認められる。第１・６号ピットから土師器片７点（甕類６，甑１），

須恵器片１点（甕）が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定できるものではない。また，東側に

地下式壙，南側に掘立柱建物跡，南西側に方形竪穴遺構，第１９号ピット群が確認されており，本跡を含む地区

に墓域が形成されていた可能性がある。

第８２４図 第１７号ピット群実測図

表２６ 第１７号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｂ１１ｈ４ 楕円形 ６４ × ４３ ３０ ６ Ｂ１１ｊ５ 円形 ２８ × ２６ １５

２ Ｂ１１ｈ５ 楕円形 ３０ × ２４ １８ ７ Ｂ１１ｉ６ 楕円形 ３５ × ３０ １５

３ Ｂ１１ｉ５ 隅丸長方形 ３６ × ３０ ４６ ８ Ｂ１１ｊ５ 楕円形 ４２ × ３５ ３５

４ Ｂ１１ｉ５ 円形 ２０ × １８ １７ ９ Ｂ１１ｊ５ 楕円形 ２２ × １９ ２４

５ Ｂ１１ｉ５ 楕円形 ３４ × ２８ ３２ １０ Ｂ１１ｊ５ 円形 ３０ × ２９ ４３

―９１０―



第１９号ピット群（第８２６図）

調査区西部のＢ１０ｉ４～Ｃ１０ｂ６区から６４か所のピットが検出された。標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位

置し，平面形は長径１４～５５�の円形・楕円形と，長軸２７～７５�の方形・不定形で，深さは８～６５�である。第

１４・１７・２０・２２・２５・２６・４４・５３号ピットに柱痕跡が認められる。Ｑ９７は第７号ピットの覆土，Ｑ９８は第２４号

第８２５図 第１８号ピット群実測図

表２７ 第１８号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｂ１０ｉ６ 円形 ４３ × ４０ ５５ １５ Ｂ１０ｉ７ 楕円形 ２３ × １７ ２６

２ Ｂ１０ｉ６ 円形 ２２ × ２１ １１ １６ Ｂ１０ｉ７ 円形 １７ × １６ ８

３ Ｂ１０ｉ６ 楕円形 ２６ × ２３ １２ １７ Ｂ１０ｉ８ 円形 ２６ × ２５ １５

４ Ｂ１０ｉ６ 楕円形 ７２ × ５５ ３５ １８ Ｂ１０ｉ７ 円形 ３４ ２４

５ Ｂ１０ｉ６ 円形 ３０ ２０ １９ Ｂ１０ｉ７ 円形 ２６ × ２４ ４４

６ Ｂ１０ｊ６ 楕円形 ５０ × ４６ ２６ ２０ Ｂ１０ｉ７ 隅丸方形 ２４ × ２２ ３８

７ Ｂ１０ｊ６ 楕円形 ２４ × ２１ ４０ ２１ Ｂ１０ｉ７ 隅丸方形 ２５ × ２２ ３３

８ Ｂ１０ｊ６ 円形 ５４ × ５３ ２０ ２２ Ｂ１０ｉ８ 円形 ２５ ２８

９ Ｂ１０ｉ７ 円形 ２４ １４ ２３ Ｂ１０ｊ７ 楕円形 ４３ × ３８ ３０

１０ Ｂ１０ｈ７ 楕円形 ３８ × ３１ １９ ２４ Ｂ１０ｊ７ 円形 ２２ １９

１１ Ｂ１０ｈ７ 楕円形 ３３ × ２２ １２ ２５ Ｂ１０ｊ７ 円形 ２２ × ２０ ３０

１２ Ｂ１０ｉ７ 円形 ２４ × ２２ １７ ２６ Ｂ１０ｊ７ 円形 ３７ × ３６ ５０

１３ Ｂ１０ｉ７ 円形 ２０ × １８ ８ ２７ Ｂ１０ｊ７ 円形 ５３ × ５１ ３３

１４ Ｂ１０ｉ７ 楕円形 ２８ × ２５ ３４

―９１１―



ピットの覆土，Ｑ９９は第３７号ピットの覆土から出土している。そのほかに，第１４・１７・１８・２４・２６・４０・４７・

５３号ピットから土師器片１０点（坏２，甕類８），須恵器片６点（坏２，蓋１，甕類３）が出土している。いず

れも混入であり，時期を特定できるものではない。また，東側に掘立柱建物跡，地下式壙，第１８号ピット群，

南西側に方形竪穴遺構が確認されており，本跡を含む地区に墓域が形成されていた可能性がある。

第８２６図 第１９号ピット群・出土遺物実測図

―９１２―



第２０号ピット群（第８２７図）

調査区南西部のＥ９ｄ９～Ｅ１０ｅ１区から６１か所のピットが検出された。標高１８�５～１９ｍほどの南への緩斜

面に位置し，平面形は長径３２～８０�の円形・楕円形と，長軸５５～８２�の長方形・不定形である。第１～６号ピ

ットから土師器片１１６点（坏１２，甕類１０４），須恵器片６点（甕）が出土しているが，いずれも混入であり，時

期を特定できるものではない。

第１９号ピット群出土遺物観察表（第８２６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ９７ 敲石 １４�０ ６�２ ３�３ ４１２�７ 雲母片岩 砥面１面 他は破断面 Ｐ７覆土

Ｑ９８ 砥石 ８�０ ４�３ １�８ １２７�３ 凝灰岩 砥面４面 他は破断面 熱を受けている Ｐ２４覆土 煤付着

Ｑ９９ 砥石 ９�２ １�９ １�９ ６４�６ 粘板岩 砥面５面 他は破断面 Ｐ３７覆土

表２８ 第１９号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｂ１０ｉ４ 円形 ２９ × ２６ ２０ ３３ Ｃ１０ａ５ 円形 ２８ × ２５ ２８

２ Ｂ１０ｊ４ 円形 ３０ × ２８ １５ ３４ Ｃ１０ａ５ 円形 ２４ × ２３ １２

３ Ｂ１０ｊ４ 円形 ３０ × ２８ ２５ ３５ Ｃ１０ａ５ 円形 ２２ × ２０ １４

４ Ｂ１０ｊ４ 円形 ２５ × ２４ ２０ ３６ Ｂ１０ｊ５ 円形 ２７ × ２６ ２０

５ Ｂ１０ｊ４ 円形 ３５ × ３２ ５２ ３７ Ｂ１０ｊ６ 円形 ２４ ３０

６ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ３６ × ３０ ２７ ３８ Ｂ１０ｊ５ 楕円形 ３６ × ２９ ４９

７ Ｂ１０ｊ４ 円形 ３２ × ３０ ２８ ３９ Ｂ１０ｊ６ 円形 ２６ × ２４ ２５

８ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ３０ × ２６ ３２ ４０ Ｂ１０ｊ６ 円形 ３４ × ３３ ４７

９ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ３０ × ２６ ３２ ４１ Ｂ１０ｊ６ 楕円形 ３０ × ２２ ２６

１０ Ｃ１０ａ４ 円形 ２２ × ２１ ２５ ４２ Ｂ１０ｊ６ 不定形 ３０ ×（１６） －

１１ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ５５ × ３９ ４０ ４３ Ｃ１０ａ５ 楕円形 ２２ × １８ ３１

１２ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ４２ × ３７ ２１ ４４ Ｃ１０ａ５ 円形 ２２ ４９

１３ Ｃ１０ａ４ 楕円形 ２５ × ２１ ３７ ４５ Ｃ１０ａ５ 円形 １８ ２３

１４ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ４５ × ３３ ３２ ４６ Ｃ１０ａ５ 楕円形 ２６ × ２２ ３０

１５ Ｂ１０ｊ４ 円形 ２８ × ２５ １３ ４７ Ｃ１０ａ５ 楕円形 ４０ × ３７ ４３

１６ Ｂ１０ｊ４ 円形 １４ ８ ４８ Ｃ１０ａ５ 円形 １４ × １３ ２０

１７ Ｂ１０ｊ４ 円形 ３５ × ３３ ６１ ４９ Ｃ１０ａ６ 円形 ２６ ４２

１８ Ｂ１０ｊ４ 楕円形 ３７ × ３０ ４３ ５０ Ｃ１０ａ４ 円形 ２９ ３７

１９ Ｂ１０ｊ４ 円形 ２２ １７ ５１ Ｃ１０ａ４ 円形 ３２ × ３０ １５

２０ Ｃ１０ａ４ 円形 ４４ × ４２ ５２ ５２ Ｃ１０ｂ４ 楕円形 ３０ × ２５ ２６

２１ Ｂ１０ｊ５ 楕円形 ３７ × ３３ ２１ ５３ Ｃ１０ａ４ 円形 ３４ × ３２ ５１

２２ Ｂ１０ｊ５ 楕円形 ４０ × ３１ １９ ５４ Ｃ１０ｂ４ 円形 ２０ １３

２３ Ｂ１０ｊ５ 円形 ２８ × ２７ １７ ５５ Ｃ１０ａ４ 楕円形 ２９ × ２２ ３１

２４ Ｂ１０ｊ５ 楕円形 ４９ × ３９ ６３ ５６ Ｃ１０ｂ４ （楕円形） ２６ ×（１９） ２０

２５ Ｂ１０ｊ５ 円形 ２０ × １８ ２０ ５７ Ｃ１０ｂ４ 円形 ３４ × ３２ １９

２６ Ｂ１０ｊ５ 不定形 ７５ × ４５ ６５ ５８ Ｃ１０ｂ４ 楕円形 ３２ × ２８ ６０

２７ Ｂ１０ｊ５ 円形 ２４ × ２３ ３３ ５９ Ｃ１０ａ４ 楕円形 ２７ × ２２ １７

２８ Ｂ１０ｊ５ 楕円形 ３０ × ２６ ４２ ６０ Ｃ１０ｂ５ 円形 ４２ × ４１ ３７

２９ Ｂ１０ｊ５ 楕円形 ２７ × ２４ １７ ６１ Ｃ１０ｂ５ （楕円形） ２６ ×（１９） ２７

３０ Ｃ１０ａ５ 楕円形 ２６ × ２１ ３７ ６２ Ｃ１０ｂ５ （円形） ３０ ×（２８） ２８

３１ Ｃ１０ａ５ 楕円形 ３７ × ２２ ２１ ６３ Ｃ１０ａ５ 楕円形 ３５ × ３２ ３１

３２ Ｃ１０ａ５ 隅丸方形 ２７ × ２６ ２３ ６４ Ｃ１０ｂ５ 円形 ２４ × ２２ １４

表２９ 第２０号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｅ９ｄ９ 円形 ３６ × ３５ － ３ Ｅ９ｄ９ 円形 ３０ × ２９ －

２ Ｅ９ｅ９ 楕円形 ５８ × ４７ － ４ Ｅ９ｄ９ 円形 ４０ × ３８ －
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第８２７図 第２０号ピット群実測図

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

５ Ｅ９ｄ９ 円形 ３２ － ２８ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ５２ × ４６ －

６ Ｅ９ｄ０ 円形 ５３ × ５０ － ２９ Ｅ９ｅ０ 円形 ４４ × ４０ －

７ Ｅ９ｄ０ 円形 ４７ × ４５ － ３０ Ｅ９ｅ０ 円形 ３３ －

８ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ４５ × ３８ － ３１ Ｅ９ｅ０ 円形 ４０ × ３６ －

９ Ｅ９ｄ０ （楕円形） ４５ ×（２９） － ３２ Ｅ９ｄ０ 円形 ３７ × ３６ －

１０ Ｅ９ｄ０ 不定形 ５５ × ４９ － ３３ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ４４ × ３７ －

１１ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ４０ × ３５ － ３４ Ｅ９ｄ０ 不定形 ７４ × ４８ －

１２ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ５０ × ４２ － ３５ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ５６ × ４８ －

１３ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ３７ × ３２ － ３６ Ｅ９ｄ０ 円形 ４６ × ４２ －

１４ Ｅ９ｄ０ 円形 ４３ × ４０ － ３７ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ４４ × ４０ －

１５ Ｅ９ｄ０ 円形 ４９ － ３８ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ４８ × ４０ －

１６ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ５４ × ２４ － ３９ Ｅ９ｄ０ 円形 ４０ －

１７ Ｅ９ｄ０ 楕円形 ５４ × ４９ － ４０ Ｅ１０ｄ１ 円形 ５１ × ５０ －

１８ Ｅ９ｄ０ 円形 ４７ × ４３ － ４１ Ｅ９ｅ０ 円形 ４１ －

１９ Ｅ９ｄ０ 円形 ４２ × ４０ － ４２ Ｅ９ｅ０ 円形 ４４ × ４２ －

２０ Ｅ９ｄ０ 円形 ４３ × ４２ － ４３ Ｅ１０ｅ１ 隅丸長方形 ５６ × ４５ －

２１ Ｅ１０ｄ１ 楕円形 ８０ × ７１ － ４４ Ｅ９ｅ９ 円形 ３７ × ３５ －

２２ Ｅ１０ｄ１ 円形 ３６ × ３４ － ４５ Ｅ９ｅ９ 円形 ５９ × ５８ －

２３ Ｅ１０ｄ１ 円形 ３２ × ３０ － ４６ Ｅ９ｅ９ 円形 ５２ －

２４ Ｅ１０ｄ１ 円形 ３５ × ３４ － ４７ Ｅ９ｅ０ 円形 ５２ －

２５ Ｅ１０ｄ１ 円形 ４６ × ４２ － ４８ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ５７ × ４８ －

２６ Ｅ１０ｄ１ 楕円形 ６３ × ４２ － ４９ Ｅ９ｅ０ 円形 ４４ －

２７ Ｅ９ｄ０ 不定形 ８２ × ３２ － ５０ Ｅ９ｅ０ 円形 ４１ × ４０ －
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第２１号ピット群（第８２８図）

調査区北部のＡ１１ｇ３～Ａ１１ｉ３区から７か所のピットが検出された。標高２３ｍほどの平坦な台地上に位置

し，平面形は長径３２～４４�の円形・楕円形と，長軸４４�の方形で，深さは２３～３７�である。第１・３・６号ピ

ットから土師器片１点（甕），須恵器片２点（甕類）が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定で

きるものではない。

第２２号ピット群（第８２９図）

調査区北西部のＡ１０ｆ７～Ａ１０ｇ９区から１９か所のピットが検出された。標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に

位置し，平面形は長径２４～９４�の円形・楕円形と，長軸３４～５１�の不定形で，深さは６～３４�である。Ｍ２０５

は第１号ピットの覆土から出土している。そのほかに，第１・４～７・９・１１～１３・１８・１９号ピットから土師

第８２８図 第２１号ピット群実測図

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

５１ Ｅ９ｅ０ 円形 ４０ － ５７ Ｅ９ｅ０ 円形 ４４ × ４２ －

５２ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ５０ × ４４ － ５８ Ｅ９ｅ０ 円形 ４５ × ４２ －

５３ Ｅ９ｅ０ 円形 ３７ － ５９ Ｅ１０ｅ１ 楕円形 ４７ × ４０ －

５４ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ４３ × ３８ － ６０ Ｅ１０ｅ１ 円形 ５１ × ５０ －

５５ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ５０ × ４０ － ６１ Ｅ１０ｅ１ 円形 ５０ × ４８ －

５６ Ｅ９ｅ０ 楕円形 ３５ × ２８ －

表３０ 第２１号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ａ１１ｇ３ （円形） （３４）× ３１ ３７ ５ Ａ１１ｈ３ 隅丸方形 ４４ × ３６ －

２ Ａ１１ｈ３ （円形） ３２ ×（３１） ２３ ６ Ａ１１ｈ３ 円形 ３７ × ３５ －

３ Ａ１１ｈ３ （円形） （３８） ３６ ７ Ａ１１ｉ３ （円形） （４４）×（４２） ２８

４ Ａ１１ｈ３ 楕円形 ３７ × ２２ －

―９１５―



器片２３点（高台付坏１，甕類２２），須恵器片３点（坏１，甕類２）が出土しているが，いずれも混入であり，

時期を特定できるものではない。

第２３号ピット群（第８３０図）

調査区北部のＡ１１ｇ６～Ｂ１１ａ９区から４３か所のピットが検出された。標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位

置し，平面形は長径１８～７０�の円形・楕円形と，長軸２２～５８�の方形・不定形で，深さは１６～６７�である。第

６・１０・１７・１９・３４・４０号ピットに柱痕跡が認められる。第３・４・６・７・９・１０・１３・１４・２０・２２・２７～

第８２９図 第２２号ピット群・出土遺物実測図

第２２号ピット群出土遺物観察表（第８２９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２０５ 鉄滓 ９�２ １１�０ ６�６ ７８３�７ 鉄 椀状滓 外面焼土付着 Ｐ１覆土 煤付着

表３１ 第２２号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ａ１０ｆ９ 円形 ９４ × ８６ ２４ １１ Ａ１０ｆ７ 円形 ２８ １１

２ Ａ１０ｆ８ 円形 ２８ × ２６ ２０ １２ Ａ１０ｆ７ 不定形 ４８ × ３７ ２０

３ Ａ１０ｆ８ 円形 ３９ × ３７ １０ １３ Ａ１０ｆ７ 円形 ３６ × ３４ １５

４ Ａ１０ｆ８ 不定形 ３４ × ２６ １３ １４ Ａ１０ｆ８ 円形 ４２ ３４

５ Ａ１０ｇ８ 円形 ４０ ２２ １５ Ａ１０ｆ８ 円形 ２５ ６

６ Ａ１０ｇ８ 円形 ２６ × ２４ ９ １６ Ａ１０ｆ８ 円形 ２４ × ２２ １６

７ Ａ１０ｇ８ 楕円形 ３２ × ２５ １７ １７ Ａ１０ｆ８ （楕円形） ４２ ×（３２） １８

８ Ａ１０ｇ８ 楕円形 ６９ × ５７ ２２ １８ Ａ１０ｆ８ 不定形 （５１）× ４７ １８

９ Ａ１０ｇ７ （楕円形） ３６ ×（２６） １２ １９ Ａ１０ｆ７ 円形 ２８ ２５

１０ Ａ１０ｇ７ （楕円形） ３５ ×（２０） １１
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３１・３６～３８・４０・４２号ピットから土師器片６３点（坏１，皿１，甕類６０，甑１），須恵器片１３点（坏７，甕類６）

が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定できるものではない。

第８３０図 第２３号ピット群実測図

表３２ 第２３号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ａ１１ｇ６ 楕円形 ２５ × ２２ － １４ Ａ１１ｈ８ 楕円形 ３４ × ２５ ４３

２ Ａ１１ｇ６ 円形 ２２ × ２０ － １５ Ａ１１ｈ８ 楕円形 ５３ × ３８ ５６

３ Ａ１１ｇ６ 楕円形 １９ × １６ － １６ Ａ１１ｈ８ （楕円形） （２４）×（１６） －

４ Ａ１１ｈ６ 円形 ２０ × １９ － １７ Ａ１１ｈ８ （隅丸方形） ２２ ×（１９） ３０

５ Ａ１１ｇ６ 楕円形 １８ × １５ － １８ Ａ１１ｈ８ 不定形 ２２ × ２０ －

６ Ａ１１ｈ６ 楕円形 ３２ × ２６ ３３ １９ Ａ１１ｈ８ 不定形 ４８ × ２２ ６０

７ Ａ１１ｈ７ 楕円形 ３７ × ３１ ２４ ２０ Ａ１１ｈ８ 楕円形 ３４ × ２６ ６３

８ Ａ１１ｈ７ 円形 ３４ × ３１ ２８ ２１ Ａ１１ｈ９ 楕円形 ３０ × ２６ ４２

９ Ａ１１ｈ７ 楕円形 ３６ × ３０ ５３ ２２ Ａ１１ｈ６ 円形 ３４ × ３２ ２１

１０ Ａ１１ｈ８ 楕円形 ４２ × ２６ ２２ ２３ Ａ１１ｉ６ 円形 ３４ ２４

１１ Ａ１１ｈ８ 円形 ３５ × ３３ － ２４ Ａ１１ｉ６ 円形 ３２ × ３０ １６

１２ Ａ１１ｈ８ 円形 ２２ × ２０ ２９ ２５ Ａ１１ｉ７ 楕円形 ３８ × ３５ ３６

１３ Ａ１１ｈ８ 隅丸方形 ３４ ４３ ２６ Ａ１１ｉ８ 不定形 ５８ × ４２ ３９
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第２４号ピット群（第８３１図）

調査区東部のＢ１２ｈ０～Ｃ１３ａ２区から３９か所のピットが検出された。標高２２ｍほどの平坦な台地上に位置

し，平面形は長径３０～１２８�の円形・楕円形と，長軸６８～９４�の方形・長方形・不定形で，深さは１０～１００�で

ある。第３・１４・１６・２２～２４・２７・２８・３２号ピットに柱痕跡が認められる。第３～６・８～１１号ピットから土

師器片３９点（坏３，高坏３，甕類３３），須恵器片３点（甕類），陶器片２点（碗，甕）が出土しているが，いず

れも混入であり，時期を特定できるものではない。

第２５号ピット群（第８３２図）

調査区西部のＣ９ｇ９～Ｃ１０ｊ１区から１５か所のピットが検出された。標高２１ｍほどの平坦な台地上に位置

し，平面形は長径３０～５６�の円形・楕円形と，長軸５４�の不定形である。第１・２・４・７・９・１５号ピット

から土師器片１８点（坏２，甕類１６）が出土しているが，いずれも混入であり，時期を特定できるものではない。

また，第３４８号掘立柱建物跡との配置的な状況から，付属的な施設として機能していた可能性も考えられる。

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

２７ Ａ１１ｉ６ 円形 ３４ ２６ ３６ Ａ１１ｊ７ ［楕円形］ ５０ ×［３０］ ２３

２８ Ａ１１ｉ６ 円形 ２０ × １９ － ３７ Ａ１１ｊ７ ［楕円形］ ４８ ×［３２］ ２９

２９ Ａ１１ｉ７ 円形 ３４ ３６ ３８ Ａ１１ｊ６ 円形 ４０ × ３６ ２６

３０ Ａ１１ｉ７ 円形 ４２ × ４０ ２２ ３９ Ｂ１１ａ６ 不定形 ４８ × ４６ ２０

３１ Ａ１１ｉ７ 円形 ２７ × ２６ － ４０ Ａ１１ｊ６ 不定形 ５０ × ４６ ６７

３２ Ａ１１ｉ７ 不定形 ５６ × ４５ ３６ ４１ Ａ１１ｊ７ 楕円形 ４４ × ３３ ２４

３３ Ａ１１ｊ６ 円形 ２４ × ２３ ４０ ４２ Ａ１１ｊ７ 楕円形 ７０ × ４４ ５２

３４ Ａ１１ｊ６ 円形 ５４ × ５０ ２４ ４３ Ｂ１１ａ８ 楕円形 ３４ × ３０ ２０

３５ Ａ１１ｊ７ 円形 ２９ × ２８ ２６

表３３ 第２４号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｂ１３ｇ１ 楕円形 １００× ７８ ４０ ２１ Ｂ１３ｊ１ 円形 ３３ × ３０ ２８

２ Ｂ１３ｈ１ （楕円形） （１００）× ６０ ２０ ２２ Ｂ１３ｊ２ 円形 ４７ ５０

３ Ｂ１３ｈ１ 円形 ８４ × ７６ ５０ ２３ Ｂ１３ｊ２ 円形 ４５ × ４１ ２４

４ Ｂ１２ｉ０ 不定形 ８４ × ７２ １９ ２４ Ｂ１３ｊ２ 隅丸長方形 ９１ × ７５ ４２

５ Ｂ１３ｉ１ 円形 ７１ × ６９ １８ ２５ Ｂ１３ｊ２ 円形 ６４ × ６２ ２８

６ Ｂ１３ｉ１ 円形 ６６ × ６２ １０ ２６ Ｂ１２ｊ０ 隅丸方形 ７４ × ６７ １８

７ Ｂ１３ｉ１ 円形 ６４ × ６２ － ２７ Ｂ１３ｊ１ （隅丸方形） ９４ ×（５４） ６０

８ Ｂ１３ｉ２ 円形 ６８ － ２８ Ｂ１３ｊ２ 隅丸長方形 ９３ × ７９ ５４

９ Ｂ１３ｉ１ 円形 ８５ １２ ２９ Ｂ１３ｊ２ 円形 ４７ × ４６ ３８

１０ Ｂ１３ｉ１ （楕円形） （１２８）× １００ １００ ３０ Ｂ１３ｊ２ 長方形 ７１ × ６４ ２４

１１ Ｂ１３ｉ２ 隅丸方形 ８０ × ７６ １２ ３１ Ｃ１３ａ１ （楕円形） （４８）×（３６） ４０

１２ Ｂ１３ｉ１ 円形 ７３ × ６３ １２ ３２ Ｃ１３ａ２ 楕円形 ３８ × ３３ ３４

１３ Ｂ１３ｉ２ 円形 ７７ × ７６ ３０ ３３ Ｃ１３ａ１ （楕円形） ４０ ×（２４） １６

１４ Ｂ１３ｉ１ （楕円形） ５８ ×（５０） ４４ ３４ Ｃ１３ａ１ 円形 ３７ ３６

１５ Ｂ１３ｉ１ 隅丸長方形 ８９ × ６６ ３２ ３５ Ｃ１３ａ２ 楕円形 ７７ × ５８ ５０

１６ Ｂ１３ｉ２ 楕円形 ８０ × ７２ ３２ ３６ Ｃ１３ａ２ 円形 ４６ × ４２ ２８

１７ Ｂ１３ｉ２ 方形 ６８ × ６７ ２０ ３７ Ｃ１３ａ２ 長方形 ７８ × ６６ ３４

１８ Ｂ１３ｊ１ 円形 ３４ ６０ ３８ Ｃ１３ａ２ 楕円形 ７４ × ５４ １８

１９ Ｂ１３ｊ１ （楕円形） （３０）× ３０ ４６ ３９ Ｃ１３ａ２ 長方形 ８２ × ６２ １４

２０ Ｂ１３ｊ１ （楕円形） （５６）× ３０ －
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第８３１図 第２４号ピット群実測図

表３４ 第２５号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｃ９ｇ９ （楕円形） ４６ ×（２４） － ４ Ｃ９ｉ９ 楕円形 ５４ × ４６ －

２ Ｃ９ｇ９ 円形 ５０ － ５ Ｃ９ｉ０ 円形 ４６ －

３ Ｃ９ｉ９ 楕円形 ４８ × ４２ － ６ Ｃ９ｊ０ 楕円形 ４６ × ３４ －
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第２６号ピット群（第８３３図）

調査区東部のＣ１４ｇ３～Ｃ１４ｈ５区から１０か所のピットが検出された。標高１９～１９�５ｍほどの南東への緩斜

面に位置し，平面形は長径１６～３４�の円形と，長軸１９～２４�の不定形であり，深さは４５～５０�である。第９・

１０号ピットに柱痕跡が認められる。時期は，遺物が出土していないため不明である。

第８３２図 第２５号ピット群実測図

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

７ Ｃ９ｊ０ 円形 ４８ × ４６ － １２ Ｃ９ｊ０ 不定形 ５４ × ４６ －

８ Ｃ１０ｊ１ 円形 ４８ × ４６ － １３ Ｃ９ｊ０ 円形 ３０ －

９ Ｃ１０ｊ１ 楕円形 ５６ × ４６ － １４ Ｃ９ｊ０ 楕円形 ４４ × ３６ －

１０ Ｃ９ｊ９ 楕円形 ５０ × ４４ － １５ Ｃ１０ｊ１ 円形 ５４ －

１１ Ｃ９ｊ０ 楕円形 ５２ × ４４ －

―９２０―



� 不明遺構

第１４号不明遺構（第８３４図）

位置 調査区南西部のＤ１２ａ２区で，標高１９�５ｍほどの南東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２１８４号住居跡，第３３６号掘立柱建物跡，第４７号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状 東部は農道によって壊されており，南北径は約３�８ｍ，東西径は約３�３ｍの楕円形で，長径方向は

Ｎ－２°－Ｗである。確認された壁高は８～２６�で，緩やかに外傾して立ち上がっている。底面は南東へ緩や

かに傾斜している。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状に堆積した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７１点（甕），須恵器片１９点（坏１０，甕類９），陶器片８点，磁器片６点，鉄製品１点が出土

している。１１３３・１１３４は中央部南寄りの底面からそれぞれ出土しているが，いずれも完形に復元できないこと

第８３３図 第２６号ピット群実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量

４ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
微量

５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

表３５ 第２６号ピット群ピット一覧表

ピット
番号

位置 形状
規 模（�） ピット

番号
位置 形状

規 模（�）
長軸（径）×短軸（径） 深さ 長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｃ１４ｇ４ 円形 ３３ × ３１ － ６ Ｃ１４ｇ４ 円形 ３４ × ３２ －

２ Ｃ１４ｈ３ 円形 １６ × １５ － ７ Ｃ１４ｈ４ 円形 ４２ －

３ Ｃ１４ｈ３ 円形 １８ － ８ Ｃ１４ｈ４ 円形 ２２ －

４ Ｃ１４ｈ４ 円形 ２１ － ９ Ｃ１４ｈ５ 不定形 ２４ × ２２ ５０

５ Ｃ１４ｈ３ 円形 １８ － １０ Ｃ１４ｈ５ 不定形 １９ × １７ ４５

―９２１―



から，周囲の土砂が流入する時点で流れ込んだもので，その他の土器片と同様に遺構に伴わないと考えられる。

所見 時期を判断できる遺物が出土していないため，時期及び性格は不明である。

第１５号不明遺構（第８３５図）

位置 調査区西部のＣ１０ｇ０区で，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１８１号住居跡を掘り込み，第５４号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 北側は第５４号井戸に掘り込まれており，南北径は約４�２ｍ，東西径は約２�９ｍの不整楕円形で，長

径方向はＮ－１１°－Ｅである。確認された壁高は３５�ほどで，緩やかに外傾して立ち上がっている。底面には

凹凸が見られる。また，南部にスロープ状に堆積している粘土が確認されている。

覆土 １０層に分けられる。不規則な堆積状況を示す人為堆積と考えられる。

第８３４図 第１４号不明遺構・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒

子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック・炭化粒子微量

４ にぶい黄褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子少量
５ 灰 黄 褐 色 粘土ブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒

子微量

第１４号不明遺構出土遺物観察表（第８３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３３ 須恵器 坏 ［１３�２］ ４�１ ［４�４］ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 覆土 １５％

１１３４ 須恵器 坏 ［１２�９］（４�０） － 長石・石英・黒色粒子 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 体部下端ヘラ削り 覆土 １０％
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遺物出土状況 土師器片５７点（坏２，甕類５５），須恵器片１８点（坏５，蓋２，甕類１１），砥石１点が出土してい

るが，いずれも細片で図示することはできない。

所見 出土した遺物は，いずれも流れ込みと考えられ，時期及び性格は不明である。

第１６号不明遺構（第８３６図）

位置 調査区南部のＤ１２ｂ４区で，標高１９ｍほどの南への緩斜面に位置している。

重複関係 第２０９８号住居に掘り込まれている。

規模と形状 東側は第２０９８号住居に掘り込まれ，南北軸約４�６ｍ，東西軸約３�６ｍの長方形で，長軸方向はＮ－

１°－Ｗである。確認された壁高は１２～４０�で，外傾して立ち上がっている。底面は中央部から東部へ緩やか

に傾斜している。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師器片６２点（坏６，蓋２，甕類５３，甑１），須恵器片２８点（坏１２，高台付坏１，蓋３，高盤

１，甕類１１），灰釉陶器片１点，磁器片１点が出土しているが，いずれも細片で図示することはできない。

所見 出土した遺物は，いずれも流れ込みと考えられ，時期及び性格は不明である。

７ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘

土粒子微量

９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・粘土ブロック・
焼土粒子微量

１０ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第８３５図 第１５号不明遺構実測図

土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 褐 灰 色 ローム粒子中量

４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
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第１７号不明遺構（第８３７図）

位置 調査区西部のＣ９ｆ０区で，標高２１ｍほどの台地上に位置している。

重複関係 第４９～５４号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸約８�１ｍ，短軸約１�３ｍの不定形で，長軸方向はＮ－８７°－Ｅである。確認された壁高は６～

２２�で，外傾して立ち上がっている。底面は凸凹で，中央部には幅２０�ほどの溝状を呈している。

覆土 単一層のため，堆積状況は不明である。

所見 遺物が出土していないため，時期及び性格は不明である。

第１８号不明遺構（第８３８図）

位置 調査区東部のＣ１４ｇ３区で，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２１１０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸約４�３ｍ，短軸約３�０ｍの不定形で，長軸方向はＮ－５２°－Ｗである。壁高は８～３２�で，外

傾して立ち上がっている。底面は緩やかにくぼんでいる。

第８３６図 第１６号不明遺構実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
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ピット Ｐ１は深さ５６�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分けられる。レンズ状に堆積した自然堆積である。

所見 遺物が出土していないため，時期及び性格は不明である。

第８３７図 第１７号不明遺構実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 灰 褐 色 ロームブロック中量

第８３８図 第１８号不明遺構実測図
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表３６ その他の溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規 模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１１５ Ｃ１３ｆ２～
Ｄ１３ｂ２ Ｎ－６°－Ｅ 直線状 ２１�３４ ３０～７０ １０～４８ １０～１８ 逆台形 人為 緩斜 土師器片，須恵器片，鉄滓，

粘土塊

１１６ Ｂ９ｈ５～
Ｃ９ａ５ Ｎ－４°－Ｗ 直線状 ８�６４ ３１～６０ ２０～３８ ３４～３８ 逆台形 人為 外傾 土師器片，須恵器片

１１７ Ｂ１４ｉ４～
Ｂ１４ｊ４ Ｎ－１０°－Ｅ 直線状 （４�９９）１１６～１５０９４～１１０ １０～２７ Ｕ字状 自然 緩斜 土師器片，須恵器片

１１８ Ｂ１３ｇ２～
Ｃ１３ｄ２ Ｎ－１°－Ｅ 直線状 ２８�７５ ３３～６５ １８～４１ ７～１０ Ｕ字状 人為

自然 緩斜 土師器片，須恵器片

１１９ Ｄ１１ｄ１～
Ｄ１２ａ１ Ｎ－７２°－Ｅ 直線状 （４０�８２）２８０～３７０１００～１５８ １９～６４ Ｕ字状 人為

自然 緩斜 土師器片，須恵器片，陶器
片，磁器片，砥石，鉄滓

１２４ Ｃ１０ｉ０～
Ｃ１０ｊ０ Ｎ－１６°－Ｗ 直線状 （７�６７） ４２～７８ ３１～４８ １２ Ｕ字状 自然 緩斜 土師器片，須恵器片

１２５ Ｂ１１ｈ６～
Ｂ１１ｇ９ Ｎ－７０°－Ｅ 直線状 （１５�２２）１０４～２５４６２～１３２ ４～２１ Ｕ字状 人為 緩斜 土師器片，須恵器片

１２６ Ｂ１１ｈ３～
Ｂ１１ｉ３ Ｎ－１°－Ｗ 直線状 （６�２８） － ８～１１ － 逆台形 自然 外傾 土師器片，須恵器片

１２８ Ｂ１１ｃ１～
Ｂ１１ｆ３ Ｎ－２３°－Ｗ Ｌ字状 （１４�８７）３５～１６０ １７～８４ ２５～２８ Ｕ字状 自然 外傾 土師器片，須恵器片，陶器

片，磁器片

１２９ Ｂ１１ｄ３～
Ｂ１１ｆ３ Ｎ－２°－Ｅ 直線状 ８�７４ ２８～６２ ８～２８ ３５～３７ Ｕ字状 自然 外傾 土師器片，須恵器片

表３７ その他の道路跡一覧表

番号 位置 方向
規 模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）確認長（ｍ） 上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１２ Ｂ１０ｆ０～
Ｂ１０ｊ０ Ｎ－２°－Ｅ １３�８２ ２０～１１２ － － － － － 土師器片 須恵器片

１３ Ｂ１４ｃ０～
Ｂ１５ｃ１ Ｎ－３５°－Ｗ （３�０） － － １８ － 人為 －

表３８ その他の井戸跡一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径 深さ

４７ Ｃ１２ｊ２ Ｎ－４０°－Ｅ 円形 １�０１×０�９２ １�６５ 垂直 不明 人為 石器，鉄滓

４８ Ｃ１４ｆ７ Ｎ－０° 円形 １�７２×１�６６ １�８０ 垂直 不明 人為 陶器片，鉄滓

４９ Ｄ１１ｃ４ Ｎ－７６°－Ｗ 楕円形 １�６５×１�０７ １�６５ 垂直 平坦 人為

５３ Ｄ１０ｃ９ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 １�１５×１�００ １�９０ 垂直 皿状 人為

表３９ その他の柵跡一覧表

番号 位置 主軸方向 長さ（ｍ） 柱間（ｍ）
柱 穴 備考

（時期）柱穴本数 平面形 長径（�） 短径（�） 深さ（�）

６ Ｄ９ｂ７ Ｎ－２°－Ｗ ６�２０ １�８～２�７ ５ 円形・楕円形 ２０～３２ １６～３０ １２～５８

７ Ｄ１０ｄ２ Ｎ－２°－Ｅ ２�４２ ０�９～１�２ ３ 円形・楕円形 ３０～４６ ３０～３４ ８～２２

８ Ｄ１０ｄ１ Ｎ－９０°－Ｅ ３�２４ ０�６～１�５ ４ 円形・楕円形 ３４～４８ ３２～４２ ３～１８

９ Ｄ９ｄ０ Ｎ－７°－Ｅ ２�０４ ０�９ ３ 楕円形 ３０～５４ ２６～４０ １０～４８

１０ Ｂ１１ｉ５ Ｎ－１５°－Ｗ ４�６４ ２�１ ３ 楕円形 ３８～６８ ３４～５４ １２～１６

１１ Ｂ１１ｉ５ Ｎ－１６°－Ｗ ４�０４ １�８ ３ 楕円形 ４０～６０ ３４～５４ １５～２０

１４ Ｄ１０ｃ１ Ｎ－７３°－Ｅ ４�７６ ２�１ ３ 楕円形 ８０～１０８ ６８～７６ ３４～４４

１５ Ｃ１１ｅ７ Ｎ－８６°－Ｗ ５�８６ １�８～２�１ ４ 円形・楕円形 ２４～２６ ２０～２６ １２～２８

表４０ その他の墓壙一覧表

番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土
人骨

（有・無）
主な出土遺物

備考
（時期・性格）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

２０９６ Ｃ１２ｄ１ Ｎ－１８°－Ｗ 楕円形 １�０１×０�７８ ２０ 平坦 外傾 人為 有 土師器片，須恵器片

２１４７ Ｄ１１ｂ４ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�７７×０�６８ ２５ 緩斜 外傾 人為 有 土師器片，須恵器片
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表４１ その他の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２００１ Ｄ９ｅ５ Ｎ－５８°－Ｅ 円形 ０�７９ × ０�７２ １７ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２００２→本跡

２００２ Ｄ９ｉ６ Ｎ－２０°－Ｅ 円形 ０�８１ × ０�７７ １７ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２００４→本跡

２００３ Ｄ９ｉ８ Ｎ－３°－Ｗ 円形 ０�９７ × ０�９４ ２１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２００４ Ｄ９ｉ６ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 ４�５４ × ０�５５ ４０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師質土器，瓦
質土器片，陶器片，土製品，鉄製品 SI２００４・SK２０４０→本跡

２００６ Ｃ１０ｉ２ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�４５ × ０�９５ １０ 緩斜 平坦 人為 SI２００８→本跡

２００７ Ｄ９ｉ７ Ｎ－２８°－Ｗ 円形 ０�９９ × ０�９４ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→PG１２

２０１３ Ｄ９ｊ７ Ｎ－７５°－Ｅ 円形 ０�６４ × ０�６ ４０ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

２０１４ Ｅ９ｂ４ Ｎ－８７°－Ｗ 隅丸長方形 １�１３ × ０�７４ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２００５→本跡

２０１６ Ｄ９ｉ６ Ｎ－２５°－Ｗ 円形 ０�５７ × ０�４８ ５８ 垂直 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

２０１９ Ｄ９ｊ７ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ０�７３ × ０�６４ ２０ 緩斜 皿状 人為 本跡→SB３７８

２０２１ Ｂ９ｆ０ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 ０�５０ × ０�３９ ２５ 外傾 皿状 人為 SI２０５７→本跡

２０２２ Ｅ９ａ４ Ｎ－８７°－Ｅ 長方形 １�２２ × ０�５０ ４３ 垂直 平坦 人為 土師器片，陶器片 SI２００５→本跡

２０２３ Ｅ９ｂ５ Ｎ－１２°－Ｅ 楕円形 ０�８５ × ０�５２ ２２ 外傾 平坦 人為 SI２００５→本跡

２０２４ Ｅ９ｂ４ Ｎ－２９°－Ｗ ［円形］ ０�４２ ×（０�３８） ２５ 外傾 凹凸 人為 SI２００５→本跡

２０２６ Ｄ９ｈ７ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 ０�９３ × ０�８４ ３２ 外傾 凹凸 不明 土師器片 SI２０１２→本跡→SK２０２８

２０２７ Ｄ９ｇ６ Ｎ－４２°－Ｗ 楕円形 １�０３ × ０�９１ ２２ 緩斜 凹凸 人為 SI２０１２→本跡

２０２８ Ｄ９ｈ７ Ｎ－４３°－Ｅ 円形 ０�８５ × ０�８２ ８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０１２→SK２０２６→本跡

２０２９ Ｄ９ｅ７ Ｎ－２４°－Ｅ 楕円形 ０�４３ × ０�３５ ２６ 垂直 平坦 不明 土師器片

２０３２ Ｅ９ｃ５ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ［０�９５］×［０�８０］ ３２ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０２５→本跡

２０３３ Ｂ１０ｊ５ Ｎ－９０°－Ｅ ［円形］ ０�７０ × ０�６６ ４０ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２０６０→本跡→SK２７６５

２０３４ Ｄ９ｊ６ Ｎ－３７°－Ｅ 不整楕円形 ０�８０ × ０�５２ ７２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２００４→本跡

２０３６ Ｃ１０ｊ２ Ｎ－２４°－Ｗ 楕円形 ０�８３ × ０�６７ １３ 外傾 皿状 人為 SI２０１６→本跡

２０３８ Ｃ１０ｇ１ Ｎ－５°－Ｅ － ０�９６ ×（０�５０） ２２ 外傾 平坦 不明 本跡→SE４３・第６１号方
形竪穴遺構

２０３９ Ｂ１０ｆ５ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�０８ × ０�６９ ４２ 外傾 平坦 人為 SI２２３８→本跡

２０４０ Ｄ９ｉ６ Ｎ－５°－Ｗ［楕円形］ ０�５２ ×（０�４１） ５３ 垂直 凹凸 人為 本跡→SK２００４

２０４１ Ｄ９ｉ６ Ｎ－６°－Ｗ 円形 ０�３５ × ０�３２ ５３ 垂直 平坦 自然

２０４２ Ｄ９ｅ７ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 ０�４５ × ０�３３ ４８ 外傾 皿状 自然 土師器片

２０４３ Ｄ９ｅ７ Ｎ－５°－Ｅ ［円形］ （０�３８）× ０�３５ ２６ 外傾 皿状 自然 土師器片 SI２０１１→本跡→SK２０４２

２０４５ Ｅ１０ｂ３ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�５１ × ０�４８ ３２ 外傾 平坦 不明

２０４７ Ｂ１１ｊ９ Ｎ－７０°－Ｗ 不整楕円形 ０�５５ × ０�４５ １９ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２０４８ Ｂ１１ｊ９ Ｎ－５７°－Ｅ 楕円形 ０�６５ × ０�５０ ２５ 外傾 平坦 人為 土師器片

２０４９ Ｂ９ｇ０ Ｎ－１°－Ｅ 楕円形 ［１�０２］× ０�９１ １２ 垂直 平坦 人為 土師器片，鉄製品 SI２０１７→本跡

２０５２ Ｃ１３ｅ１ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�４２ × ０�３２ １６ 緩斜 皿状 人為 SI２０９７→本跡

２０５４ Ｄ１２ｄ４ Ｎ－５８°－Ｗ 楕円形 ０�８４ × ０�７２ １８ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片

２０５５ Ｃ１２ｃ９ Ｎ－２°－Ｗ ［円形］ ０�８６ ×（０�７５） ３１ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，磁器片 SI２０９３→本跡

２０５６ Ｃ１２ｅ６ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸方形 １�１０ ×［０�７２］ ３９ 外傾 平坦 不明 土師器片，須恵器片

２０６０ Ｄ１２ｅ４ Ｎ－０° 楕円形 １�２０ × ０�９６ ３６ 外傾 平坦 不明 土師器片，須恵器片 SB３３９→本跡

２０６２ Ｄ１２ｄ２ Ｎ－１３°－Ｅ 円形 ０�７２ × ０�７０ ３５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０９６→SK２０６３→本跡

２０６３ Ｄ１２ｄ３ Ｎ－４８°－Ｅ 円形 ０�７５ × ０�７１ １０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０９６→本跡→SK２０６２

２０６５ Ｄ１２ｅ３ Ｎ－８８°－Ｅ 楕円形 ０�９０ × ０�７５ ２１ 外傾 平坦 人為 本跡→SI２０７８→SK２０６５

２０６７ Ｃ１２ｊ７ Ｎ－８４°－Ｅ 円形 ０�７９ × ０�７６ １０ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０８６→本跡

２０６８ Ｃ１２ｈ７ Ｎ－７０°－Ｅ 楕円形 １�１８ × １�０４ ２８ 外傾 平坦 人為

２０６９ Ｃ１２ｈ７ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 １�３５ × １�０９ １６ 緩斜 平坦 人為

２０７０ Ｃ１２ｈ４ Ｎ－７８°－Ｗ 不整方形 １�０５ × １�０３ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２０７１ Ｃ１１ｃ５ Ｎ－８８°－Ｅ 隅丸長方形 ［２�７２］×［１�４７］ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片，
磁器片
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２０７２ Ｃ１２ｇ２ Ｎ－２°－Ｅ 不整長方形 ２�５０ × ０�９９ ７０ 垂直 平坦 人為 土師器片

２０７８ Ｃ１３ｉ３ Ｎ－２８°－Ｗ 長方形 ［０�９５］×［０�７５］ ４６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０９４・SB３６７→本跡

２０８５ Ｂ１１ｊ４ Ｎ－８０°－Ｗ 隅丸長方形 ２�２６ × １�０６ ４７ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２０８７ Ｃ１３ｇ３ Ｎ－４°－Ｗ 楕円形 ０�５６ × ０�４８ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０６６・SI２０８５→本跡

２０９０ Ｃ１３ｊ３ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�４８ ４６ 外傾 皿状 人為

２０９１ Ｃ１３ｊ２ Ｎ－１２°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�４０ ４８ 緩斜 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

２０９２ Ｃ１３ｊ３ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�５４ × ０�５２ ７６ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

２０９４ Ｃ１３ｇ３ Ｎ－６６°－Ｅ 楕円形 ０�９１ × ０�６２ ３８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SB４１８→本跡

２０９７ Ｂ１１ｉ６ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 ０�５２ ×［０�４０］ １６ 緩斜 平坦 人為 SI２０６４→本跡

２０９８ Ｂ１１ｊ８ Ｎ－０° 円形 ０�５５ × ０�５５ ２５ 外傾 皿状 人為 土師器片

２１００ Ｃ１１ａ６ Ｎ－２°－Ｗ 円形 ０�５８ ×［０�５３］ ２４ 垂直 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SI２０６９→本跡

２１０１ Ｄ１１ｂ８ Ｎ－６５°－Ｅ 円形 ０�８８ × ０�８２ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２１５３→本跡

２１０２ Ｄ１１ｊ６ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 １�１４ × １�０２ ２１ 緩斜 凹凸 人為 土師器片，陶器片 SI２１７７→本跡

２１０３ Ｄ１１ａ６ Ｎ－１°－Ｅ 円形 １�１８ × １�０８ １０ 緩斜 平坦 人為 土師器片 SI２１７７→本跡

２１０５ Ｃ１１ｈ７ Ｎ－７８°－Ｅ 隅丸長方形 １�０２ × ０�５９ ８ 外傾 皿状 不明 土師器片 本跡→ＰＧ１３

２１０６ Ｃ１１ｈ７ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�３８ × ０�７０ １４ 緩斜 平坦 人為 須恵器片 本跡→ＰＧ１３

２１０８ Ｄ１１ｅ７ Ｎ－２６°－Ｅ 楕円形 ０�３５ × ０�２７ １１ 緩斜 平坦 自然

２１０９ Ｄ１１ｅ７ Ｎ－６２°－Ｅ 円形 ０�３３ × ０�３１ １４ 緩斜 平坦 自然

２１１０ Ｄ１１ｅ７ Ｎ－１０°－Ｅ 円形 ０�２９ × ０�２７ ２３ 外傾 平坦 自然

２１１１ Ｃ１１ｈ８ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 １�６５ × ０�９６ ２７ 外傾 平坦 人為 須恵器片 SK２１１７→本跡

２１１４ Ｃ１１ｉ６ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 ［０�９１］× ０�６３ １０ 垂直 平坦 不明 SK２１１５→本跡

２１１５ Ｃ１１ｉ６ Ｎ－７５°－Ｗ［楕円形］ ０�５０ ×（０�４０） １０ 外傾 平坦 不明 本跡→SK２１１４

２１１６ Ｃ１１ｈ６ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 ０�３９ ×［０�３２］ ２８ 緩斜 Ｖ字状 人為 土師器片，須恵器片 SI２１７８→本跡

２１１７ Ｃ１１ｈ８ Ｎ－９°－Ｅ［楕円形］ ０�４８ ×［０�２５］ ２３ 緩斜 皿状 自然 本跡→SK２１１１

２１１８ Ｃ１１ｉ６ Ｎ－３５°－Ｅ 円形 ［０�５３］× ０�５０ １６ 緩斜 平坦 人為 SK２１１９→本跡

２１１９ Ｃ１１ｈ６ Ｎ－３５°－Ｅ 隅丸長方形 （１�０４）× ０�８０ １８ 外傾 皿状 自然 SK２１３８→本跡→SK２１１８

２１２６ Ｄ１１ｃ４ Ｎ－０° 楕円形 ０�４１ × ０�３３ １８ 緩斜 Ｕ字状 不明 須恵器片 SD１１９→本跡

２１２７ Ｄ１１ｃ４ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 ０�３６ × ０�２８ ３０ 緩斜 Ｖ字状 不明 SD１１９→本跡

２１２８ Ｄ１１ｃ５ Ｎ－０° 円形 ０�３６ × ０�３６ １５ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SD１１９→本跡

２１２９ Ｄ１１ｃ６ Ｎ－６２°－Ｅ 楕円形 ０�９６ × ０�７０ ３０ 垂直 皿状 人為 鉄製品 SD１１９→本跡→SK２１３０

２１３０ Ｄ１１ｃ６ Ｎ－５８°－Ｅ 楕円形 ０�５２ ×［０�３８］ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SD１１９→SK２１２９→本跡

２１３１ Ｃ１１ｆ６ Ｎ－８７°－Ｅ 楕円形 ０�７２ × ０�６５ １０ 外傾 平坦 不明 本跡→SI２０７５→PG１３

２１３２ Ｃ１１ｉ７ Ｎ－７４°－Ｅ 楕円形 ０�７８ × ０�５８ ３０ 外傾 平坦 不明 須恵器片 SK２１３３→本跡

２１３３ Ｃ１１ｉ７ Ｎ－６８°－Ｅ 不整楕円形 ０�６４ × ０�４０ １８ 外傾 平坦 不明 土師器片 本跡→SK２１３２

２１３５ Ｃ１１ｈ８ Ｎ－３７°－Ｗ 隅丸長方形 ０�８４ × ０�５８ ３０ 垂直 平坦 人為

２１３６ Ｃ１１ｈ０ Ｎ－４６°－Ｗ 隅丸方形 ０�９６ × ０�９４ ４４ 外傾 皿状 人為 土師器片

２１３７ Ｄ１１ａ６ Ｎ－０° 円形 １�１９ × １�１５ １０ 外傾 平坦 人為

２１３８ Ｄ１１ｈ６ Ｎ－４°－Ｗ 長方形 １�１０ × ０�８８ １８ 緩斜 皿状 人為 SK２１３９→本跡→SK２１１９

２１３９ Ｄ１１ｈ６ Ｎ－０° 円形 ０�４４ ×［０�１６］ ６ 緩斜 皿状 人為 本跡→SK２１３８

２１４０ Ｄ１１ｃ４ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�９８ × ０�８０ ４１ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片，陶器片，
土製品 SD１１９→本跡

２１４１ Ｃ１１ｇ８ Ｎ－３°－Ｅ［長方形］（０�９２）× ０�８６ ３４ 外傾 平坦 人為 本跡→SK２１４２→PG１３

２１４２ Ｃ１１ｇ８ Ｎ－３°－Ｅ 方形 １�１０ × ０�９４ ３６ 緩斜 平坦 人為 土師器片 SK２１４１→本跡→
SK２１６１→PG１３

２１４４ Ｃ１１ｈ９ Ｎ－１５°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�５４ １２ 外傾 皿状 不明

２１４５ Ｃ１１ｈ９ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�４２ × ０�３８ ２６ 外傾 皿状 不明 土師器片

２１４６ Ｃ１１ｈ９ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�４５ ３０ 緩斜 皿状 不明

２１４８ Ｃ１２ｈ１ Ｎ－６４°－Ｅ 隅丸長方形 ０�７２ × ０�４６ ４４ 外傾 皿状 人為 土師器片

―９２８―



番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
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（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２１５１ Ｃ１１ｈ９ Ｎ－８８°－Ｅ 楕円形 ０�４６ ×［０�２３］ ３４ 垂直 平坦 不明 SE４５→本跡

２１５２ Ｃ１１ｈ８ Ｎ－１３°－Ｗ 隅丸長方形 ０�７１ × ０�４６ ３１ 外傾 皿状 人為

２１５３ Ｄ１１ｃ６ Ｎ－０° 円形 ０�３６ × ０�３３ ３２ 緩斜 Ｖ字状 人為 SB３５８→本跡

２１５４ Ｄ１１ｃ６ Ｎ－７８°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�７８ ３８ 緩斜 皿状 人為 SB３５８→SK２１５５→本跡

２１５５ Ｄ１１ｃ６ Ｎ－３９°－Ｅ 楕円形 １�０４ × ０�８０ ５８ 外傾 皿状 人為 SB３５８→本跡→SK２１５４

２１５６ Ｄ１１ｃ６ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�４２ × ０�４０ １０ 緩斜 皿状 不明

２１５７ Ｄ１１ｂ４ Ｎ－９０°－Ｅ［長方形］ ０�９８ ×［０�８１］ ３０ 外傾 平坦 人為

２１５８ Ｄ１１ｃ４ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�３２ × ０�２８ ４６ 外傾 Ｕ字状 人為 SD１１９→本跡

２１５９ Ｃ１１ｉ２ Ｎ－７８°－Ｅ 長方形 １�６８ × １�１０ ３２ 垂直 平坦 人為 土師器片

２１６０ Ｃ１１ｉ２ Ｎ－２°－Ｅ 隅丸方形 １�０４ × ０�９４ ３２ 外傾 皿状 人為 SI２０７２→本跡

２１６２ Ｄ１１ｂ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�６２ × ０�４６ ６４ 垂直 皿状 人為 SI２０７２→本跡

２１６３ Ｄ１１ｂ５ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�６２ × ０�４８ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片

２１６４ Ｄ１１ｂ６ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 ０�４５ × ０�３８ ２２ 外傾 皿状 人為

２１６５ Ｄ１１ｃ２ Ｎ－０° 隅丸長方形 １�４４ × １�２８ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片

２１６６ Ｄ１１ｂ４ Ｎ－３３°－Ｗ 楕円形 ０�３８ × ０�３４ ４３ 緩斜 皿状 不明

２１６７ Ｃ１１ｆ５ Ｎ－８２°－Ｅ 長方形 ［１�７０］× ０�８８ ２９ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK２１８２→本跡

２１６８ Ｃ１１ｆ６ Ｎ－７°－Ｗ 隅丸長方形 ０�９６ × ０�７２ ６２ 外傾 凹凸 人為 土師器片，瓦片 SI２１５４→本跡

２１６９ Ｃ１１ｆ７ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 １�０６ × ０�８０ １６ 外傾 平坦 人為 SI２０７５→本跡→PG１３

２１７３ Ｃ１１ｇ８ Ｎ－３０°－Ｅ 円形 ０�６０ × ０�５６ ４０ 外傾 皿状 人為

２１７５ Ｃ１１ｆ７ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ０�８６ × ０�８６ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２１７６ Ｃ１１ｅ７ Ｎ－０° 隅丸長方形 ０�８８ × ０�６８ １８ 緩斜 皿状 人為 SI２１５４→本跡

２１７９ Ｃ１１ｆ８ Ｎ－８５°－Ｅ 隅丸長方形 １�６６ × ０�７２ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片 本跡→SK２１８０

２１８０ Ｃ１１ｆ８ Ｎ－５°－Ｗ 隅丸長方形 １�２２ × ０�９２ １６ 緩斜 平坦 人為 SK２１７９→本跡

２１８２ Ｃ１１ｆ５ Ｎ－０° ［隅丸方形］ ０�８０ ×［０�４４］ ２４ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK２１６７

２１８９ Ｃ１１ｇ８ Ｎ－８５°－Ｅ 隅丸長方形 １�１８ × ０�８６ ４６ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→SK２１９０

２１９０ Ｃ１１ｇ８ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ０�９８ × ０�６８ ４４ 垂直 平坦 人為 SK２１８９→本跡

２１９１ Ｃ１１ｅ６ Ｎ－３４°－Ｗ 楕円形 ［０�９０］× ０�７８ ３２ 緩斜 平坦 不明 土師器片

２１９２ Ｃ１１ｅ６ Ｎ－３４°－Ｗ 円形 ０�３０ × ０�２８ ２４ 外傾 Ｕ字状 不明 須恵器片

２１９４ Ｃ１１ｈ９ Ｎ－７４°－Ｅ 長方形 １�１４ × ０�９４ ４２ 外傾 平坦 人為

２１９５ Ｃ１１ｉ２ Ｎ－２７°－Ｅ 円形 ０�３６ × ０�３２ ３４ 外傾 皿状 人為 土師器片

２１９６ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－２°－Ｅ 隅丸長方形 ０�９６ × ０�６６ ２３ 外傾 平坦 人為 SK２４１４→本跡

２１９８ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－８５°－Ｅ 隅丸方形 １�０４ × ０�９４ １８ 外傾 平坦 人為 SI２０７５→SK２２００→本跡

２１９９ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－１３°－Ｗ 隅丸長方形 １�０４ × ０�７８ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０７５→SK２２００・２４１４→本跡

２２００ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－８４°－Ｅ ［隅丸長方形］（１�１０）× ０�９８ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK２１９８・２１９９

２２０１ Ｃ１４ｈ７ Ｎ－１１°－Ｅ 楕円形 ０�６８ × ０�６２ ４５ 外傾 平坦 不明 土師器片，須恵器片 本跡→SB４０７

２２０２ Ｃ１４ｈ５ Ｎ－１９°－Ｅ 楕円形 １�４２ × １�３２ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→PG２６

２２０３ Ｃ１４ｉ６ Ｎ－７６°－Ｗ 長方形 ２�２６ × ０�７４ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SB４０７→本跡

２２０４ Ｃ１４ｉ４ Ｎ－２５°－Ｅ 長方形 １�５０ × １�３６ １６ 外傾 平坦 人為 土師器片

２２０５ Ｃ１４ｊ７ Ｎ－１１°－Ｅ 隅丸長方形 ２�２４ × ０�８２ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２０６ Ｃ１４ｊ７ Ｎ－２３°－Ｅ 隅丸長方形 ２�４４ × １�１４ １６ 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片

２２０７ Ｄ１４ａ８ Ｎ－７５°－Ｗ ［隅丸長方形］（１�０８）× ０�７８ ３４ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２０８ Ｄ１４ａ７ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�９５ × ０�８５ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２０９ Ｄ１４ａ７ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�５８ × ０�４４ ５２ 垂直 平坦 人為 土師器片

２２１０ Ｄ１４ａ７ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 １�２２ × ０�８４ ６０ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２１１ Ｃ１３ｉ９ Ｎ－８°－Ｅ 円形 ０�２３ × ０�２２ ８ 外傾 平坦 人為 SI２２１３→本跡

２２１２ Ｃ１４ｉ８ Ｎ－７５°－Ｅ 円形 ０�６０ × ０�５８ ５６ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

―９２９―
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２２１３ Ｃ１３ｉ９ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ２�２８ × ０�６５ １１ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２１０１→本跡

２２１４ Ｃ１４ｉ４ Ｎ－４７°－Ｅ 楕円形 １�３０ × ０�８３ ５３ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２１７ Ｃ１４ｇ９ Ｎ－０° 円形 ０�８６ × ０�８６ ４８ 緩斜 凹凸 人為

２２１８ Ｃ１４ｃ５ Ｎ－６２°－Ｗ 不整長方形 １�９１ × １�５６ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１０３→本跡

２２２２ Ｃ１４ｊ５ Ｎ－１９°－Ｅ 不整長方形 １�６１ × ０�９６ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２２３ Ｄ１４ａ４ Ｎ－１８°－Ｅ 長方形 １�６２ × ０�８４ １８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１０１→本跡

２２２４ Ｃ１４ｉ５ Ｎ－４３°－Ｅ 隅丸長方形 １�２０ × ０�８２ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片

２２２５ Ｃ１４ｊ５ Ｎ－４０°－Ｗ 隅丸長方形 ０�８４ × ０�３８ ２６ 外傾 皿状 人為 土師器片

２２２６ Ｄ１４ｂ３ Ｎ－５°－Ｗ 円形 １�０４ × ０�９８ １９ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１０４・２１０１→本跡

２２２７ Ｄ１４ａ３ Ｎ－２０°－Ｅ 円形 １�１４ × １�１０ ３２ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１０４・２１０１→本跡

２２２８ Ｄ１４ａ３ Ｎ－０° 円形 １�２０ × １�２０ ３１ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１０４→本跡

２２２９ Ｄ１４ｄ７ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 ０�９５ × ０�６５ １８ 緩斜 平坦 人為

２２３０ Ｃ１４ｅ６ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�８４ × ０�６４ ３２ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片，磁器片 本跡→SB４０４

２２３４ Ｂ１０ｈ４ Ｎ－９°－Ｗ［長方形］ １�４５ ×［０�９５］ ２０ 緩斜 平坦 人為 SI２０５９→本跡

２２３５ Ｄ１４ａ３ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 １�２８ × ０�８０ ６ 緩斜 平坦 人為

２２３６ Ｂ１４ｊ０ Ｎ－７４°－Ｗ 長方形 ２�２４ × ０�８６ １８ 緩斜 平坦 自然

２２４０ Ｂ１４ｉ６ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 ０�８０ × ０�７０ １６ 緩斜 平坦 人為

２２４３ Ｂ１４ｊ８ Ｎ－７５°－Ｗ 不整楕円形 １�７４ × ０�６２ ４８ 外傾 皿状 人為

２２４４ Ｂ１４ｉ８ Ｎ－７９°－Ｗ 隅丸長方形 １�８０ × ０�４１ １２ 外傾 平坦 人為 SB４０５→本跡

２２４５ Ｃ１４ｈ２ Ｎ－２２°－Ｅ 隅丸長方形 １�１６ × ０�８６ １８ 外傾 平坦 自然 土師器片 第３９号方形竪穴遺構→本跡

２２４６ Ｃ１４ｉ１ Ｎ－４８°－Ｅ 楕円形 ０�９２ × ０�８４ １０ 外傾 平坦 自然 第３９号方形竪穴遺構→本跡

２２４７ Ｃ１４ｈ３ Ｎ－６２°－Ｗ 長方形 １�５０ × ０�８６ １６ 緩斜 平坦 人為

２２４８ Ｃ１４ｊ３ Ｎ－２°－Ｅ 円形 １�１４ × １�０８ ２８ 外傾 平坦 人為 本跡→SK２５０７

２２４９ Ｃ１４ｂ６ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 １�２０ × １�０２ １２ 外傾 平坦 自然

２２５０ Ｃ１４ｂ７ Ｎ－７７°－Ｗ 不整長方形 １�９５ × １�０８ ８８ 垂直 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SB４１７→本跡

２２５１ Ｃ１４ａ９ Ｎ－０° 円形 ０�９６ × ０�９６ ６３ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２５２ Ｃ１４ｂ８ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 ０�８８ × ０�６５ ６０ 外傾 平坦 人為

２２５３ Ｃ１４ｂ８ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�５８ × ０�４６ ４８ 垂直 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片

２２５４ Ｃ１４ａ８ Ｎ－７３°－Ｗ 円形 ０�４８ × ０�４６ ５３ 外傾 皿状 自然

２２５５ Ｃ１４ａ８ Ｎ－４５°－Ｗ 円形 １�０８ × １�００ ４６ 外傾 平坦 自然

２２５６ Ｃ１４ａ７ Ｎ－７０°－Ｅ 円形 １�０９ × １�００ ５８ 外傾 平坦 自然

２２５７ Ｃ１４ｂ９ Ｎ－２８°－Ｅ 楕円形 ０�９５ × ０�７７ ７９ 垂直 平坦 自然 SB４０９→本跡

２２５８ Ｃ１４ｊ２ Ｎ－０° 方形 ０�９４ × ０�９２ １５ 緩斜 平坦 人為

２２５９ Ｃ１４ｉ２ Ｎ－７２°－Ｗ 長方形 １�３２ × ０�８８ ８ 緩斜 平坦 人為

２２６０ Ｃ１４ｉ２ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 １�０５ × ０�９５ １４ 外傾 皿状 人為

２２６１ Ｃ１４ｆ６ Ｎ－１１°－Ｅ 長方形 １�９２ × ０�５６ ５２ 垂直 平坦 自然

２２６２ Ｃ１４ｇ３ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�５３ × ０�４５ ２０ 緩斜 Ｖ字状 不明 SI２１１０→本跡

２２６３ Ｃ１４ｃ３ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ２�８０ × ２�５２ ２６ 緩斜 平坦 人為

２２６５ Ｂ１４ｉ５ Ｎ－１６°－Ｗ 楕円形 ０�９１ × ０�７９ ４０ 外傾 平坦 自然

２２６７ Ｃ１４ｃ２ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 １�１２ × ０�８６ ４２ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片

２２６８ Ｃ１４ｆ８ Ｎ－１８°－Ｅ 方形 １�８４ × １�６８ ５４ 垂直 平坦 自然 本跡→SB４１６

２２６９ Ｃ１４ｆ７ Ｎ－７４°－Ｗ 長方形 １�３６ × ０�７６ ５３ 垂直 平坦 人為 須恵器片

２２７１ Ｃ１４ｃ２ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸方形 １�３２ × １�２６ ５３ 外傾 平坦 自然 SI２１１９→本跡

２２７３ Ｂ１４ｊ７ Ｎ－０° 円形 ０�４６ × ０�４６ ５０ 外傾 平坦 人為

２２７４ Ｃ１４ｂ７ Ｎ－４７°－Ｅ 楕円形 １�０５ × １�００ ９３ 垂直 平坦 自然

２２７５ Ｃ１３ａ１ Ｎ－１５°－Ｅ 長方形 ３�２８ × ０�９０ ７８ 垂直 平坦 人為 SI２１２４・SK２３１２→
本跡→PG２４
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２２７９ Ｃ１２ａ７ Ｎ－７７°－Ｗ 隅丸長方形 ４�４８ × ０�６１ ２２ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２８０ Ｂ１３ｊ３ Ｎ－６９°－Ｗ 円形 ０�３４ × ０�３０ ２８ 垂直 平坦 人為 土師器片 SI２１２０・SK２２８１→本跡

２２８１ Ｂ１３ｊ３ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�９４ × ０�８９ ２３ 外傾 平坦 人為 SI２１２０→本跡→SK２１８０

２２８２ Ｂ１３ｊ５ Ｎ－２８°－Ｅ 円形 ０�５０ × ０�４２ ２６ 外傾 平坦 人為 SB４１９・４２１→本跡

２２８３ Ｂ１３ｉ４ Ｎ－０° 隅丸方形 ０�７０ × ０�７０ １５ 外傾 平坦 人為

２２８４ Ｂ１３ｉ４ Ｎ－７０°－Ｅ 円形 ０�７０ × ０�６５ ２０ 外傾 平坦 人為

２２８６ Ａ１３ｉ６ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 ０�９０ × ０�８０ ２３ 緩斜 平坦 人為 SI２１４４→本跡

２２８７ Ａ１３ｉ６ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 ０�８０ × ０�７２ ４１ 緩斜 皿状 人為 SI２１４４→本跡

２２８８ Ｃ１３ａ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�８０ × ０�５６ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器片

２２８９ Ｃ１３ａ５ Ｎ－０° 円形 ０�４８ × ０�４６ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２９０ Ａ１３ｉ７ Ｎ－９０°－Ｅ 方形 １�５２ ×［０�６４］ ２４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１３５・２１４４→本跡

２２９１ Ｂ１３ａ４ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 ０�７０ × ０�６０ ２６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２２９２ Ｃ１３ａ５ Ｎ－１０°－Ｅ 円形 ０�８６ × ０�７８ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片

２２９５ Ｃ１３ａ５ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ０�２６ × ０�２０ ２２ 外傾 Ｕ字状 不明 土師器片

２２９７ Ａ１３ｊ０ Ｎ－６６°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�４８ ３４ 外傾 平坦 自然

２２９８ Ａ１３ｊ０ Ｎ－３０°－Ｅ 円形 ０�７４ × ０�７１ ４２ 外傾 平坦 自然

２３０１ Ｂ１４ｄ０ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�４４ １８ 外傾 平坦 自然

２３０２ Ｂ１４ｄ０ Ｎ－１９°－Ｅ 楕円形 ０�４５ × ０�３８ １５ 外傾 平坦 自然

２３０３ Ｂ１４ｄ０ Ｎ－２７°－Ｗ 円形 ０�５７ × ０�５４ ２１ 緩斜 皿状 人為

２３０４ Ｂ１４ｄ０ Ｎ－３２°－Ｗ 円形 ０�７３ × ０�６９ １８ 外傾 平坦 人為

２３０５ Ｂ１４ｄ０ Ｎ－４８°－Ｗ 不整楕円形 ２�１２ ×［１�１３］ ３７ 外傾 皿状 人為 本跡→SK２３５６

２３０６ Ｂ１４ｄ０ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�４０ ３０ 外傾 皿状 不明

２３０７ Ｂ１４ｃ９ Ｎ－７１°－Ｗ 楕円形 ０�７５ × ０�６５ １７ 外傾 平坦 不明

２３０８ Ｂ１３ｃ９ Ｎ－１５°－Ｗ 円形 ０�４０ × ０�４０ １８ 外傾 平坦 不明

２３０９ Ｂ１４ｃ９ Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 ０�７８ × ０�６８ １７ 外傾 平坦 人為

２３１０ Ｂ１３ｈ３ Ｎ－３３°－Ｗ 楕円形 ０�４６ × ０�３８ ６６ 垂直 Ｕ字状 人為 土師器片 SI２１２９→本跡

２３１２ Ｃ１３ａ１ Ｎ－１７°－Ｅ［楕円形］ ０�７１ ×［０�４８］ １５ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２１２４→本跡→SK２２７５

２３３０ Ｂ１２ｊ８ Ｎ－３１°－Ｗ 楕円形 ０�８４ × ０�７２ １２ 緩斜 平坦 人為 SB３３３→本跡

２３３７ Ｂ１４ａ２ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸長方形 １�５８ × ０�９３ ２８ 緩斜 平坦 人為 須恵器片 本跡→SK２３５２・２３５３

２３３８ Ｂ１４ａ３ Ｎ－５５°－Ｗ 不整楕円形 １�００ × ０�８４ ２４ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK２３５４・２３５５

２３３９ Ｂ１４ａ３ Ｎ－１４°－Ｅ 隅丸長方形 １�５９ × ０�７１ ８ 緩斜 平坦 人為 須恵器片

２３４０ Ｂ１４ｂ５ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 ０�８６ × ０�６４ ２３ 緩斜 凹凸 自然

２３５２ Ｂ１４ａ２ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�３２ × ０�２８ ３８ 緩斜 皿状 人為 SK２３３７→本跡

２３５３ Ｂ１４ａ２ Ｎ－０° 楕円形 ０�３６ × ０�３２ ４６ 外傾 Ｕ字状 人為 SK２３３７→本跡

２３５４ Ｂ１４ａ３ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 ０�５４ × ０�４８ ６６ 外傾 Ｕ字状 人為 SK２３３８→本跡

２３５５ Ｂ１４ａ３ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�３８ １２ 外傾 皿状 人為 SK２３３８→本跡

２３５６ Ｂ１４ｃ０ Ｎ－５４°－Ｗ 楕円形 １�２０ × １�０８ １０ 外傾 平坦 人為 不明鉄製品 SK２３０５→本跡

２３５７ Ｂ１３ｈ４ Ｎ－０° 円形 １�０６ × ０�９８ ５７ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２３５８ Ｂ１３ｈ４ Ｎ－１５°－Ｗ 隅丸長方形 ０�９４ × ０�７４ １１ 緩斜 平坦 人為

２３５９ Ｂ１３ｈ４ Ｎ－２２°－Ｅ 方形 ０�８４ × ０�８４ １４ 緩斜 平坦 人為

２３６０ Ｂ１３ｇ４ Ｎ－６３°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�５８ １２ 緩斜 平坦 自然 SI２１４７→本跡

２３６２ Ｃ１２ｉ４ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 ０�８６ × ０�７２ ５２ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２３６３ Ｂ１３ｈ５ Ｎ－７５°－Ｗ 楕円形 ０�９２ × ０�７２ ６０ 外傾 平坦 人為 土師器片

２３６５ Ｃ１３ａ４ Ｎ－４０°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�４０ １１ 緩斜 平坦 人為

２３６７ Ｂ１３ｊ４ Ｎ－５４°－Ｅ 円形 ０�５０ × ０�４５ ４８ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２１４３→本跡

２３６８ Ｂ１３ａ０ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ０�９０ × ０�７０ ３４ 緩斜 平坦 自然
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２３６９ Ｂ１３ａ０ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�７１ × ０�５３ １３ 緩斜 平坦 人為

２３７０ Ｂ１３ａ０ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�８６ × ０�５２ ２０ 外傾 平坦 人為

２３７１ Ｂ１４ｊ２ Ｎ－０° 円形 ０�３６ × ０�３６ ２８ 外傾 皿状 人為

２３７２ Ｂ１４ｊ２ Ｎ－４３°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�５０ ４２ 外傾 平坦 人為 本跡→SK２３７３

２３７３ Ｂ１４ｊ２ Ｎ－３１°－Ｅ 不整円形 ０�６２ × ０�５８ ２２ 緩斜 平坦 人為 SK２３７２→本跡

２３７４ Ｂ１４ｊ２ Ｎ－８５°－Ｅ 楕円形 ０�５２ × ０�４２ ２３ 緩斜 皿状 人為

２３７５ Ｂ１４ｊ２ Ｎ－６６°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�３８ １８ 緩斜 平坦 人為

２３７６ Ｂ１４ｊ２ Ｎ－２８°－Ｅ 楕円形 ０�８８ × ０�５８ １８ 緩斜 凹凸 人為

２３７７ Ｂ１４ｊ３ Ｎ－４３°－Ｅ 円形 ０�５０ × ０�４５ １６ 緩斜 平坦 人為

２３７８ Ｂ１４ｊ３ Ｎ－４９°－Ｅ 円形 ０�４２ × ０�４０ ３２ 緩斜 皿状 人為

２３７９ Ｂ１３ｉ４ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 ０�４２ × ０�３２ １８ 外傾 平坦 人為

２３８０ Ｂ１３ｉ４ Ｎ－６３°－Ｗ 円形 ０�２８ × ０�２６ １５ 緩斜 平坦 人為

２３８３ Ａ１３ｉ３ Ｎ－４９°－Ｅ 不整楕円形 ０�９０ × ０�８２ ６０ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SK２３８４→本跡

２３８４ Ａ１３ｉ３ Ｎ－０° ［不整円形］ １�０６ ×［０�６２］ ３２ 緩斜 皿状 人為 須恵器片 本跡→SK２３８３

２３８５ Ａ１３ｊ３ Ｎ－０° 円形 ０�４４ × ０�４１ ５４ 外傾 皿状 人為 土師器片

２３８６ Ａ１３ｊ３ Ｎ－０° 円形 ０�３２ × ０�３０ １９ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２３８７ Ａ１３ｊ４ Ｎ－３８°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�４２ ３６ 垂直 皿状 人為

２３８８ Ａ１３ｊ４ Ｎ－０° 円形 ０�３０ × ０�３０ １８ 外傾 平坦 人為

２３８９ Ａ１３ｊ４ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 ０�５６ × ０�４１ ３２ 外傾 平坦 人為

２３９０ Ａ１３ｊ４ Ｎ－８５°－Ｅ 楕円形 ０�３４ × ０�２８ ２６ 外傾 平坦 人為

２３９１ Ｂ１２ｊ８ Ｎ－７２°－Ｅ 隅丸長方形 １�００ × ０�７１ ３８ 垂直 平坦 人為 土師器片 SB３３３→本跡

２３９６ Ｂ１３ｇ４ Ｎ－２２°－Ｗ 隅丸方形 ０�８４ × ０�８１ １８ 緩斜 皿状 人為 SI２１４７→本跡

２３９８ Ｂ１３ｇ４ Ｎ－８０°－Ｗ 隅丸長方形 ０�９６ ×［０�３９］ ２０ 緩斜 皿状 人為 SI２１４７→本跡

２４０３ Ｃ１１ｅ６ Ｎ－０° 円形 ０�６２ × ０�５６ １３ 緩斜 皿状 人為

２４０４ Ｃ１１ｆ６ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�０２ × ０�７９ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０７５→本跡

２４０５ Ｃ１２ｊ１ Ｎ－３°－Ｅ 不整楕円形 １�０７ × ０�５０ １０ 外傾 平坦 人為 SB３３６→本跡

２４０６ Ｃ１１ｅ０ Ｎ－７５°－Ｅ［楕円形］ ２�１４ ×［０�６２］ ６ 緩斜 平坦 人為 土師器片 本跡→第４０号方形竪穴遺構

２４０７ Ｃ１１ｅ０ Ｎ－１°－Ｅ ［方形］ ０�６０ ×［０�４８］ ５６ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→第４０号方形竪穴遺構

２４０８ Ｃ１１ｄ９ Ｎ－１０°－Ｗ 長方形 １�３２ ×［０�９０］ １０ 緩斜 平坦 不明 本跡→第４２号方形竪穴遺構

２４１１ Ｄ１２ａ１ Ｎ－８１°－Ｗ 楕円形 ０�７４ × ０�５３ １２ 緩斜 平坦 人為 SK２４１２→本跡

２４１２ Ｄ１２ａ１ Ｎ－７２°－Ｅ［楕円形］ ０�６２ ×［０�４７］ １０ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK２４１１

２４１４ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－８°－Ｗ ［隅丸長方形］（１�６２）× ０�９８ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK２１９６・SK２１９９
→PG１３

２４１５ Ｃ１１ｆ０ Ｎ－８８°－Ｅ 隅丸長方形 ２�３５ × ０�９４ １９ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK２４１６→本跡

２４１６ Ｃ１１ｆ０ Ｎ－９０°－Ｅ ［円形］ ０�８３ ×［０�４３］ １３ 外傾 平坦 人為 本跡→SK２４１５

２４１７ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－８６°－Ｅ 不定形 １�４５ × １�１８ １４ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片，鉄製品 SI２０７５→本跡

２４１９ Ｄ１１ａ０ Ｎ－７６°－Ｅ 円形 ０�３７ × ０�３４ ２１ 外傾 皿状 自然 SI２１８５→本跡

２４２１ Ｃ１１ｄ７ Ｎ－０° 円形 ０�８４ × ０�７７ ２１ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２１５４→本跡

２４２２ Ｃ１１ｅ６ Ｎ－０° 円形 ０�６１ × ０�５６ １７ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１５４→本跡

２４２３ Ｃ１１ｅ６ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 ［０�７９］× ０�５９ １９ 外傾 平坦 人為 SI２１５４→本跡

２４２４ Ｃ１１ｄ７ Ｎ－３９°－Ｗ 楕円形 ０�７３ × ０�６５ ２４ 垂直 平坦 人為 土師器片 SI２１５４→本跡

２４２５ Ｃ１１ｄ６ Ｎ－１８°－Ｅ 楕円形 ０�６１ × ０�５２ ２８ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片 SI２１５４→本跡

２４２７ Ｃ１１ｇ６ Ｎ－８１°－Ｅ 隅丸長方形 ０�９８ × ０�６７ ９ 緩斜 皿状 人為

２４２８ Ｃ１１ｆ３ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�９７ ２７ 外傾 平坦 人為 SI２１６４→本跡

２４２９ Ｂ１１ｊ３ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�７７ ６１ 外傾 平坦 人為

２４３０ Ｂ１２ｊ１ Ｎ－７０°－Ｗ 隅丸長方形 １�１６ × ０�９２ ６１ 外傾 平坦 人為 土師器片，磁器片

２４３１ Ｃ１３ｊ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�３８ × ０�３２ ２８ 外傾 皿状 人為
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２４３２ Ｄ１３ａ６ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�３９ × ０�３７ ４６ 垂直 皿状 人為

２４３３ Ｄ１３ａ７ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ０�３８ × ０�３６ ３３ 外傾 皿状 人為

２４３４ Ｃ１３ｊ７ Ｎ－７７°－Ｅ 楕円形 ０�６０ × ０�５３ ２３ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２４３５ Ｃ１３ｉ３ Ｎ－８８°－Ｗ 円形 ０�３７ × ０�３４ ３５ 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片

２４３７ Ｃ１３ｉ３ Ｎ－４８°－Ｅ 円形 ０�３５ × ０�３２ ２９ 外傾 平坦 自然 土師器片

２４３８ Ｂ１１ｊ６ Ｎ－１９°－Ｅ 円形 ０�５９ × ０�５７ ２８ 外傾 皿状 人為

２４３９ Ｃ１１ａ７ Ｎ－７３°－Ｅ 円形 ０�２８ × ０�２６ １４ 外傾 皿状 人為

２４４０ Ｂ１１ｊ７ Ｎ－７６°－Ｅ 楕円形 ０�２８ × ０�２６ ２６ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

２４４１ Ｂ１１ｉ８ Ｎ－３８°－Ｗ 楕円形 ０�４５ × ０�３３ ２１ 外傾 皿状 自然

２４４２ Ｃ１１ｃ７ Ｎ－６０°－Ｅ 円形 ０�５８ × ０�５４ ２４ 緩斜 皿状 人為

２４４３ Ｃ１３ｊ７ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�４２ × ０�３０ ５０ 垂直 Ｕ字状 自然 土師器片

２４４４ Ｃ１３ｊ６ Ｎ－６５°－Ｗ［楕円形］ ０�５２ × ０�４８ ３４ 緩斜 凹凸 人為 土師器片，須恵器片 SB３６８→本跡

２４４５ Ｃ１３ｉ１ Ｎ－８５°－Ｅ 隅丸方形 ０�５８ × ０�５０ ３４ 外傾 皿状 人為 土師器片

２４４６ Ｃ１３ｉ１ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�３８ × ０�３６ ２５ 外傾 皿状 自然

２４４７ Ｃ１３ｊ１ Ｎ－９°－Ｅ 隅丸方形 ０�６２ × ０�６０ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片，砥石

２４４８ Ｃ１３ｊ１ Ｎ－１５°－Ｗ 楕円形 ０�４２ × ０�３４ ２１ 外傾 皿状 自然 土師器片

２４４９ Ｃ１３ｊ１ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�４６ × ０�４１ ４８ 外傾 Ｕ字状 自然

２４５０ Ｃ１３ｊ６ Ｎ－７０°－Ｗ 隅丸方形 １�０２ × ０�９４ ４８ 緩斜 皿状 人為 SB３６８→本跡

２４５１ Ｄ１３ｂ５ Ｎ－７０°－Ｗ 楕円形 ０�７２ × ０�５６ ３ 緩斜 皿状 人為 SI２０７８→本跡

２４５２ Ｄ１３ｂ５ Ｎ－３３°－Ｗ 楕円形 ０�４２ × ０�３５ １５ 外傾 皿状 人為 SI２０７８→本跡

２４５３ Ｂ１３ｂ６ Ｎ－６３°－Ｗ 楕円形 １�０８ × ０�９３ ５ 外傾 皿状 不明 SI２０７８→本跡

２４５４ Ｃ１３ｉ４ Ｎ－０° 円形 ０�３３ × ０�３３ ２６ 外傾 平坦 自然

２４５５ Ｄ１３ｃ６ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 ０�９１ × ０�８０ ４１ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２４５６ Ｄ１３ｄ６ Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 ０�８９ × ０�６７ ３９ 緩斜 皿状 人為

２４５７ Ｃ１３ｊ１ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�６７ × ０�５５ ５７ 外傾 平坦 人為 須恵器片

２４５８ Ｄ１３ｄ６ Ｎ－３８°－Ｗ 楕円形 ０�８８ × ０�６７ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２４６０ Ｃ１３ｉ１ Ｎ－３８°－Ｗ 円形 ０�２６ × ０�２２ ２８ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

２４６１ Ｄ１３ｃ６ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 ０�９６ × ０�６６ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片

２４６２ Ｃ１３ｇ８ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 ０�５５ × ０�４８ ２４ 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片

２４６４ Ｃ１２ｉ８ Ｎ－４°－Ｗ 円形 ０�５５ × ０�５０ ３４ 外傾 皿状 人為 土師器片

２４６５ Ｃ１２ｉ８ Ｎ－３７°－Ｗ［楕円形］（０�７７）×［０�６２］ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→SB４０６

２４６６ Ｃ１２ｉ７ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ０�９８ × ０�７８ ２８ 外傾 平坦 人為

２４６７ Ｄ１２ｂ９ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�００ × ０�８２ ８８ 外傾 平坦 人為 土師器片

２４６９ Ｄ１３ｃ６ Ｎ－６７°－Ｗ 楕円形 ０�６６ × ０�３８ ２４ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２４７０ Ｄ１１ｈ４ Ｎ－０° 円形 ０�４７ × ０�４６ １４ 垂直 平坦 人為 SI２２１２→本跡

２４７８ Ｃ１１ｇ７ Ｎ－８２°－Ｅ 楕円形 ０�３４ × ０�２６ ３８ 緩斜 皿状 人為

２４８１ Ｃ１１ｆ７ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ０�４６ × ０�３６ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０７５→本跡

２４８２ Ｃ１１ｆ７ Ｎ－５°－Ｅ 隅丸長方形 １�４９ × ０�５６ ４２ 外傾 平坦 人為 SI２０７５→本跡

２４８４ Ｃ１１ｆ９ Ｎ－７０°－Ｗ 隅丸方形 １�１４ × ０�９５ ４８ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK２４８５・SK２４８７→
PG１３→本跡

２４８５ Ｃ１１ｆ９ Ｎ－０° ［楕円形］ ０�５２ ×［０�５２］ ２８ 外傾 平坦 人為 本跡→PG１３→SK２４８４

２４８７ Ｃ１１ｆ９ Ｎ－７５°－Ｅ［楕円形］ ０�７８ ×［０�４２］ １８ 外傾 皿状 人為 本跡→PG１３→SK２４８４

２４８８ Ｃ１１ｆ９ Ｎ－８９°－Ｅ 隅丸長方形 １�８０ × ０�７２ ５４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２４９４ Ｄ１３ｃ８ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�４６ ３９ 垂直 平坦 自然 土師器片

２４９５ Ｄ１３ｃ８ Ｎ－８°－Ｗ 隅丸方形 ０�７２ × ０�７０ ４８ 外傾 平坦 自然 土師器片

２４９６ Ｄ１１ａ９ Ｎ－５７°－Ｅ 隅丸長方形 ２�３２ × １�１６ ２２ 緩斜 平坦 人為 SI２０４８→SI２１５３→本跡

２５０１ Ｃ１０ａ７ Ｎ－０° 楕円形 ０�５４ × ０�３６ ３２ 外傾 平坦 人為 SK２５０２→本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２５０２ Ｃ１０ａ７ Ｎ－０° ［楕円形］（０�３０）×［０�２０］ ２８ 垂直 平坦 人為 本跡→SK２５０１

２５０３ Ｃ１１ｂ５ Ｎ－０° 隅丸方形 ０�６２ × ０�６２ ２４ 外傾 平坦 人為 SI２０６９→本跡

２５０４ Ｃ１１ｂ６ Ｎ－０° 隅丸方形 ［０�７０］× ０�７０ ２０ 緩斜 平坦 人為 SI２０６９→本跡

２５０５ Ｃ１１ｂ７ Ｎ－８０°－Ｗ 不整円形 ０�７４ × ０�７０ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片

２５０６ Ｃ１１ｆ５ Ｎ－１１°－Ｗ 長方形 ２�０４ × １�０６ ３０ 外傾 平坦 人為 SI２１６５→SK２４２８→本跡

２５０７ Ｃ１１ｆ２ Ｎ－１３°－Ｗ 長方形 １�０４ × ０�７４ ４０ 外傾 平坦 人為 SI２１６５→SK２４２８→本跡

２５０８ Ｂ１１ｊ７ Ｎ－７０°－Ｗ 楕円形 ０�８０ × ０�５２ ３８ 外傾 平坦 人為 土師器片

２５１１ Ｃ１１ｃ３ Ｎ－８７°－Ｅ 隅丸長方形 ［１�２３］× ０�７６ １６ 緩斜 皿状 自然 土師器片，須恵器片 SI２２０７→本跡

２５１４ Ｂ１１ｊ９ Ｎ－２０°－Ｗ 不整楕円形 ０�９０ × ０�７０ ２６ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２５１５ Ｂ１１ｊ８ Ｎ－６７°－Ｗ 不整楕円形 ０�７６ × ０�５８ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片

２５１７ Ｃ１０ｃ８ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�６４ ×［０�５２］ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５１８ Ｃ１０ｄ７ Ｎ－８２°－Ｅ 長方形 ０�８３ × ０�６４ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５１９ Ｃ１０ｄ７ Ｎ－８６°－Ｅ 隅丸長方形 １�０６ ×［０�９３］ ３４ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２５２０ Ｃ１０ｄ６ Ｎ－１５°－Ｗ 不整楕円形 ０�８３ ×［０�７１］ ２８ 緩斜 皿状 自然 SI２１７４→第４１号方形竪
穴遺構→本跡

２５２２ Ｂ１１ｈ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�９８ × ０�７３ ２８ 緩斜 平坦 人為

２５２３ Ｂ１１ｇ５ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 ０�６１ × ０�４０ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片

２５２４ Ｂ１１ｈ４ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�６８ × ０�５０ ５４ 外傾 平坦 人為

２５２６ Ｂ１１ｉ５ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�５３ × ０�４４ ３０ 外傾 平坦 人為

２５２７ Ｂ１１ｉ５ Ｎ－０° 円形 ０�３６ × ０�３６ ３９ 外傾 平坦 人為

２５２８ Ｂ１１ｉ５ Ｎ－０° 円形 ０�４３ × ０�４３ ３６ 外傾 平坦 人為

２５２９ Ｂ１１ｈ４ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�６３ × ０�４４ ２０ 緩斜 皿状 人為 須恵器片

２５３０ Ｃ１０ｄ８ Ｎ－８４°－Ｅ 隅丸長方形 １�６０ × ０�９２ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片

２５３１ Ｂ１２ｅ３ Ｎ－６３°－Ｗ 隅丸長方形 １�４６ × ０�７４ ２４ 緩斜 平坦 人為 須恵器片，鉄製品 SI２２１５→SB３６４→本跡

２５３２ Ｃ１０ｈ８ Ｎ－８６°－Ｅ 隅丸長方形 １�３４ × １�０６ １５ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SI２１７９→本跡

２５３３ Ｂ１１ｉ０ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�０２ × ０�８６ １２ 緩斜 平坦 人為

２５３４ Ｃ１１ｃ４ Ｎ－０° 円形 ０�５８ × ０�５４ １８ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２５３５ Ｃ１１ｃ４ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 ０�７３ × ０�５８ １４ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５３６ Ｃ１１ｄ４ Ｎ－６°－Ｗ 長方形 １�９４ × ０�８４ １６ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５３７ Ｃ１１ｄ４ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 １�０６ × ０�８４ １２ 緩斜 平坦 人為

２５４３ Ｃ１１ｄ６ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�６２ × ０�３９ ４３ 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片 SI２１５４→本跡

２５４４ Ｃ１０ａ６ Ｎ－０° 不整長方形 １�９８ × ０�９２ １０ 緩斜 平坦 人為 土師器片

２５４７ Ｃ１０ａ６ Ｎ－６１°－Ｅ 円形 ０�６２ × ０�５８ １１ 外傾 平坦 人為

２５４８ Ｃ１０ａ５ Ｎ－８７°－Ｗ 隅丸長方形 １�０４ × ０�６２ １０ 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片 SE４９→本跡

２５５０ Ｂ１０ｊ６ Ｎ－４５°－Ｗ 不整円形 ０�９４ × ０�９０ ２０ 外傾 皿状 人為 土師器片

２５５１ Ｃ１０ｊ５ Ｎ－０° 円形 ０�５４ × ０�５４ ２８ 緩斜 皿状 人為

２５５２ Ｂ１０ｊ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�６６ × ０�４２ ６ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２５５４ Ｃ１０ａ５ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�４０ × ０�３６ １０ 外傾 皿状 人為

２５５５ Ｃ１０ｉ７ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ０�９８ × ０�５４ ２６ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２１７９→本跡

２５５６ Ｃ１０ｃ５ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�６９ × ０�６３ １０ 緩斜 平坦 自然

２５５７ Ｃ１０ｃ６ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 ０�６３ × ０�４２ ３０ 外傾 Ｖ字状 自然

２５５８ Ｃ１０ｃ６ Ｎ－６０°－Ｅ 楕円形 ０�４９ × ０�３４ ３３ 外傾 Ｖ字状 自然 SI２１７４→本跡

２５６１ Ｂ１０ｊ５ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 ０�９０ × ０�７６ ３０ 緩斜 皿状 人為 縄文土器片，土師器片，須
恵器片

２５６２ Ｃ１１ｄ８ Ｎ－２°－Ｗ 隅丸長方形 １�３４ × １�１４ ２４ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２５６３ Ｃ１０ｈ７ Ｎ－３８°－Ｗ 楕円形 ０�４４ × ０�３８ ４３ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２１７９→本跡

２５６５ Ｄ１３ｂ５ Ｎ－９０°－Ｅ［隅丸方形］ １�１３ ×［０�４６］ ２３ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２０６５・２０７８→本跡

２５６８ Ｃ１０ｂ５ Ｎ－６３°－Ｅ 隅丸長方形 １�１４ × ０�８０ １８ 外傾 皿状 人為
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
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（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２５６９ Ｃ１０ｂ４ Ｎ－７９°－Ｅ 隅丸長方形 １�３２ × ０�８８ １４ 緩斜 平坦 人為

２５７１ Ｃ１０ｇ６ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 １�２８ × ０�９０ １０４ 外傾 Ｕ字状 自然

２５７２ Ｃ１０ｆ６ Ｎ－０° 隅丸方形 １�０１ × ０�９８ ４４ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５７３ Ｂ１２ｅ４ Ｎ－８４°－Ｗ 長方形 １�１４ × ０�６８ １２ 外傾 皿状 自然

２５７４ Ｄ１０ｊ１ Ｎ－８６°－Ｗ 円形 ０�６６ × ０�６４ １４ 緩斜 皿状 自然

２５７５ Ｄ１０ａ０ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 １�０８ × ０�９２ ４８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５７９ Ｄ１０ａ９ Ｎ－０° 円形 ０�３８ × ０�３８ １６ 緩斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SI２１６９→本跡

２５８６ Ｂ１０ｈ６ Ｎ－０° 隅丸長方形 ０�９０ × ０�６８ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５８９ Ｂ１２ｉ０ Ｎ－８４°－Ｅ 楕円形 ０�９２ × ０�６６ １８ 垂直 平坦 人為 土師器片 SI２２１４→本跡

２５９０ Ｂ１２ｉ１ Ｎ－４５°－Ｗ 楕円形 ０�８６ × ０�７２ １８ 緩斜 皿状 人為 SI２２１４→本跡

２５９１ Ｂ１２ｉ２ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�７８ × ０�６２ ８ 緩斜 平坦 人為 SI２２１４→本跡

２５９２ Ｂ１２ｉ２ Ｎ－２５°－Ｅ 楕円形 ０�８１ × ０�６６ ２３ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２２１４→本跡

２５９３ Ｂ１１ｊ１ Ｎ－０° 円形 ０�５２ × ０�５０ ２３ 緩斜 皿状 人為 SI２２１３→本跡

２５９４ Ｂ１１ｉ０ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 ０�９５ × ０�７４ １６ 緩斜 皿状 人為 SI２２１４→本跡

２５９５ Ｂ１１ｊ１ Ｎ－０° 円形 ０�４９ × ０�４９ ２３ 緩斜 皿状 人為 SI２２１４→本跡

２５９６ Ｂ１０ｉ７ Ｎ－４１°－Ｗ 長方形 １�５０ × ０�９０ １３ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２５９７ Ｂ１０ｄ８ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 （０�５０）× ０�４３ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→PG１８

２６０２ Ｄ９ｄ７ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�７６ × ０�６６ １０ 緩斜 皿状 人為

２６０３ Ｄ９ｃ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�７８ × ０�７３ １７ 緩斜 皿状 人為

２６０４ Ｄ９ｉ７ Ｎ－７°－Ｗ 不整楕円形 １�０６ × ０�８６ １２ 緩斜 皿状 不明 土師器片 SI２０２３→本跡

２６０５ Ｄ９ｄ８ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�８２ × ０�７９ １０ 緩斜 皿状 人為

２６０６ Ｄ９ｂ７ Ｎ－３７°－Ｅ 円形 ０�６４ × ０�５８ １２ 緩斜 平坦 自然

２６０７ Ｄ９ｂ７ Ｎ－３７°－Ｅ 楕円形 ０�６８ × ０�６０ ３０ 外傾 皿状 自然

２６０８ Ｄ９ｃ８ Ｎ－９０°－Ｅ ［不整楕円形］［０�９２］× ０�７２ ２５ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SK２６０９→本跡

２６０９ Ｄ９ｃ８ Ｎ－１５°－Ｗ［楕円形］ ０�６８ × ０�６０ ８ － － 人為 土師器片，石器 本跡→SK２６０８

２６１０ Ｄ９ｃ８ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�４２ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片

２６１１ Ｄ９ｄ８ Ｎ－０° 円形 ０�４８ × ０�４４ ３６ 外傾 皿状 人為

２６１２ Ｄ９ｃ８ Ｎ－０° 円形 ０�５４ × ０�５０ １３ 緩斜 皿状 人為

２６１３ Ｄ９ｅ８ Ｎ－３３°－Ｗ 楕円形 ０�５３ × ０�４４ ４４ 外傾 Ｕ字状 人為

２６１４ Ｄ９ｅ８ Ｎ－２３°－Ｅ 楕円形 ０�４２ × ０�３８ １４ 緩斜 皿状 自然

２６１５ Ｄ９ｅ８ Ｎ－７０°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�４２ ２５ 外傾 平坦 人為 土師器片

２６１６ Ｄ９ｄ８ Ｎ－２５°－Ｗ 楕円形 ０�３８ × ０�３４ ２４ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２６１７ Ｄ９ｅ８ Ｎ－０° ［円形］ ０�４０ ×［０�４０］ ２４ 外傾 平坦 人為

２６１８ Ｄ９ｆ９ Ｎ－０° 円形 ０�５４ × ０�５０ １４ 緩斜 平坦 人為

２６１９ Ｄ１０ｇ２ Ｎ－２３°－Ｗ 不整楕円形 １�１８ × １�００ ２８ 緩斜 平坦 人為 SI２０３７→本跡

２６２０ Ｄ９ｆ９ Ｎ－６３°－Ｅ［楕円形］［０�６６］× ０�４８ ２６ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２０３２→本跡→SB３０５

２６２２ Ｃ１０ｊ３ Ｎ－７０°－Ｅ 隅丸長方形 １�１８ × ０�７５ ３０ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２０１６→本跡

２６２３ Ｃ１０ｊ２ Ｎ－７１°－Ｅ 楕円形 ０�８０ × ０�８６ １０ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２０１６→本跡

２６２５ Ｄ１０ａ２ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 ０�６８ × ０�５８ １０ 緩斜 皿状 不明 SI２０１６→本跡

２６２６ Ｄ１０ａ２ Ｎ－６２°－Ｅ 円形 ０�３５ × ０�３２ １２ 緩斜 皿状 人為 SI２０１６→本跡

２６２８ Ｄ１０ａ２ Ｎ－３７°－Ｅ 不整楕円形 ０�７０ × ０�５８ ２２ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２０１６→本跡

２６２９ Ｄ１０ａ２ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ０�９５ × ０�７６ ６ 緩斜 平坦 不明 土師器片 SI２０１６→本跡

２６３０ Ｄ１０ａ２ Ｎ－７２°－Ｅ 楕円形 ０�９６ × ０�５６ １６ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２０１６→本跡

２６３１ Ｄ１０ａ２ Ｎ－２０°－Ｗ 長方形 １�０２ × ０�６０ １０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０１６→本跡

２６３２ Ｄ１０ａ２ Ｎ－６６°－Ｅ 長方形 ０�８９ × ０�６２ １０ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２０１６→本跡

２６３４ Ｅ９ａ０ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 ０�８４ × ０�６１ １６ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２０４０→本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
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（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２６６２ Ｄ１０ｆ４ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 １�１０ × ０�９２ ６８ 外傾 平坦 人為 SI２０４３→本跡

２６６３ Ｄ１０ｂ５ Ｎ－１７°－Ｅ 隅丸長方形 １�４４ × ０�９０ ６６ 垂直 平坦 人為

２６６４ Ｄ９ｉ８ Ｎ－３１°－Ｗ 楕円形 １�３０ × １�１５ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０５１→本跡

２６６５ Ｄ９ｈ８ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 １�１８ × １�１０ ３３ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０５１→本跡

２６６６ Ｄ９ｈ８ Ｎ－４７°－Ｗ 楕円形 ０�５６ × ０�４０ ３８ 垂直 平坦 人為 土師器片 SI２０５１→本跡

２６６７ Ｄ９ｈ８ Ｎ－４７°－Ｗ 楕円形 ０�７０ × ０�４８ ４０ 垂直 平坦 人為 土師器片 SI２０５１→本跡

２６６８ Ｄ９ｉ８ Ｎ－０° 円形 ０�４６ × ０�４４ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２０５１→本跡

２６６９ Ｄ９ｉ８ Ｎ－４２°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�４０ ４０ 垂直 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２０５１→本跡

２６７０ Ｄ９ｉ９ Ｎ－８８°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�４８ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０５１→本跡

２６７１ Ｄ９ｃ５ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 １�００ × ０�７２ ５０ 外傾 Ｕ字状 人為

２６７２ Ｅ９ｃ７ Ｎ－０° 円形 １�００ × １�００ ２８ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２０２４→本跡

２６７３ Ｅ９ｃ７ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�８８ × ０�６８ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０２４→本跡

２６７４ Ｅ９ｂ７ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 ０�８６ × ０�７６ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２０２４→本跡

２６７５ Ｅ９ｂ７ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�７２ × ０�６２ ２８ 緩斜 平坦 人為 土師器片 SI２０２４→本跡

２６７６ Ｅ９ｂ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�６４ × ０�６２ １２ 緩斜 皿状 人為 SI２０２４→本跡

２６７７ Ｅ９ａ７ Ｎ－２１°－Ｗ 隅丸方形 ０�７４ × ０�７４ ２９ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２０２４→本跡

２６７８ Ｅ９ｃ７ Ｎ－２６°－Ｗ 円形 ０�３４ × ０�３０ １５ 外傾 平坦 人為 SI２０２４→本跡

２６７９ Ｅ９ｃ８ Ｎ－０° 円形 ０�３８ × ０�３６ ２２ 外傾 皿状 人為 SI２０２４→本跡

２６８０ Ｅ９ｂ７ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�３８ × ０�３５ １４ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２２４２→本跡

２６８１ Ｅ９ｂ８ Ｎ－０° 円形 ０�３４ × ０�３２ ２０ 垂直 皿状 人為 SI２０２４→本跡

２６８２ Ｅ９ｂ８ Ｎ－０° 円形 ０�３２ × ０�２８ １２ 外傾 平坦 人為 SI２０２４→本跡

２６８３ Ｅ９ａ８ Ｎ－０° 円形 ０�４６ × ０�４６ １２ 外傾 平坦 人為 SI２０２４→本跡

２６８４ Ｅ９ａ８ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�５６ ２０ 外傾 皿状 人為 SI２０２４→本跡

２６８５ Ｅ９ａ７ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�３４ × ０�２８ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２２４２→本跡

２６８８ Ｅ９ｃ８ Ｎ－０° 円形 ０�４２ × ０�４０ ２２ 外傾 平坦 人為 SI２０２４→本跡

２６８９ Ｅ９ａ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�３８ × ０�３５ ８ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２２４２→SB３７８→本跡

２６９３ Ｄ９ｇ８ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�９２ × ０�８０ １４ 緩斜 皿状 人為

２７０１ Ｃ１０ｇ５ Ｎ－２６°－Ｗ 楕円形 ０�３０ × ０�２５ ５５ 外傾 Ｕ字状 不明 SK２７７１→本跡

２７０２ Ｃ１０ｇ５ Ｎ－０° 円形 ０�３２ × ０�３０ ３０ 外傾 Ｕ字状 不明 SK２７７１→本跡

２７０３ Ｃ１０ｇ５ Ｎ－５３°－Ｗ 円形 ０�２８ × ０�２６ ４７ 外傾 Ｕ字状 人為 SK２７７１・SK２７０４→本跡

２７０４ Ｃ１０ｇ５ Ｎ－６５°－Ｅ［楕円形］ ０�２８ ×（０�２０） ５２ 外傾 Ｕ字状 人為 SK２７７１→本跡→SK２７０３

２７０８ Ｃ１３ｊ７ Ｎ－１０°－Ｗ 円形 ０�６２ × ０�６１ ３１ 外傾 皿状 人為

２７１３ Ｄ９ｊ６ Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 １�０８ × ０�９８ ２６ 外傾 皿状 不明 土師器片 SI２００４・SB３７８→本跡→PG１２

２７１６ Ｄ９ｃ６ Ｎ－５５°－Ｅ ［隅丸長方形］［０�８８］×［０�７６］ ３４ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２００４→本跡

２７１７ Ｃ１２ｅ９ Ｎ－２４°－Ｗ［楕円形］［１�０２］×［０�７１］ ２２ 緩斜 平坦 人為

２７１８ Ｃ１２ｆ９ Ｎ－８°－Ｗ［楕円形］［０�７７］×［０�６８］ １６ 緩斜 平坦 人為

２７１９ Ｃ１２ｆ９ Ｎ－１３°－Ｗ［楕円形］ ０�７１ ×［０�６６］ １０ 外傾 平坦 人為

２７２０ Ｃ１２ｇ０ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 ０�８０ × ０�７１ １２ 外傾 平坦 人為

２７２９ Ｄ９ｉ９ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�８３ × ０�６６ ３６ 緩斜 皿状 人為

２７３３ Ｃ１０ｄ４ Ｎ－０° 楕円形 ０�３２ × ０�２７ １０ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２７３４ Ｃ１０ｄ５ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�３８ × ０�３３ ３６ 外傾 皿状 人為

２７４２ Ｅ９ｃ５ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 ０�７４ × ０�６２ ２２ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２１９３→SI２０２８→本跡

２７４３ Ｅ９ｂ５ Ｎ－２０°－Ｗ 不整楕円形 ０�７０ × ０�６０ ２０ 外傾 皿状 人為 SI２０２５→SK２７４４→本跡

２７４４ Ｅ９ｃ５ Ｎ－１８°－Ｅ［楕円形］ ０�７０ × ０�５８ ２６ 外傾 皿状 人為 SI２０２５→本跡→SK２７４３

２７４８ Ｄ９ｈ９ Ｎ－５４°－Ｅ 隅丸長方形 １�００ × ０�７９ － － － 人為 土師器片，須恵器片，不明
鉄製品 SI２０５１→本跡

２７５９ Ｄ９ｇ９ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�９２ × ０�８２ ４６ 外傾 平坦 人為 SI２０３３→本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２７６１ Ｄ９ｇ０ Ｎ－６８°－Ｅ 楕円形 ０�６４ × ０�５４ １８ 外傾 平坦 人為 SI２０３３→本跡

２７６３ Ｄ１０ａ２ Ｎ－２０°－Ｅ 不整円形 ０�８８ × ０�８４ １６ 緩斜 緩斜 人為

２７６５ Ｂ１０ａ５ Ｎ－８３°－Ｗ 不整形 ０�９６ × ０�６２ ４２ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２０６０・SK２０３３→本跡

２７７１ Ｃ１０ｇ５ Ｎ－１４°－Ｗ 隅丸長方形 ２�３０ × ０�８７ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK２７０１～２７０４

２７７２ Ｃ１０ｈ５ Ｎ－８１°－Ｅ 隅丸長方形 １�６６ × １�２１ ２３ 外傾 平坦 人為

２７７３ Ｃ１０ｈ５ Ｎ－２°－Ｗ 隅丸方形 ０�８５ × ０�８５ １６ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２７７４ Ｃ１０ｈ４ Ｎ－１１°－Ｅ 不整方形 １�０２ × ０�９３ ３７ 緩斜 平坦 人為 SI２０４５→本跡

２７７５ Ｃ１０ｈ４ Ｎ－２４°－Ｅ［隅丸方形］ ０�８３ ×（０�３７） ２８ 外傾 皿状 人為 本跡→SK３００１

２７７６ Ｃ１０ｆ５ Ｎ－５０°－Ｅ 隅丸長方形 ２�１６ × １�３８ ２８ 緩斜 皿状 人為 土師器片 本跡→SK２７７７

２７７７ Ｃ１０ｅ５ Ｎ－３０°－Ｅ ［円形］ １�５０ ×（１�４８） ５４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK２７７６・SK２７９０→本跡

２７７９ Ｃ１０ｉ６ Ｎ－８６°－Ｅ 楕円形 １�５７ × ０�９８ ３７ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２７８０ Ｃ１０ｈ５ Ｎ－７７°－Ｅ 不明 ２�０７ × ０�８３ ２５～７０ 外傾 平坦 人為

２７８１ Ｃ１０ｈ５ Ｎ－７５°－Ｅ 楕円形 （１�４２）× ０�６６ ８ 外傾 平坦 不明 本跡→SK２７８２

２７８２ Ｃ１０ｈ１０ Ｎ－９°－Ｅ 隅丸方形 １�３５ × １�０７ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片 SK２７８１→本跡

２７８５ Ｃ１０ｉ６ Ｎ－３°－Ｅ 円形 ０�３３ × ０�３０ ２４ 外傾 平坦 人為

２７８６ Ｃ１０ｉ６ Ｎ－３８°－Ｗ 円形 ０�４６ × ０�４２ ２４ 外傾 皿状 人為

２７８７ Ｃ１０ｉ６ Ｎ－６°－Ｗ 円形 ０�４０ × ０�３９ ３５ 外傾 皿状 人為

２７８８ Ｃ１０ｊ６ Ｎ－２°－Ｅ 円形 ０�４５ × ０�４２ ５２ 垂直 平坦 人為

２７８９ Ｄ１０ａ５ Ｎ－２°Ｗ 隅丸長方形 １�３８ × ０�９５ ３３ 緩斜 皿状 人為

２７９０ Ｃ１０ｆ５ Ｎ－８８°－Ｅ［隅丸方形］ ０�９２ ×（０�７７） ４６ 外傾 平坦 人為 SB３８５→本跡→SK２７７７

２７９１ Ｃ１０ｅ５ Ｎ－８６°－Ｗ 隅丸長方形 （２�４０）× １�８０ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片 SI２７９４→本跡→第４５号
方形竪穴遺構

２７９３ Ｃ１０ｅ５ Ｎ－２３°－Ｅ ［不整楕円形］ ０�８０ × ０�６４ ３３ 緩斜 平坦 人為 第４５号方形竪穴遺構→本跡

２７９４ Ｃ１０ｅ５ Ｎ－９０°－Ｅ［楕円形］ ０�４１ ×（０�２２） １５ － － 人為 第４５号方形竪穴遺構→本跡

２７９５ Ａ９ｉ８ Ｎ－０° ［楕円形］ ０�７７ ×（０�４８） ２８ 外傾 皿状 人為 SI２１８０→本跡

２７９６ Ｃ１０ｉ６ Ｎ－０° 円形 ０�４０ × ０�４０ １７ 外傾 皿状 人為

２７９７ Ｃ１０ｊ７ Ｎ－０° 円形 ０�４０ × ０�３７ ３３ 外傾 平坦 人為

２７９８ Ｃ１０ｊ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�３８ × ０�３５ ５４ 外傾 Ｕ字状 人為

２７９９ Ｃ１０ｊ６ Ｎ－７６°－Ｗ 円形 ０�３６ × ０�３５ ２７ 外傾 皿状 人為

２８０１ Ｃ９ｆ０ Ｎ－０° 長方形 ３�８５ × ０�８８ ２０ 緩斜 平坦 自然 SI２２４７→本跡

２８０２ Ｃ１０ｄ５ Ｎ－８４°－Ｗ 楕円形 ０�９０ × ０�５４ １８ 緩斜 皿状 自然 土師器片

２８０３ Ｃ１０ｄ６ Ｎ－６５°－Ｗ 不整長方形 １�９０ × １�１０ １５ 緩斜 皿状 自然 本跡→SI２１７４・SK２８０４

２８０４ Ｃ１０ｄ６ Ｎ－８２°－Ｅ 不整長方形 ０�５９ × ０�５３ １０ 緩斜 平坦 自然 土師器片 SI２１７４・SK２８０３→本跡

２８０５ Ｃ１０ｄ７ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 ０�９１ × ０�８７ １２ 緩斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SI２１７４→本跡

２８０６ Ｃ１０ｄ７ Ｎ－８２°－Ｗ 隅丸長方形 １�１１ × ０�７８ １０ 緩斜 平坦 自然 土師器片 SI２１７４→本跡

２８１４ Ｃ９ｃ０ Ｎ－１０°－Ｅ 隅丸長方形 ２�３０ × ０�６６ ６ 緩斜 平坦 人為 土師器片

２８１５ Ｃ９ｂ０ Ｎ－４°－Ｗ 隅丸方形 ２�００ × ２�００ １００ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土師
質土器片

２８２３ Ｂ９ｂ７ Ｎ－３°－Ｗ 長方形 １�７０ × ０�６６ ６ 外傾 平坦 人為 土師器片

２８２４ Ｄ１０ｂ８ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�８８ ４４ 外傾 平坦 自然 土師器片

２８２６ Ｂ１０ｈ７ Ｎ－７１°－Ｗ 長方形 ２�２５ × ０�９１ ４５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２８２７ Ｂ１０ｇ５ Ｎ－８６°－Ｅ 方形 １�９８ × １�８５ ７０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片 SI２２３０→本跡

２８２９ Ｃ１０ｃ７ Ｎ－８０°－Ｅ 楕円形 ０�５２ × ０�４０ ２９ 外傾 皿状 人為 土師器片，灰柚陶器片

２８３０ Ｂ９ｆ５ Ｎ－５７°－Ｅ 楕円形 １�３２ × ０�８６ ８０ 垂直 平坦 人為

２８３１ Ｂ９ｆ６ Ｎ－１３°－Ｅ 楕円形 ０�８２ × ０�７０ ７６ 外傾 平坦 自然

２８３３ Ｂ９ｇ６ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�４６ ５０ 垂直 平坦 自然

２８３５ Ｂ９ｇ４ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 ０�７６ × ０�７ ２８ 外傾 平坦 人為

２８３６ Ｂ９ｇ４ Ｎ－１９°－Ｗ 楕円形 ０�７６ × ０�６６ ５４ 外傾 平坦 人為 SI２０１９→本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２８４０ Ｂ９ｉ４ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�７４ × ０�８１ ３０ 緩斜 平坦 人為 SB３３４→本跡

２８４１ Ｄ１０ｃ７ Ｎ－６７°－Ｗ 楕円形 ０�８０ × ０�７８ ５２ 外傾 皿状 人為 土師器片

２８４２ Ｄ１０ｃ８ Ｎ－８７°－Ｗ 楕円形 ０�８８ × ０�７６ ７４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

２８４５ Ｄ１０ｂ７ Ｎ－８°－Ｗ ［方形］ ０�７４ ×（０�７０） ６０ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片，釘 本跡→SK２８４６

２８４６ Ｄ１０ｂ８ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 １�１０ × ０�９０ ３４ 外傾 平坦 人為 土師器片 SK２８４５→本跡

２８４７ Ｄ１０ｃ８ Ｎ－８０°－Ｅ 隅丸長方形 （１�０６）× ０�９６ １０４ 垂直 平坦 人為 SB３３７→本跡

２８５２ Ｂ１０ｈ６ Ｎ－３４°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�５０ ２８ 外傾 平坦 人為 SI２２３１→本跡

２８５３ Ｂ１０ｈ６ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�４２ ３６ 外傾 平坦 人為 SI２２３０→本跡

２８５８ Ｃ１０ｆ２ Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 （０�８５）× ０�７２ １０ 緩斜 皿状 人為 本跡→SD１１３

２８６０ Ｃ１０ｆ１ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 （１�２２）× １�２２ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→SD１１３

２８６１ Ｃ１０ｆ２ Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 （０�８４）× ０�６４ ６４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片 本跡→SD１１３

２８６７ Ｃ１０ｃ２ Ｎ－７７°－Ｅ 長方形 １�６０ × ０�８２ ４８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片

２８６９ Ｃ１０ｄ３ Ｎ－１０°－Ｅ 不整楕円形 ０�４４ × ０�４０ ２８ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２８７０ Ｂ１０ｊ４ Ｎ－６３°－Ｗ 楕円形 ０�９４ × ０�７６ ５２ 緩斜 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片 SI２２０５→本跡→PG１９

２８７１ Ｂ１０ｊ４ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 （０�７４）× ０�６２ ７４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２２０５→本跡→PG１９

２８７２ Ｄ１０ｂ８ Ｎ－２１°－Ｗ 不整長方形 １�１０ × ０�９０ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２８７３ Ｂ１１ｇ０ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�６０ ７６ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

２８７４ Ｂ１０ｈ６ Ｎ－５９°－Ｅ 楕円形 ０�４６ × ０�３８ １６ 外傾 皿状 人為 SI２２３１・SK２５８６→本跡

２８７５ Ｂ１０ｈ７ Ｎ－８３°－Ｅ 不定形 ０�８８ × ０�７４ １６ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２２３１→本跡

２８７８ Ｂ１１ｉ４ Ｎ－８７°－Ｅ 長方形 １�９６ × １�５２ １２ 外傾 平坦 人為 SI２２２１→本跡

２８７９ Ｂ１０ｉ８ Ｎ－８７°－Ｗ ［方形］ １�０２ ×［０�９６］ １６ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK２８９７

２８８２ Ｂ１０ｇ７ Ｎ－７３°－Ｅ 隅丸長方形 １�２８ × １�０８ ６４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片 SI２２３０→本跡

２８８３ Ｂ１１ｆ２ Ｎ－４５°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�４２ ５２ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片 SK３０４８→本跡

２８８４ Ｂ１１ｆ１ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�４８ １２ 緩斜 皿状 自然 土師器片

２８８５ Ｂ１１ｇ１ Ｎ－４９°－Ｅ 楕円形 （０�７４）× ０�６６ ３６ 緩斜 皿状 自然 土師器片，須恵器片 本跡→SK２８８６

２８８６ Ｂ１１ｇ１ Ｎ－７３°－Ｅ 円形 ０�５０ × ０�４６ １４ 緩斜 皿状 自然 土師器片，須恵器片 SK２８８５→本跡

２８８７ Ｂ１０ｇ０ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�７６ × ０�５０ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

２８８８ Ｂ１１ｇ０ Ｎ－２５°－Ｅ 円形 ０�４４ × ０�４０ ３６ 外傾 皿状 人為 土師器片

２８９６ Ｂ１０ｈ８ Ｎ－４°－Ｗ 長方形 ３�２０ × １�００ ２０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI２２２９→本跡

２８９７ Ｂ１０ｉ８ Ｎ－７０°－Ｗ 長方形 ２�１２ × １�１０ ２２ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片，磁器片 SK２８７９→本跡

２８９９ Ｂ１０ｉ８ Ｎ－７２°－Ｗ 楕円形 ０�６２ × ０�５０ ５２ 垂直 平坦 人為 SI２２２９→本跡

２９０２ Ｂ１３ｃ７ Ｎ－１６°－Ｅ［楕円形］［０�９２］× ０�６２ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片

２９０４ Ｂ１２ｉ１ Ｎ－８０°－Ｅ ［円形］ ０�６２ ×（０�２５） ３５ 外傾 皿状 人為 SI２２１４→本跡→SK２９０５

２９０５ Ｂ１２ｉ１ Ｎ－２７°－Ｗ 楕円形 ０�９６ × ０�８０ ５０ 緩斜 皿状 人為 SI２２１４→SK２９０４・
SK２９０６→本跡

２９０６ Ｂ１２ｉ１ Ｎ－５２°－Ｗ［楕円形］［０�９４］× ０�７０ ４６ 外傾 平坦 人為 SI２２１４→本跡→SK２９０５

２９０７ Ｂ１１ａ８ Ｎ－０° 円形 ０�５０ × ０�５０ １８ 緩斜 皿状 人為 SI２１８５→本跡

２９０８ Ｄ１１ａ０ Ｎ－０° 隅丸方形 １�０８ × １�０４ ２８ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SI２１８５→本跡

２９０９ Ｃ１１ｊ０ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 ０�９４ × ０�８２ ２２ 外傾 平坦 自然

２９１１ Ｃ１１ｊ０ Ｎ－０° 楕円形 １�０２ × ０�７８ １２ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK２９１３

２９１２ Ｃ１１ｊ１ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸方形 ０�８６ × ０�８３ ２５ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SK２９１１→本跡

２９１３ Ｃ１１ｊ１ Ｎ－５６°－Ｗ 不整円形 １�００ × ０�９８ ２４ 緩斜 皿状 人為

２９２０ Ｃ１１ｂ３ Ｎ－１７°－Ｅ 不整楕円形 １�７４ × ０�６８ ２８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片 SI２２０７→本跡

２９２５ Ｂ１０ｉ６ Ｎ－９０°－Ｅ 不整長方形 ２�６８ × １�００ ２０ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２２３３→本跡

２９２７ Ｃ１０ｅ２ Ｎ－０° ［方形］ （１�５６）× １�５２ ６０ 外傾 平坦 人為 本跡→第４８号方形竪穴遺構

２９３１ Ｃ１１ａ８ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�９８ × ０�７０ ６４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片

２９３２ Ｃ１０ｊ７ Ｎ－０° 楕円形 １�００ × ０�８６ ４２ 外傾 平坦 人為
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

２９３３ Ｃ１０ｊ７ Ｎ－０° 円形 ０�４９ × ０�４８ ２０ 外傾 平坦 人為

２９３４ Ｃ１０ｊ７ Ｎ－４°－Ｗ 円形 １�０８ × １�０２ ３０ 垂直 皿状 人為

２９３５ Ｃ１０ｂ８ Ｎ－５１°－Ｅ 楕円形 ０�８４ × ０�７２ ４２ 外傾 平坦 人為

２９３６ Ｃ１０ｂ８ Ｎ－５３°－Ｗ 円形 ０�７６ × ０�７０ ５６ 垂直 皿状 人為

２９３７ Ｃ１０ｂ８ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ０�９３ × ０�７２ ４１ 外傾 皿状 人為

２９３８ Ｄ１０ａ８ Ｎ－１４°－Ｗ 楕円形 １�００ × ０�５５ １８ 外傾 平坦 人為 本跡→SK２９３９

２９３９ Ｄ１０ａ８ Ｎ－４２°－Ｗ 楕円形 ０�８４ × ０�７２ １８ 緩斜 平坦 人為 SK２９３８→本跡

２９４０ Ｄ１０ａ８ Ｎ－１８°－Ｗ 楕円形 １�１８ × １�００ ３０ 垂直 平坦 人為

２９４１ Ｄ１０ａ８ Ｎ－０° 円形 ０�８２ × ０�７６ １６ 外傾 平坦 人為

２９４２ Ｄ１０ｉ９ Ｎ－１５°－Ｅ 楕円形 ０�９２ × ０�７４ ２８ 外傾 皿状 人為

２９４３ Ｃ１０ｉ９ Ｎ－０° 楕円形 ０�９６ × ０�８４ １８ 外傾 平坦 人為

２９４５ Ｄ１０ｄ７ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 ０�８０ × ０�６９ ５２ 外傾 皿状 人為

２９４６ Ｄ１０ｂ７ Ｎ－０° 円形 ０�６４ × ０�６４ ３２ 垂直 平坦 自然

２９４７ Ｄ１０ａ７ Ｎ－０° 円形 ０�６２ × ０�６２ ８２ 垂直 平坦 自然

２９４８ Ｄ１０ａ７ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 ０�５８ × ０�４６ ３８ 垂直 皿状 自然

２９４９ Ｄ１０ａ７ Ｎ－０° 円形 ０�４８ ×（０�４８） ２８ 垂直 平坦 自然 SB３３８→本跡

２９５０ Ｄ１０ａ７ Ｎ－０° 楕円形 ０�７３ × ０�６６ ６８ 垂直 皿状 自然

２９６２ Ｃ１１ｄ３ Ｎ－９０°－Ｅ 長方形 ２�８４ × １�２８ ３２ 外傾 平坦 人為 第４６号方形竪穴遺構・
SK２９７０→本跡

２９６３ Ｃ１０ｈ２ Ｎ－０° 隅丸長方形 １�２６ × ０�８６ １４ 外傾 平坦 不明 土師器片，須恵器片

２９６６ Ｂ１１ｇ８ Ｎ－０° 隅丸方形 １�１０ × １�０７ ４０ 垂直 平坦 人為 土師器片 SD１２５→本跡

２９６７ Ｃ９ｄ０ Ｎ－１０°－Ｅ 方形 ０�９６ × ０�９２ ７０ 垂直 皿状 自然 土師器片，須恵器片

２９７０ Ｃ１１ｄ３ Ｎ－７°－Ｗ［長方形］ ３�５２ ×（０�９２） ３６ 外傾 平坦 人為 第４６号方形竪穴遺構→
本跡→SK２９６２

２９７４ Ａ１０ｉ５ Ｎ－７°－Ｗ 不定形 （１�６４）× １�１４ ４７ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２２５６→本跡

２９７５ Ａ１０ｈ６ Ｎ－２１°－Ｅ 楕円形 ［０�９１］× ０�６６ １３ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２２６１→本跡

２９７７ Ｂ１１ｂ１ Ｎ－０° 楕円形 １�０８ × ０�８０ ２４ 緩斜 皿状 人為 土師器片 SI２２６４→本跡→SK２９７８

２９７８ Ｂ１１ｂ１ Ｎ－０° 楕円形 １�２４ × １�００ ２４ 緩斜 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，陶器片 SI２２６４→SK２９７７→本跡

２９７９ Ｂ１１ｅ９ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�９６ ×［０�７９］ ２６ 緩斜 皿状 自然

２９８１ Ａ１１ｇ７ Ｎ－５７°－Ｅ 不整楕円形 ０�９６ × ０�８４ １２ 緩斜 皿状 人為 須恵器片 SI２２９４→SD２０８→本跡

２９８２ Ｂ１１ｆ６ Ｎ－７７°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�３２ ４８ 外傾 平坦 人為 SI２２８１→本跡

２９８５ Ｂ１２ｂ１ Ｎ－９０°－Ｅ［隅丸方形］ １�１８ ×（０�７８） １３ 緩斜 皿状 人為 土師器片 本跡→SB３０９

２９８６ Ｂ１２ｃ２ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 １�３０ × ０�５４ １０ 外傾 平坦 人為 本跡→SB３０９

２９８７ Ｂ１２ｃ２ Ｎ－８°－Ｗ［隅丸方形］ ０�９８ ×（０�６２） ５６ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SB３１１

２９８８ Ｂ１１ｅ０ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 ［０�７２］× ０�６４ ４４ 外傾 皿状 人為 土師器片 SI２２９３→本跡

２９８９ Ｂ１２ｅ１ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�８２ × ０�６４ ４８ 垂直 皿状 人為 SI２２９３→本跡

２９９２ Ｄ１２ｅ４ Ｎ－０° 方形 ０�７８ × ０�７２ ４８ 外傾 平坦 人為

２９９３ Ｄ１２ｅ５ Ｎ－９０°－Ｅ 方形 ０�７６ × ０�７０ ３８ 外傾 平坦 人為

２９９５ Ｄ１１ｆ０ Ｎ－１０°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�４４ ２０ 外傾 皿状 人為

２９９６ Ｄ１１ｆ９ Ｎ－７８°－Ｅ 楕円形 ０�７４ × ０�６４ ３２ 外傾 平坦 人為 土師器片

２９９７ Ｄ１１ｆ９ Ｎ－０° 円形 ０�６４ × ０�６４ ２６ 緩斜 皿状 人為 土師器片

２９９９ Ｃ１０ｄ４ Ｎ－２°－Ｅ 隅丸長方形 １�５８ × １�００ ６０ フラス
コ状 平坦 人為 土師器片 本跡→第４３号方形竪穴遺構

３０００ Ｃ１０ｅ１ Ｎ－９０°－Ｅ 隅丸長方形 １�５０ × １�２０ ４５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK３００１→本跡

３００１ Ｃ１０ｅ１ Ｎ－８４°－Ｅ［隅丸方形］ ２�２５ ×（１�０８） ５０ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SK２７７５→SK３０００→本跡

３００４ Ｂ１１ｅ０ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�５０ × ０�４０ ３５ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２２９３→本跡

３００５ Ｂ１１ｆ０ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�５６ ×［０�５０］ ３６ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片 SI２２９２・SI２２９３→本跡

３００９ Ｂ１２ｂ８ Ｎ－３２°－Ｅ 不整円形 ０�７０ × ０�７０ ２４ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

３０１０ Ｂ１２ｄ８ Ｎ－４５°－Ｅ 不整長方形 １�２６ × １�０３ ８８ 緩斜 Ｕ字状 人為 SK３０１１→本跡
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番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
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（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３０１１ Ｂ１２ｄ８ Ｎ－５１°－Ｗ［楕円形］ １�００ ×［０�６８］ ９５ 緩斜 皿状 人為 本跡→SK３０１０

３０１２ Ｂ１２ｅ８ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�７８ × ０�５８ ３４ 外傾 皿状 人為

３０１３ Ｂ１１ｂ０ Ｎ－０° 楕円形 ０�６８ × ０�６０ ３４ 緩斜 皿状 人為

３０１４ Ｂ１１ｂ０ Ｎ－０° 楕円形 ０�８４ × ０�６２ ３０ 緩斜 皿状 人為

３０１５ Ｂ１２ｃ１ Ｎ－０° 楕円形 ０�８０ × ０�６６ ４８ 緩斜 皿状 人為 土師器片

３０１６ Ｂ１１ｃ０ Ｎ－０° 楕円形 ０�８０ × ０�７８ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片

３０１７ Ｂ１１ｃ０ Ｎ－８４°－Ｅ 楕円形 ０�９８ × ０�６８ ６２ 外傾 Ｕ字状 人為

３０１８ Ｂ１２ｃ１ Ｎ－６４°－Ｗ 楕円形 ０�６４ × ０�５４ ３８ 緩斜 皿状 人為 土師器片

３０１９ Ｂ１２ｃ１ Ｎ－７８°－Ｅ 楕円形 ０�５８ × ０�４６ ３２ 外傾 皿状 人為 本跡→SK３０２０

３０２０ Ｂ１２ｃ１ Ｎ－４０°－Ｅ 楕円形 ０�６４ × ０�５６ ４２ 外傾 皿状 人為 SK３０１９→本跡

３０２１ Ｂ１２ｄ１ Ｎ－５°－Ｅ 円形 ０�６２ × ０�５９ １８ 外傾 皿状 自然 土師器片

３０２２ Ｂ１１ｄ０ Ｎ－２８°－Ｅ 楕円形 ０�６０ ×［０�５２］ ６８ 外傾 皿状 人為

３０２３ Ｂ１２ｂ１ Ｎ－１０°－Ｗ 不整楕円形 １�１６ × ０�８３ ３８ 外傾 皿状 人為

３０２４ Ｂ１２ｂ１ Ｎ－０° 円形 ０�４６ × ０�４６ ３０ 外傾 皿状 人為

３０２５ Ｂ１２ｃ１ Ｎ－０° 円形 ０�７８ × ０�７６ ３２ 外傾 皿状 人為

３０２６ Ｂ１２ｄ１ Ｎ－０° 円形 ０�５２ × ０�５２ ４２ 外傾 皿状 自然 須恵器片

３０２７ Ｂ１２ｄ１ Ｎ－７１°－Ｅ 円形 ０�５４ × ０�５０ ５８ 外傾 Ｖ字状 自然

３０２８ Ｂ１２ｄ１ Ｎ－３２°－Ｅ 楕円形 ０�８４ × ０�６２ ４６ 緩斜 皿状 人為

３０２９ Ｂ１２ｄ１ Ｎ－３８°－Ｗ 不整楕円形 ０�９６ × ０�７０ ３８ 外傾 皿状 自然

３０３０ Ｂ１２ｅ２ Ｎ－１４°－Ｅ 円形 ０�７４ × ０�７２ ２６ 緩斜 皿状 人為

３０３３ Ｂ１１ｄ０ Ｎ－８８°－Ｗ 円形 ０�６８ × ０�６１ ４４ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

３０３５ Ｂ１２ｄ１ Ｎ－１１°－Ｗ 楕円形 ０�６３ × ０�４８ ４０ 垂直 平坦 人為 土師器片

３０３６ Ｂ１１ｄ０ Ｎ－７３°－Ｗ 楕円形 ０�６８ × ０�５８ ４２ 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片

３０３７ Ｂ１２ｅ１ Ｎ－０° 隅丸長方形 ０�５６ × ０�５０ ２６ 緩斜 平坦 自然 土師器片，陶器片

３０３８ Ｂ１２ｅ１ Ｎ－６８°－Ｅ 楕円形 ０�４８ × ０�４０ ３２ 外傾 皿状 自然

３０４１ Ｂ１２ｅ２ Ｎ－０° 楕円形 ０�４８ × ０�４２ ３６ 外傾 皿状 自然

３０４２ Ｂ１２ｅ２ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�５２ ３２ 緩斜 皿状 自然

３０４３ Ｂ１１ｆ３ Ｎ－５８°－Ｗ 楕円形 ０�９８ × ０�６２ ３２ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

３０４４ Ｂ１１ｇ４ Ｎ－６２°－Ｅ 楕円形 ０�８６ × ０�６６ ４８ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

３０４５ Ｂ１１ｇ４ Ｎ－０° 円形 ０�４４ × ０�４２ ３２ 外傾 Ｖ字状 人為 土師器片，須恵器片

３０４６ Ｂ１１ｇ４ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 ０�９６ × ０�６８ ４０ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

３０４７ Ｂ１１ｅ２ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�４２ × ０�３６ ５６ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片，須恵器片

３０４８ Ｂ１１ｆ２ Ｎ－５０°－Ｅ 楕円形 １�７２ × １�１６ １４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK２８８３

３０５０ Ａ１０ｈ４ Ｎ－１７°－Ｅ 楕円形 ０�５４ × ０�４４ ２２ 外傾 平坦 人為

３０５１ Ａ１０ｈ３ Ｎ－６１°－Ｅ 楕円形 １�１４ × ０�８６ １８ 緩斜 皿状 自然 土師器片

３０５２ Ａ１０ｆ５ Ｎ－１２°－Ｅ 隅丸方形 １�００ × ０�９９ １６ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３０５３ Ａ１０ｈ７ Ｎ－０° 隅丸長方形 １�９０ × ０�７９ １０ 緩斜 平坦 人為 土師器片

３０５４ Ａ１０ｆ５ Ｎ－０° 円形 ０�５６ × ０�５０ ３０ 外傾 皿状 人為 土師器片

３０５５ Ａ１０ｆ５ Ｎ－０° 楕円形 ０�９２ × ０�８０ １４ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

３０５６ Ａ１０ｉ２ Ｎ－８１°－Ｗ 隅丸長方形 １�２２ × ０�７４ １２ 外傾 皿状 自然

３０５７ Ｂ１２ｃ１ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 ０�６６ × ０�５８ ３６ 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片

３０５９ Ｂ１２ｄ８ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ０�７４ × ０�６６ ３４ 外傾 平坦 自然 須恵器片

３０６０ Ａ１０ｉ０ Ｎ－０° 楕円形 ０�７９ × ０�６８ １８ 外傾 皿状 人為

３０６１ Ａ１０ｊ０ Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 １�１２ × ０�７６ ３２ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

３０６２ Ａ１１ｊ１ Ｎ－１６°－Ｅ 楕円形 １�０８ × ０�８０ ３６ 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片，
不明鉄製品

３０６３ Ａ１１ｊ１ Ｎ－０° 円形 ０�６６ × ０�６０ ２４ 外傾 皿状 自然 土師器片

―９４０―



７ 遺構外出土遺物（第８３９～８４９図）

今回の調査で，出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は遺

物観察表で示した。

第８３９図 遺構外出土遺物実測図�

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

３０６４ Ａ１１ｊ１ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 ０�５８ × ０�４８ １８ 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片

３０６５ Ａ１１ｊ１ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 １�３２ × ０�９０ ４２ 緩斜 皿状 自然

３０６６ Ａ１０ｉ５ Ｎ－４８°－Ｗ 楕円形 ０�５２ × ０�４３ ５４ 外傾 Ｕ字状 人為 土師器片

３０６８ Ａ１０ｉ６ Ｎ－０° 円形 ０�７４ × ０�７４ ３２ 外傾 皿状 人為 土師器片

３０６９ Ａ１０ｉ７ Ｎ－１２°－Ｗ 楕円形 ０�４８ × ０�４３ １６ 外傾 皿状 人為

３０７０ Ａ１０ｈ５ Ｎ－２２°－Ｗ 楕円形 ０�４５ × ０�３８ ４０ 外傾 Ｖ字状 人為 土師器片

３０７１ Ａ１０ｈ６ Ｎ－０° 円形 ０�４８ × ０�４６ ３４ 外傾 Ｖ字状 人為 土師器片，石器

３０７２ Ａ１０ｉ６ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�５６ × ０�５４ ３４ 緩斜 皿状 人為

３０７３ Ｂ９ａ９ Ｎ－０° ［円形］ １�１６ ×（０�５０） ４２ 外傾 皿状 人為 本跡→SD１１４

表４３ 不明遺構一覧表

番号 位置 長軸（径）方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考
長軸（径）×短軸（径） 壁高

１４ Ｄ１２ａ２ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 ３�８×３�３ ８～２６ 緩斜 緩斜 自然 土師器片，須恵器片，陶器片，
磁器片，鉄製品

１５ Ｃ１０ｇ０ Ｎ－１１°－Ｅ 不整楕円形 ４�２×２�９ ３５ 緩斜 凸凹 人為 土師器片，須恵器片，石器

１６ Ｄ１２ｂ４ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 ４�６×３�６ １２～４０ 外傾 緩斜 自然 土師器片，須恵器片，灰釉
陶器片，磁器片

１７ Ｃ９ｆ０ Ｎ－８７°－Ｅ 不定形 ８�１×１�３ ６～２２ 外傾 凸凹 不明

１８ Ｃ１４ｇ３ Ｎ－５２°－Ｗ 不定形 ４�３×３�０ ８～３２ 外傾 皿状 自然

―９４１―



第８４０図 遺構外出土遺物実測図�

―９４２―



第８４１図 遺構外出土遺物実測図�

―９４３―



第８４２図 遺構外出土遺物実測図	

―９４４―



第８４３図 遺構外出土遺物実測図


―９４５―



遺構外出土遺物観察表（第８３９～８４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP６２縄文土器 深鉢 － （５�５） － 石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 体部外面条痕文 SB３３７
覆土 早期 PL１９１

TP６３縄文土器 深鉢 － （３�０） － 砂粒・スコリア にぶい赤褐 普通 口辺部スリット 体部外面貝殻腹縁文 SB３５３
覆土

早期中葉
田戸上層

TP６４縄文土器 深鉢 － （４�０） －
砂粒・スコリ
ア

赤褐 良好 口辺部に貝殻腹縁文・半截竹管による沈線 SB４１１
覆土

早期中葉
田戸上層
PL１９１

TP６５縄文土器 深鉢 － （２�９） － 繊維・砂粒
にぶい
灰褐

良好 体部外面格子文 内面へら研ぎ SB３６２
覆土

前期前半
黒浜式
PL１９１

TP６６縄文土器 深鉢 － （４�７） －
繊維・石英・
スコリア

暗赤褐 普通
口辺部に半截竹管による沈線 内面へら磨
き

SI２１７９
覆土

前期前半
関山～黒浜
PL１９１

TP６７縄文土器 深鉢 － （４�２） － スコリア 灰褐 普通 体部外面貝殻腹縁文 内面摩耗 SI２０８３
覆土

前期後半
浮島２～３式
PL１９１

TP６８縄文土器 深鉢 － （５�６） － 石英・雲母・スコリア にぶい橙 普通 口辺部に渦巻文が楕円区画化 内面摩耗 ＳＫ２１８２
覆土

中期後葉
加曽利Ｅ�式

TP６９縄文土器 深鉢 － （４�６） － 砂粒・スコリア 橙 良好 体部外面懸垂文 内面摩耗 SI２０５１
覆土

中期後葉
加曽利Ｅ�式

TP７０縄文土器 深鉢 － （４�０） － 砂粒・スコリア にぶい赤褐 良好 内面へら磨き SI２０９４
覆土

中期後葉
加曽利Ｅ�式

TP７１縄文土器 深鉢 － （３�４） －
砂粒・赤色粒
子・雲母

橙 普通 体部外面列点文 内面へら磨き SI２２９２
覆土

中期後葉
加曽利Ｅ�～
�式 PL１９１

TP７２縄文土器 深鉢 － （６�２） － 石英 明赤褐 普通 把手貼り付け 内外面ナデ SI２１８７
覆土

後期初頭
PL１９１

TP７３縄文土器 深鉢 － （４�２） － 砂粒 橙 普通 把手貼り付け 内外面ナデ SB３０７
覆土

後期前半
PL１９１

TP７４ 須恵器 甕 － （１０�３） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面縦位平行叩き 内面同心円状の当て具痕 SI２０３３
覆土

TP７５ 須恵器 甕 － （８�２） － 長石・石英 灰 普通 体部格子状平行叩き 内面同心円状の当て具痕 SI２１５０
覆土

TP７６ 須恵器 甕 － （６�５） － 長石 淡黄 普通 体部外面自然釉付着 内面同心円状の当て具痕 SI２０３３
覆土

TP７７ 須恵器 甕 － （３�４） － 長石・石英 灰褐 普通 体部外面カキ目 内面同心円状の当て具痕 SI２２８９
覆土

TP７８ 須恵器 甕 － （３�６） － 長石・黒色粒子 黄灰 普通 体部外面縦位平行叩き後横位のカキ目 内面同
心円状の当て具痕

第３３号地下式壙
覆土

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１３５ 土師器 坏 １２�６ ４�６ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 体部
内面ヘラナデ 表採 ９５％

１１３６ 須恵器 坏 １１�３ ４�３ ５�４ 長石・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後ヘ
ラ削り

SI２０３９
表土 １００％

１１３７ 須恵器 坏 １３�４ ４�２ ８�０ 長石・石英・雲母・小礫 褐灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後多方向
ヘラ削り

SI２１０１
覆土 １００％

１１３８ 須恵器 坏 １１�５ ３�４ ７�４ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二方向
ヘラ削り

SI２１８１
覆土 １００％

１１３９ 須恵器 坏 １３�７ ４�１ ８�１ 長石・石英・雲母 灰 良好 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二方向
ヘラ削り

SI２０４３
覆土 ８５％

１１４０ 須恵器 坏 １１�４ ４�４ ６�８ 長石 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後二
方向ヘラ削り

SI２０８３
覆土 ９５％

１１４１ 須恵器 坏 １３�３ ４�３ ７�０ 長石・雲母 にぶい黄 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後多方向
ヘラ削り

SI２１０６
覆土

７０％ 底部
墨書「万」

１１４２ 須恵器 坏 １３�２ ４�１ ８�０ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後一方向
ヘラ削り Ｄ１２ｃ８ ７０％

１１４３ 須恵器 高台付坏［１２�１］（３�７） － 長石・石英・雲母 灰 普通 体部内外面ロクロナデ SI２１２７
覆土

１５％ 墨書
「大井」PL１８８

１１４４ 須恵器 高台付坏 １４�３ ５�２ ９�２ 長石・雲母・礫 褐灰 普通 体部内外面ロクロナデ 底部回転ヘラ切り後ヘ
ラ削り 高台貼り付け

SI２１２０
覆土 ９０％

１１４５ 須恵器 高台付坏 １６�３（６�３） － 長石・小礫 灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ヘ
ラ削り 高台貼り付け

SI２１０２
覆土

６０％ 底部
ヘラ記号

１１４６ 須恵器 蓋 １２�２ ３�２ － 長石・雲母 灰黄 普通 天井部右方向ヘラ削り SK２４４７
覆土 ８０％

１１４７ 須恵器 蓋 ［９�６］ ２�６ － 小礫 灰黄 良好 天井部外面自然釉付着 SI２１０１
覆土 ３０％

１１４８ 土師器 高坏［１１�２］（５�４） － 長石 灰褐 普通 口辺部外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面磨
き 脚部欠損

SI２０５１
表土 １０％

１１４９ 土師器 壺 ［１６�６］（５�３） － 長石・雲母・小礫 赤 普通 口辺部・体部内外面磨き 折り返し口辺部外面網目
状撚糸文施文 頸部円形浮文貼り付け 内外面赤彩

SI２０５１
表土 ５％

１１５０ 土師器 甕 － （２�３） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 使用痕三か所 底部ヘラ削り丸底 SI２０２５
表土 １０％ 転用砥石

１１５１ 土師器 甕 － （２�１） － 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 使用痕五か所 SI２０５１
表土 ５％ 転用砥石

１１５２ 土師器 甕 １５�７ １７�２ ８�２ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 体部
内面ヘラナデ 底部ヘラナデ

SI２２０８
覆土 ９５％

１１５３ 須恵器 甕 ［２０�０］（１１�８） － 長石 灰 良好 口辺部外面中央にナデ後波状紋（２２本） 内面
ロクロナデ後ヘラナデ 自然釉付着

SI２０４４
覆土 １０％

１１５４ 土師器 台付甕 － （６�１） ７�６ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部内外面ナデ 体部脚部接合部磨き 脚部内
外面ナデ

SI２１５６
覆土 １０％

１１５５ 土師器 ミニチュ
ア土器［４�０］ ３�４ ３�０ 長石・石英・小礫 明赤褐 普通 体部外面から口辺部にかけてヘラナデ 体部下

端・内面・底部ナデ Ｄ９ｃ６ ６０％

１１５６ 土師器 ミニチュ
ア土器 － （３�５） － 長石・石英・雲母・小礫 にぶい黄橙 普通 口辺部ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナ

デ 体部外面から刺突 輪積痕
SI２２０９
覆土 ６０％

１１５７ 土師器 手捏土器 ５�３ ４�７ ４�２ 長石・雲母 明赤褐 普通 口辺部内面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナ
デ 底部ナデ 輪積痕

SI２２２５
表土 １００％

１１５８ 土師器 手捏土器［４�０］ ４�７ ［３�４］ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内外面・底部ナデ SI２２０９
覆土 ４０％

１１５９ 土師器 手捏土器［５�３］ ２�３ ４�６ 長石・雲母 にぶい褐 普通 体部内外面ナデ 底部木葉痕 SI２０５１
表土 ５０％

―９４６―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１６０ 土師器 手捏土器 － （２�８）［２�６］長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部内外面・底部ナデ SI２０８０
覆土 ３０％

１１６１ 須恵器 � － （３�１） － 長石 灰 良好 体部内外面ロクロナデ 内面自然釉付着 SB４１３
覆土 ５％

１１６２ 土師器 三足鍋 － （１１�３） － 長石・石英・雲母 褐 良好 脚部外面ナデ・指頭痕 SI２０９４
覆土 ５％

１１６３ 青磁 碗ヵ［１２�８］（２�７） － 緻密 明オリ－ブ灰 良好 内外面施釉 体部ロクロ成形 外面蓮弁文 SI２０４４
覆土 ５％ 龍泉窯系

１１６４ 陶器 折縁深皿［２３�４］ ６�７［１４�６］石英 にぶい黄 良好 灰釉施釉 口辺部内外面ナデ 体部内外面ロク
ロナデ 底部回転ヘラ切り

第４５号地下
式壙 覆土 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１９ 玉 ０�９ １�６ ０�２ １�３ 長石 棗状 一方向からの穿孔 中央部から端部にかけてナ
デ

SI２１７７
表土 PL１８９

DP１２０ 玉 １�８ ２�５ ０�２ ５�５ 長石・雲母 棗状 一方向からの穿孔 二か所 外面稜から端部に
かけてナデ Ｅ９ｃ４ PL１８９

DP１２１ 小玉 ０�７ ０�７ ０�２ ０�３ 長石 一方向からの穿孔 外面ナデ SI２２１８
覆土 PL１９０

DP１２２ 小玉 １�２ １�１ ０�２ １�６ 長石・雲母 一方向からの穿孔 外面ナデ SI２０９０
覆土 PL１９０

DP１２３球状土錘 ３�１ ３�０ ０�８ ２７�１ 長石・石英・雲母 一方向からの穿孔 外面ナデ SB４１１
覆土 PL１８９

DP１２４球状土錘 ２�７ ２�３ ０�５ １５�７ 長石 一方向からの穿孔 外面ナデ 第５９号方形竪
穴遺構覆土 PL１８９

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１００ ナイフ形
石器ヵ ５�２ ４�４ １�８ ３０�４ チャート 横長�片 打面は背面側から�離 表採 PL１９２

Ｑ１０１ ナイフ形
石器 ５�０ １�５ ０�７ ３�６ 石英 縦長�片を素材とし側面にブランティングを施す 先端欠損 Ｄ１３ｅ１ PL１９１

Ｑ１０２尖頭器ヵ ３�８ １�６ ０�４ ２�６ 頁岩 縁に雑な押圧�離調整 SI２１４５
覆土 PL１９１

Ｑ１０３ 細石刃 ３�１ ０�９ ０�２ ０�５ 黒曜石 側縁に丁寧な�離痕跡 SB３５５
覆土 PL１９１

Ｑ１０４ 石核 ５�１ ４�８ ２�３ ５０�０ 瑪瑙 縁に�離痕跡 両面に礫面を大きく残す SB３０９
覆土 PL１９２

Ｑ１０５ 鏃 ２�７ １�９ ０�５ ２�０ 頁岩 丁寧な両面押圧�離調整 SI２０３１
覆土 PL１９１

Ｑ１０６ 鏃 ２�５ ２�１ ０�３ １�２ 頁岩 丁寧な両面押圧�離調整 SI２００５
覆土 PL１９１

Ｑ１０７ 鏃 （１�９） １�３ ０�２ ０�５ 黒曜石 丁寧な両面押圧�離調整 先端部欠損 SI２０４４
覆土 PL１９１

Ｑ１０８ 鏃 １�３ １�０ ０�２ ０�２ 黒曜石 丁寧な両面押圧�離調整 SI２００５
覆土 PL１９１

Ｑ１０９ 鏃 １�８ １�７ ０�３ ０�６ チャート 丁寧な両面押圧�離調整 SI２２１５
覆土 PL１９１

Ｑ１１０ 鏃 ２�４ １�８ ０�４ １�１ チャート 丁寧な両面押圧�離調整 表採 PL１９１

Ｑ１１１ スタンプ
形石器 １４�４ ６�９ ７�７ ７３８�０ 砂岩 側縁部両側に打痕 底面敲打痕 摩耗痕強い SI２０５５

覆土 PL１９２

Ｑ１１２ スタンプ
形石器 １２�９ ８�３ ７�２ ６４６�８ 砂岩 側縁部片側に打痕 底面敲打痕 SI２５００

覆土

Ｑ１１３ 敲石 （８�５） ６�２ ２�９ （２２２�６） 砂岩 一部欠損 SI２２７４
覆土 PL１９２

Ｑ１１４二次加工を有する�片 ４�９ ２�５ ０�６ ４�７ 硬質砂岩 縁に調整 両面に礫面を大きく残す ＳＫ２２２７
覆土

Ｑ１１５ �片 ７�５ １�６ １�２ １１�５ 頁岩 縦長�片 背に�面を大きく残す SI２１２０
覆土 PL１９１

Ｑ１１６ �片 ６�５ ２�０ ０�８ １２�０ 安山岩 縦長�片 背面は礫面を大きく残す SI２１１６
覆土 PL１９１

Ｑ１１７ �片 ５�９ ３�０ １�４ ２２�９ 安山岩 縦長�片 背面は礫面を大きく残す 表採 PL１９１

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２５ 勾玉 ２�９ ０�９ ０�９ ３�２ 長石 孔径０�３� 一方向からの穿孔 外面ナデ SI２１５６
覆土 PL１９０

DP１２６ 勾玉 ２�８ ０�９ ０�９ ３�２ 長石・雲母 孔径０�３� 一方向からの穿孔 外面ナデ SB３０４
覆土 PL１９０

DP１２７ 埴輪片 （６�７） （８�４） （２�０） １３１�５ 長石・石英・雲母・礫 体部外面ナデ 内面ヘラナデ SI２１５３
覆土

DP１２８ 埴輪片 （５�８） （４�９） （１�１） ３６�２ 長石・石英・雲母 口辺部・体部ヘラナデ 内面ナデ SI２２８８
覆土

DP１２９ 泥面子 ２�６ ２�３ ０�９ ４�５ 長石 芥子面 表面人面 裏面ナデ SI２２２３
覆土 PL１８９

DP１３０ 泥面子 ２�３ ２�０ ０�５ ２�７ 長石 芥子面 表面鳥居ヵ 裏面ナデ SI２２７２
覆土 PL１８９

DP１３１ 泥面子 ２�７ １�９ ０�５ ２�７ 長石 芥子面 表面相撲を模したものヵ 裏面ナデ SI２２９１
覆土 PL１８９

DP１３２ 泥面子 ２�０ ２�２ ０�７ ２�２ 長石 芥子面 表面蛸ヵ 裏面ナデ SI２２１４
覆土

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３３ 不明 ２�７ ０�７ ０�４ ４�５ 長石・雲母 一方向からの穿孔 外面ナデ Ｃ１０ｃ９

―９４７―



番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１８ 勾玉 （２�０） （１�６） ０�９ ５�２ 瑪瑙 孔径０�３� 一方向からの穿孔 前面研磨 一部欠損 Ｃ１１ａ２ PL１９２

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１９ 小玉 ０�９ ０�７ ０�３ ０�７ 滑石 両方向からの穿孔 全面研磨 SI２０７５
表土 PL１９４

Ｑ１２０ 小玉 １�４ １�４ ０�３ ２�１ 滑石 一方向からの穿孔 全面研磨 第４１号方形竪
穴遺構 覆土

Ｑ１２１ 小玉 １�１ ０�８ ０�２ １�６ 滑石 一方向からの穿孔 全面研磨 SI２１９３
覆土

Ｑ１２２ 臼玉 １�１ ０�３ ０�３ ０�７ 滑石 一方向からの穿孔 表面�離 SI２０２４
表土 PL１９４

Ｑ１２３ 小玉 ０�９ ０�８ ０�３ １�０ 滑石 一方向からの穿孔 全面研磨 SK２４２７
覆土

Ｑ１２４ 小玉 １�１ ０�７ ０�４ １�３ ガラス 一方向からの穿孔 全面研磨 SB３９９
覆土

Ｑ１２５ 紡錘車 ４�２ １�６ ０�９ （４７�４） 蛇紋岩 一方向からの穿孔 上面に放射状・同心円状の線刻 SI２０４９
覆土

Ｑ１２６ 紡錘車 ４�６ ４�７ ２�０ （５５�１） 粘板岩 二方向からの穿孔 SI２２８９
覆土

Ｑ１２７双孔円板 （２�１） ０�３ ０�３ （２�１） 滑石 一方向からの穿孔 両面研磨 Ｄ１３ａ１ PL１９２

番号 器種 長径 短径 厚さ 重量 材質 手法の特徴 出土位置 備考

Ｍ２０６ 耳環 １�９ １�９ ０�６ ５�７ 銅 内外面緑青 表採

Ｍ２０７ 耳環 １�９ １�８ ０�６ ３�９ 銅 内外面緑青 SI２０９０
覆土 PL１９６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 手法の特徴 出土位置 備考

Ｍ２０８ 煙管 ４�０ １�５ １�０ ４�１ 銅 外面緑青 内羅宇一部残存 雁首部のみ SI２２８８
覆土 PL２００

Ｍ２０９ 煙管 ８�９ １�３ １�３ １０�２ 銅 外面緑青 内羅宇一部残存 吸口部のみ SI２３０４
覆土 PL２００

Ｍ２１０ 煙管 （４�０） １�２ １�１ （６�２） 銅 外面緑青 内羅宇一部残存 肩部有り 吸口部のみ 表採 PL２００

Ｍ２１１ 煙管 （４�５） ０�９ ０�９ （３�６） 銅 外面緑青 肩部有り 吸口部のみ SI２２３４
覆土 PL２００

番号 器種 長さ 径 厚さ 重量 材質 手法の特徴 出土位置 備考

Ｍ２１２ 鉄砲玉 － １�２ － １０�４ 鉛 ３匁玉 SI２２９１
覆土 PL２００

Ｍ２１３ 鉄砲玉 － １�３ － ７�８ 青銅 ３匁玉 SI２２６４
覆土 PL２００

Ｍ２１４ 鉄砲玉 － １�３ － １４�６ 鉛 ３匁玉 SI２２８５
覆土 PL２００

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 手法の特徴 出土位置 備考

Ｍ２１５ 古銭 ２�６ ０�７ ０�１ ２�７ 銅 文久永宝 初鋳文久３年（１８６３） 草文 表採 PL２００

Ｍ２１６ 古銭 ２�２ ０�６ ０�２ ２�４ 銅 鐚銭 治平元宝 天正～元禄期（１５８０～） 無背 SI２１１０
覆土 PL２００

Ｍ２１７ 古銭 ２�５ ０�６ ０�１ ３�５ 銅 照寧元宝 初鋳照寧元年（１０６８） 表採 PL２００

Ｍ２１８ 古銭 ２�４ ０�６ ０�１ ２�３ 銅 元豊通宝 初鋳万治２年（１６５９） Ｃ１０ｂ１ PL２００

―９４８―



１ はじめに

当調査区は，これまでに集落の中心と考えられてきた台地の北側に位置し，東西へ延びる谷津を挟んで島名

熊の山古墳群と対峙する台地上に立地している。今回の調査で，谷津を挟んだ北側の台地上及び緩斜面部にも

まとまった集落が展開されていたことが明らかとなった。

当調査区の特徴は，古墳時代後期から平安時代に至るまで連綿と続く集落と，調査区南端に位置する東西に

延びる谷津に沿って展開する掘立柱建物跡群，さらに西部域を中心に分布する中世の方形竪穴遺構や，地下式

壙の存在である。特に南端に谷津が入り込み，それに沿うように掘立柱建物跡群が並んでいるのは当時の人々

や物資の輸送との密接な関連が想定される。以下，河内郡嶋名郷の中心集落の状況をふまえて，その北側に対

峙する当調査地区の集落の様相について概観する。

２ 集落の変遷

ここでは，土器型式に従って時期区分を行い，集落の変遷をたどっていきたい。時期区分に際しては，すで

に報告されている調査区との整合性を保つために，『第１９０集』で示された土器型式に基づき，第１～２期を４

～５世紀，第３～５期を６世紀，第６～８期を７世紀，第９～１１期を８世紀，第１２～１４期を９世紀，第１５～１８

期を１０～１１世紀とする。

� 古墳時代

第１期（第８４４図）

島名熊の山遺跡に集落が出現する時期である。本調査区においては，古墳時代前期の竪穴住居跡４軒が該当

する。標高２１�０ｍ～２２�５ｍの調査区中央部から３軒，北東部から１軒が確認されており，西部および南の緩斜

面部からは確認されていない。

住居の規模は，一辺７ｍを超えるものが１軒であり，他の３軒は５～６ｍである。また，主軸方向は，北東

部に位置する第２１３０号住居跡がほぼ北向きであるほかは北西方向である。本期における最大規模の住居は，北

東部に位置する第２１３０号住居跡であり，坩，器台，高坏，甕類など３１４点の土師器が出土している。本期の住

居は，それぞれが３０～４０ｍの間隔をもって単独で存在しており，住居の規模や構造，出土遺物にも大きな差が

認められないことから，各住居が最小単位となって集落を構成していたと考えられる。

耕作による攪乱のため，遺存状態が不良の住居が多いためか，いずれの住居からも柱穴，壁溝，貯蔵穴は確

認されていない。また，最も北に位置する第２２７８号住居跡，北東部に位置する第２１３０号住居跡からはそれぞれ

１か所の炉が確認されており，第２２７８号住居跡では中央部，第２１３０号住居跡では中央部やや北寄りに位置して

いる。

第２期（第８４４図）

古墳時代中期の住居跡９軒が該当する。住居数が増加し，前期において遺構が確認されなかった調査区南部

や南西部においても遺構が確認されている。

住居跡の規模は，一辺６ｍを超えるものが２軒，５～６ｍのものが５軒，４～５ｍのものが１軒，４ｍに満

たないものが１軒である。後世の攪乱等によって遺存状態の不良な住居が多いなか，９軒中３軒で炉が確認さ

れている。炉の位置は，住居の北西部に位置するものが１軒，中央部の北寄りに位置するものが２軒であり，

第５節 ま と め
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第８４４図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第１・２期）
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第１期と比べるといずれも北壁寄りに移動し，前年度までの調査区における住居の構造と同様である。また，

貯蔵穴が確認されている住居は南西部に位置する第２０１２号住居跡１軒だけである。貯蔵穴は，南東コーナー部

に位置しており，出土した土師器片４１点のほとんどは，貯蔵穴周辺で確認されている。

南西部，中央部，北東部で住居跡のまとまりが確認されている。南西部では，４ｍほどの第２０１２号住居跡と，５

ｍを超える第２０３２号住居跡が確認されている。主軸がほぼ同方向であり，周辺からは遺構が確認されていない

ことから，この２軒で１世帯を構成していたと考えられる。中央部からは３軒の住居跡が確認されている。長

軸が６ｍほどの第２２２５号住居跡の北西約１５ｍには，最も規模が小さい第２２３１号住居跡が位置している。ともに

焼失住居で主軸もほぼ同方向であることから，南西部同様，２軒で１世帯を構成していたと考えられる。また，

住居の主軸方向は，中央部から西側に位置する６軒が北西方向であるのに対して，東側の３軒はほぼ北方向で

ある。北東部では２軒の住居跡が確認されている。この場所は，第１期において，第２１３０号住居跡が確認され

た場所に隣接している。第２１３０号住居跡は，第１期において唯一主軸方向が北向きであり，第２１３０号住居跡か

ら第２１４２号住居跡，または第２１４７号住居跡への移動も考えられる。

第３期

前年度までの調査から，当遺跡において住居内に竈が導入された時期と考えられるが，本調査区においては，

住居跡は確認されていない。

第４期（第８４５図）

第３期の住居跡は確認されていないが，本期になると再び住居跡が確認されるようになる。古墳時代後期の

住居跡１２軒が該当し，第２期まで住居跡が確認されていない調査区北西部においても３軒の住居跡が確認され

るなど，調査区全体への広がりが見られるようになる。

規模は，一辺９ｍを超えるものが１軒，６～７ｍのものが５軒，５～６ｍのものが３軒，４～５ｍのものが

３軒である。また，主軸方向は，北西部に位置する第２２４９号住居跡，中央部北寄りに位置する第２２９３号住居跡

が北向きで，ほかは北西方向である。主な出土遺物としては，ミニチュア土器１点，土製品５点（勾玉２，玉

３），石器・石製品４点（砥石１，紡錘車１，臼玉２），鉄製品４点（刀子２，鎌１，釘１）などが出土してい

る。

北西部および中央部から南部で住居跡のまとまりが確認されている。その他の住居跡は，それぞれが離れた

位置にあり，独立して存在していたとも考えられるが，明確ではない。北西部から３軒の住居跡が確認された

が，それぞれが２０～２５ｍの間隔で存在している。第２０１９号住居跡は一辺６ｍ程度と本期の住居跡としては標準

的な規模であり，多量の遺物が出土している点が注目される。出土遺物は，土師器片２０２８点のほかに，須恵器

提瓶，土製品２点（玉，支脚），石器・石製品３点（砥石２，紡錘車１），鉄製品２点（鎌，釘）などである。

土師器の器種構成も，坏・高坏・鉢・壺・甕類・甑と多岐にわたり，当遺跡における本期出土土器の一括資料

として重要である。また，第２２４９号住居跡から炉と竈が確認されており，同時に使用されていたと考えられる。

本期における最大規模の住居跡は，中央部西寄りに位置する第２２６５号住居跡である。一辺が９ｍを超え，土

師器片２０９０点のほかに，須恵器片９７点，鉄製品１点（刀子）が出土している。また，本期に確認された１２軒中

のほぼ中央部に位置していることから，中心的な住居であったと考えられる。

第５期（第８４６図）

住居跡数が一挙に増加し，調査区全体に確認されるようになる。古墳時代後期の住居跡４３軒が該当する。前

年度までの調査区においても，本期に住居跡数が一挙に増加する傾向が見られ，隣接する島名前野東遺跡や島

名八幡前遺跡においてもほぼ同時期に集落が展開されることから，島名熊の山遺跡を中心とした周辺部一帯が
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第８４５図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第４期）
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大規模に開発されて人口も急増した時期と考えられる。

主な出土遺物としては，須恵器提瓶２点，ミニチュア土器５点，手捏土器８点，土製品３４点（土製模造品１

勾玉６，小玉７，土玉１４，玉４，球状土錘１，紡錘車１），石器・石製品１６点（砥石５，臼玉９，紡錘車２），

鉄製品９点（刀子５，釘４）など，鉄製工具や祭祀具の増加が確認されている。

住居の分布は調査区全体におよび，第４期の住居の間にも新たな住居が構築されて，集落が拡大している。

住居が特に密なまとまりを見せるのは，中央部から北部，北西部，南西部の３か所である。いずれも第４期に

おいて住居跡が確認されている地区であり居住区の継続性が認められるが，調査区東部からは本期に至るまで

の遺構は確認されていない。

住居跡の規模は，一辺８ｍを超えるものが３軒，７～８ｍのものが１軒，６～７ｍのものが５軒，５～６ｍ

のものが１７軒，４～５ｍのものが１１軒，４ｍに満たないものは６軒である。また，住居の主軸方向はほとんど

が北西である。

北西部で確認された住居跡は，ほとんどが４�５～５�５ｍの規模であり，大形の住居跡は確認されていない。２

～３軒を１つの単位とする同規模の住居による組み合わせと考えられるが，第４期においては，６�３ｍほどの

規模で多量の遺物が出土した第２０１９号住居跡が存在しており，これに代わる中心的な住居が調査区域外に存在

するとも考えられる。南西部においても２～３軒が隣接して住居群を構成している様子がうかがえる。ほぼ同

規模の住居の組み合わせの見られる北西部の一群に対して，南西部では規模の大きい住居と小規模な住居の組

み合わせも見られる。南西部における中心的な住居は，第２０５１号住居跡である。本期の最大規模の住居跡であ

り，主な出土遺物は，土師器片２８２９点，ミニチュア土器２点，手捏土器３点，土製品３点（土玉２，玉１），

石製品１点（紡錘車），銅製品１点（薬匙ヵ）などが確認されている。また，北東部では住居跡１軒が確認さ

れているだけで，他の住居と大きく離れた地区であるが，単独で存在する住居跡は確認されていないことから，

さらに北側に集落が拡大する可能性が考えられる。

第６期（第８４７図）

古墳時代後期の住居跡３６軒が該当する。第５期で確認された４３軒よりは減少しているものの依然として住居

跡数は多く，その分布状況も調査区全体に広がっている。中央部と南西部では，第５期と同様に２～３軒の住

居が隣接して住居群を構成している様子が見られる。第５期に引き続き，本期も当遺跡の繁栄期と考えること

ができる。

住居跡の規模は，一辺９ｍを超えるものが２軒，７～８ｍのものが３軒，６～７ｍのものが８軒，５～６ｍ

のものが９軒，４ｍ～５ｍのものが１０軒，４ｍに満たないものが３軒であり，残りの１軒は一部が確認された

だけである。主軸方向は北西が多いが，第５期と比較して北を向く住居跡が多くなり，特に中央部と東部にお

いては北を向く住居跡の割合が高い。このような状況は，前年度までの調査区における主軸方向の傾向と一致

している。主な出土遺物は，須恵器提瓶２点，手捏土器１１点，土製品３０点（勾玉５，管玉７，小玉１０，玉５，

紡錘車２，球状土錘１），石器・石製品２３（砥石１０，勾玉１，臼玉５，切子玉３，紡錘車４），鉄製品１７点（刀

子７，釘５，鎌１，鉄斧１，鏃３），銅製品２点（耳環）などが確認され，第５期と同様，鉄製工具と砥石や

祭祀具が増加している。

中央部の北寄りおよび南西部では，第５期に引き続いて多くの住居跡が確認されており，集落の継続性が認

められる。第５期に１０軒の住居跡が確認された北西部では，第２１６３号住居跡１軒が確認されただけでありほか

に遺構は確認されていないが，調査区外への展開が予想される。中央部に位置する，一辺６�３ｍほどの第２２１８

号住居跡からは，２つの竈が確認されている。竈は，北壁中央部と東壁のやや北寄りに位置しており，袖部の
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第８４６図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第５期）
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第８４７図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第６期）
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遺存状況から同時期に使用されていたと考えられる。２つの竈を比較すると規模的に大きな差は認められず，

主たるものと補助的なものといった役割の違いはなかったものと考えられる。本調査区においては，北壁から

東壁に竈を造り替えた住居跡は確認されているが，同時使用と考えられるものは本住居跡だけである。このよ

うな状況から，この集団における中心的な居住者の存在が予想できる。

南西部では１３軒の住居跡が確認されている。この一群で最大の住居は，１辺９�８ｍほどの第２０２４号住居跡で

ある。出土遺物も土師器片５２３９点のほかに，須恵器片１１２点，土製品１８点（勾玉２，管玉７，玉２，小玉６，

支脚１），石器・石製品４点（砥石１，臼玉３），鉄製品６点（刀子２，鏃２，釘２）と多量である。配置から，

第５期に存在した第２０５１号住居跡からの継続性が想定され，隣接する第２０２５号住居跡とともに同じ世帯を構成

する南西部一群の中心的な住居であったと考えられる。また，本住居跡からは炉壁，椀状滓，鉄滓が出土して

おり，本住居が廃絶された後の周辺に，鍛冶関連遺構の存在が想定される。また，第５期まで住居跡が確認さ

れなかった東部においても住居跡が確認されるようになる。削平等により遺存状態が不良で全容は明らかでな

いが，規模が９ｍを超え，間仕切り溝を有する大型の第２１１９号住居跡が確認されている。確認された住居跡は

１軒だけであるが，他の集団における同規模の住居が単独では存在していないことから，東部にも住居群が新

たに進出してきたものと考えられる。

第７期（第８４８図）

住居跡数が減少し，集落が一時衰退に向かう時期であり，古墳時代後期の住居跡１２軒が該当する。住居跡数

は減少するが，住居跡の分布は中央部と南西部で認められる。主な出土遺物としては，須恵器椀１点，土製品

９点（勾玉３，小玉４，土玉２），石器３点（砥石），石製品５点（紡錘車３，臼玉２），鉄製品７点（刀子５，

釘１，鎌１）などがあり，前段階とそれほど相違は認められない。

住居の規模は，一辺７ｍを超えるものが２軒，６～７ｍのものが３軒，５～６ｍのものが１軒，４～５ｍの

ものが４軒，４ｍに満たないものが２軒であり，第６期までに見られた９ｍを超えるような大形の住居は確認

されていない。

第５期において１０軒を数えた北西部の一群は，第６期では１軒だけとなり，本期においては確認されなくな

る。奈良時代になると再び居住域として利用されるようになるが，この時期では居住地でなくなったと考えら

れる。中央部からは，第６期に引き続いて３軒の住居跡が確認されているが，それぞれが距離をおいて存在し

ており，各住居が独立した世帯として存在していたと考えられる。また，中央部に位置する第２２２３号住居跡は，

一辺７�８ｍほどの規模であり，本期最大の住居跡である。出土遺物は，土師器片９９８点のほか，土製品１点（小

玉），石器２点（砥石），鉄製品４点（刀子３，釘１）などが確認されており，本期における中心的な住居のひ

とつであったと考えられる。第６期において最も密に住居跡が確認された南西部では，５軒が確認されている。

第２０３４Ａ号住居跡と第２０３４Ｂ住居跡は，ほぼ同時期の住居跡であり，短期間のうちに第２０３４Ｂ号住居跡から第

２０３４Ａ号住居跡に建て替えられている。南西部で最も南側に位置している，１辺６ｍほどの第２０５２号住居跡と

３ｍ以下の第２２０２号住居跡は，主軸方向もほぼ同じであり，１世帯を構成していたと考えられる。また，この

場所は，第５期において第２０２６・２１９６・２１９７号住居跡が確認されているが，第２０５２号住居跡が第２０２６号住居跡

を，第２２０２号住居跡が第２１９６号住居跡をそれぞれ掘り込んだ状態で存在し，互いの住居の規模や主軸方向がほ

ぼ同じであることから，同系の世帯が継続して居住した可能性も想定される。また，同様に東部に位置する第

２１２７号住居跡は，第６期において確認された２１２４号住居跡と規模，主軸方向ともにほぼ同じであり，住み替え

の可能性が指摘できる。以上のように，本期は住居数こそ減少するものの，第６期からの継続性が認められる

時期でもある。
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第８４８図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第７・８期）
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第８期（第８４８図）

住居跡数はさらに減少し，本期で確認された住居跡は６軒だけである。住居跡数は減少しているが，調査区

全体で小規模のまとまりが見られる。それらは，中央部，南西部，南東部での２軒ずつのまとまりであり，地

区的に，第７期の分布と同様の状況を示している。

住居跡の規模は，一辺７ｍを超えるものが１軒，６～７ｍのものが１軒，５～６ｍのものが１軒，４～５ｍ

のものが１軒，４ｍに満たないものが２軒である。また，主な出土遺物は，土製品２点（小玉），石器・石製

品７点（砥石５，臼玉２），鉄器・鉄製品２６点（耳環１，鏃１，刀子７，鎌６，釘７，不明４）などが確認さ

れ，確認点数のわりに刀子や鎌が多いのが注目される。

本期における最大の住居は，中央部に位置する第２２６４号住居跡である。主な出土遺物は，土師器片１１１８点の

ほか，鉄製品４点（刀子１，釘３）などが確認されている。住居跡数は減少しているが，この地区には第５期

から連続して複数の住居が存在しており，第６期においても大形の第２２２３号住居跡が確認されていることから，

集落の中心的な世帯の居住域であった可能性が高い。また，南西部では第６期まで継続して確認された大形の

住居は姿を消し，１辺４～４�５ｍの住居跡２軒が確認されただけになる。さらに，第７期までには見られなか

った東に竈を持つ第２０１０号住居跡が確認されている。南部，南東部および東部の一帯は，律令期に入ると多数

の掘立柱建物跡が建てられる地域となっていくが，本期においては南東部で第２０８３号住居跡が確認されている

だけであり，西部の一帯も無遺構地帯となっている。

� 奈良時代

第９期（第８４９図）

当調査区において初めて掘立柱建物跡が出現する時期であり，竪穴住居跡７軒と掘立柱建物跡３棟が該当す

る。住居跡はおおむね中央部から西部の標高２０�０～２２�５ｍに位置しており，第２０３１・２０３６号住居跡は，標高２０�５

ｍ付近で東西に１０ｍの間隔をもって並存している。また，第２０３６号住居跡の東方２０ｍには第３４０号掘立柱建物

跡が位置しており，これらはひとつのまとまりとして機能していた可能性が高い。第２０１７号住居跡は標高２２�０

ｍ付近，第２１７９号住居跡は標高２０�５ｍ付近に位置し，長軸５ｍ程度でいずれも他の住居跡に比べて規模が大き

いことから，当該期の有力者の住居であった可能性が高い。第２０１７・２２３３号住居跡は東西に２０ｍの間隔で位置

しているが，その他の住居跡と比べて間隔が狭いことから，同じ集団として機能していた可能性が想定される。

その他の住居跡の間隔は４０ｍ以上あることから，それぞれ独立して存在していたと考えられる。主軸方向は，

北西部に位置する２軒がほぼ北向きであるのに対して，その他の５軒は北西方向を向いている。主な出土遺物

には，土師器（坏，甕，甑），須恵器（坏，高台付坏，蓋，鉢，壺，甕），土製品２点（小玉，支脚），石製品

２点（砥石），鉄器３点（刀子）などがある。刀子が出土した住居跡は３軒，砥石が出土した住居跡は２軒で

あるが，南西部の第２０３１・２０３６号住居跡からの刀子と砥石の出土は，日常生活用具の組合わせの点で興味深い。

掘立柱建物は西部に位置している第３７３号掘立柱建物跡が第２１７９号住居跡と東西に３０ｍの間隔があることから，

独立して存在していたと考えられる。また，東部に位置している第３９５号掘立柱建物跡は地形から南側に位置

する谷津との関連が想定されるが，詳細は不明である。

これまでの調査例から，当該期には集落の再編が行われ，各遺構は真北を主軸方向とすることが指摘されて

いるが，当調査区では主軸が北西に振れる遺構が大半を占めている。このことは『第２１４集』でも述べられてい

る通り，古墳時代から居住域を変えずに地縁・血縁的に連なる伝統的集団が，集落の中心としてこの地に居住

し，新しい時代に移ってもその伝統的な関係を維持しながら継続的に居住したものと考えられる。このような
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継続的な居住形態は，伝統的な在地支配体制から律令体制へ進展する過渡期を象徴しているものと考えられる。

第１０期（第８４９図）

本期には，竪穴住居跡１６軒，掘立柱建物跡１０棟が該当する。第９期に比べて，住居跡，掘立柱建物跡のいず

れも急激に増加し，集落規模の拡大が顕著な時期である。

住居跡は調査区のほぼ全域に分布するようになり，４つのまとまりが見られる。標高的には１９�０～２２�５ｍ付

近までと高低差が目立つようになり，南部に展開する谷津付近まで広がりを見せているのが特徴的である。規

模は，長軸６ｍ以上が３軒，５～６ｍが３軒，４ｍ程度が６軒，４ｍ未満が４軒である。また，全体的に大形

の住居跡は東部から中央部の標高２１�５ｍ付近に集中している。主軸方向は，第２２０９・２２１０号住居跡が北西，第

２１３８号住居跡が北東へ振れているのを除いて，真北を指すようになり，居住に対する強い規制が働いていたと

推測できる。東部に位置する第２１１６号住居跡は長軸７ｍを超える当該期の最大規模の住居跡であり，多量の土

師器・須恵器のほかに，土製紡錘車や釘なども出土し，有力者の住居跡であった可能性が高い。第２１１６号住居

跡の東方２０ｍには，長軸６ｍの第２１０９号住居跡，南西３０ｍには第３９０号掘立柱建物跡，南東３０ｍには第３６８号掘

立柱建物跡がそれぞれ位置しており，同じまとまりとして機能していた可能性が高い。さらに南東に位置して

いる第２０６３・２１０４号住居跡も同じまとまりと考えられる。この集団では，住居跡が平坦な標高２１�５ｍ付近の台

地上に位置しているのに対し，２棟の掘立柱建物跡は標高２０�０ｍ前後の立地条件の悪い緩斜面部に位置してい

ることから，南側に展開する谷津との関連が想定される。

中央部に位置する第２０７７住居跡は長軸６ｍ以上であり，東に長軸５ｍ以上の第２１５６・２１６０号住居跡，北に第

３８２号掘立柱建物跡が隣接し，同じまとまりと考えられる。第２０７７号住居跡からは鋤先が出土しており，第２１１６

号住居跡を中心としたまとまりと同様に集落の中心的な集団を構成していたものと考えられる。南西部に位置

している第２００８・２２０９・２２１０号住居跡と第３０１・３０５・３７０・３７５・３７９・３８３号掘立柱建物跡も同一集団と考えら

れ，南北方向に主軸をとる桁行３間，梁行２間の側柱式倉庫群が整然と並んでいる。北部には第２２７２・２２７５号

住居跡が東西に１０ｍの間隔をもって近接し，同規模であることから同一集団を構成していた可能性がある。そ

の他の住居跡は適度な間隔をもって位置しており，それぞれ単独で存在していたものと考えられる。また，南

部に位置する第３５２号掘立柱建物跡は，谷津との関連性が想定されるが，詳細は不明である。

主な出土遺物には，土師器（坏，甕，甑），須恵器（坏，高台付坏，皿，盤，蓋，高盤，鉢，�，壺類，甕，

甑），転用硯，土製品４点（紡錘車１，支脚４），石器・石製品３点（砥石２，紡錘車１），鉄製品１９点（刀子

７，釘７，鏃２，鎌１，鋤先１，鉄挺１），銅製品２点（耳環１，巡方１）などがある。刀子が出土した住居

跡は４軒，鏃が出土した住居跡は１軒，砥石が出土した住居跡は２軒であるが，中でも第２０７７号住居跡の鋤先

と底部朱書の転用硯，第２１０９・２１５６号住居跡出土の柄木が残存する刀子，第２１１６号住居跡の釘６点，第２２１０号

住居跡の石製紡錘車，刀子，銅製の巡方ヵ，第２２３４号住居跡の刀子，鏃の出土は律令期における役人層や兵士

の存在を裏付ける資料として注目される。

第１１期（第８５０図）

本期には，竪穴住居跡２２軒，掘立柱建物跡２１棟が該当する。第１０期に比べ，住居跡や掘立柱建物の数も増加

し，中でも掘立柱建物跡の増加が顕著であり，集落の生産力が安定した時期と捉えられる。また，住居跡がほ

ぼ全域に分布している点では，第１０期と同じ様相であるが，掘立柱建物跡が南部の緩斜面部に集中している点

で差異が認められ，谷津に沿って掘立柱建物群が並ぶ様相からは，東方を流れる東谷田川を利用した水運との

関連を容易に想起することが可能である。集落は全体的に，６つの集団に分けることができる。住居跡は，調

査区北東部から北部にかけての標高２２�５～２３�０ｍ付近に１５軒が位置している。その他の住居跡は南西部から南
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第８４９図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第９・１０期）
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第８５０図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第１１期）
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部にかけての標高１８�０～２０�５ｍ付近の緩斜面部，東部の標高２１�５ｍ付近にそれぞれ位置している。規模は，長

軸６ｍ以上が１軒，５～６ｍが４軒，４ｍ程度が７軒，４ｍ未満が１０軒である。主軸方向はおおむね真北を指

す住居跡が多数を占めるが，第２１３７・２１８０・２２５８・２２９５号住居跡の主軸は北東に振れている。また，第２２７６号

住居跡の東竈は特異である。

調査区東部の標高１９�５～２２�０ｍ付近には，北側の第２１０５・２１２５住居跡と南側の第３３２・３９８・４０２・４０３・４１８

号掘立柱建物跡からなるまとまりが見られる。このうち第４０３号掘立柱建物跡の柱抜き取り痕からは，「大井新

家」銘墨書土器が出土しており，中央部に位置する第２１６７号住居跡出土の「大井ヵ」銘墨書土器との密接な縁

戚関係が想定され，注目される。また，北東部の標高２１�０ｍ付近には第２１３７号住居跡と第４１５号掘立柱建物跡

が位置しているが，関連性については中間部が未調査のため不明である。

北部の標高２２�５～２３�０ｍ付近には，第２２９８号住居跡と第３１３・３６４号掘立柱建物跡からなるまとまりが見られ

る。北西部の標高２２�５ｍ付近には，５～２０ｍの間隔をもって並ぶ第２２５８号住居跡を中心とした集団が見られる。

南部から南西部にかけての標高１８�０～２０�５ｍ付近の緩斜面には，北側の第２１８１号住居跡を中心として，南西に

広がる第２１９０・２２０８号住居跡と，第３３８・３７２・３７４・３７７・３８４号掘立柱建物，南東に広がる第２１６６号住居跡と，

第３３１・３３６・３３９・３５１・３５５・３５７・３５８・３６３号掘立柱建物跡からなるまとまりが見られる。特に南東に広がる

８棟の掘立柱建物跡群は明らかに南側に展開する谷津を意識しており，東方に流れる東谷田川を利用した水運

との関連が想起される。主な出土遺物は，土師器（坏，甕，甑），須恵器（坏，高台付坏，盤，蓋，高盤，鉢，

壺，瓶，甕，甑），土製品９点（球状土錘１，支脚６，羽口２），石器・石製品６点（砥石２，勾玉１，臼玉１，

紡錘車２），鉄器・鉄製品２１点（刀子７，鏃４，鎌８，釘１，紡錘車１），不明銅製品１点があり，鎌の増加が

興味深い。

	 平安時代

第１２期（第８５１図）

本期には，竪穴住居跡３０軒，掘立柱建物跡１２棟が該当する。第１１期に比べて，住居数が増加しているのに対

し，掘立柱建物跡の数が減少する傾向がうかがえるが，全体的には集落の最盛期といえる段階である。

住居跡などの分布状況は，第１１期に比べて北部から東部にかけて集中するようになり，南部から南西部はま

ばらである。標高は１８�５～２３�０ｍと高低差が顕著であり，特に東部の大形住居跡４軒と掘立柱建物跡６棟は緩

斜面に展開しているのが特徴的で，南側の谷津を意識した配置と想定される。住居跡の規模は，長軸７ｍ以上

が２軒，６～７ｍが６軒，５～６ｍが１軒，４ｍ程度が９軒，４ｍ未満が１２軒であり，長軸６ｍ以上の大形住

居跡が増加するのが特徴である。主軸方向はほぼ真北を指すものが多く，東部の第２１０１号住居跡，北部の第２２０１

・２２５９・２２６６号住居跡などは風向きなどが反映されて西ないし東に振れるものと想定される。北東部の第２１１５

・２１３６・２１３９号住居跡や，第４０９・４１０号掘立柱建物跡は１０～２０ｍの間隔であり，同一の集団と考えられる。南

東部の第２０６５・２０８５・２０９０・２０９８号住居跡はいずれも大形で，第３９９号掘立柱建物跡をはじめ６棟の側柱式建

物跡が並ぶ有力者の集団と考えられる。第３６７号掘立柱建物跡と第２０６５・２０８５号住居跡との時期差はあまりな

いことから，比較的短かい期間での建て替えが行われたものと考えられ，南側は湿気が多いために柱材の耐久

性で問題があったからとも想定される。また，第２０６５号住居跡は焼失住居であるが，須恵器甕や甑，多数の坏，

紡錘車，刀子，鏃，鎌，手斧，青銅製柄杓などが出土しており，有力者の存在が想定される。

南西部には第２０４３号住居跡を中心に，住居跡３軒，掘立柱建物跡１棟からなるまとまりが見られる。また，

西部の第２０５８～２０６０号住居跡は５ｍほどの間隔で斜めに並んでいるが，関連する掘立柱建物跡は確認されてい
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第８５１図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第１２期）
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ない。北西部の第２２０１・２２５９・２２６０号住居跡も５ｍほどの間隔で並存し，同一集団と考えられる。

調査区の北端には第２２８８号住居跡を中心に，第２２６６・２２８２・２２８７・２２９６号住居跡が集団を構成していたもの

と考えられる。中央部には，第２１５０・２１５５号住居跡を中心に，第２１１８・２１２０・２１２１・２１２６・２１５５号住居跡，第

３３３号掘立柱建物跡からなるまとまりが確認されている。中央部北側の標高２２�５ｍ付近には桁行３間，梁行３

間の総柱式建物の第３０９号掘立柱建物跡が位置し，集落の有力者の存在をうかがわせる。主な出土遺物には，

土師器（坏，高台付坏，皿，蓋，鉢，甕），須恵器（坏，高台付坏，皿，盤，蓋，高盤，�，鉢，壺，甕，甑，

円面硯），灰釉陶器７点（椀３，長頸壺２，瓶２），土製品９点（小玉１，紡錘車３，管状土錘１，支脚４），

石器・石製品１０点（勾玉１，紡錘車３，砥石６），鉄器・鉄製品４７点（刀子１５，責金具１，鑿１，鏃１３，鎌９，

手斧１，紡錘車１，釘６），銅製品１点（古銭），青銅製品１点（柄杓）などがある。中でも第２０６５号住居跡か

ら出土した青銅製柄杓は全国的にも稀有な遺物であり，住居跡からの出土例は，千葉県花前
遺跡，鹿嶋市御

園生遺跡例に次ぎ３例目で注目される。また，円面硯や刀装具である責金具の出土は，役人層の存在を想定で

きるものとして興味深く，灰釉陶器も当期から検出されるようになる。

第１３期（第８５２図）

本期には，竪穴住居跡２１軒，掘立柱建物跡９棟が該当する。本期になると初めて住居跡，掘立柱建物跡が減

少し，集落衰退の前段階といえる時期である。

第１２期に比べて住居の規模が小型化の傾向を示し，長軸６ｍ以上が２軒，５～６ｍが１軒，４～５ｍが７軒，４

ｍ未満が１１軒である。遺構は北側の標高２２�０～２３�０ｍ付近と南側の標高１８�０～２１�０ｍ付近の４つのまとまりが

確認できる。主軸方向は，おおむね真北を指すものが多いが，南西部の住居跡と掘立柱建物跡は北西に振れて

いる。中央部北側には第２２９２・２３０３号住居跡を中心に，小形の第２０７１・２２１１・２２６９Ｃ・２２７１Ａ・２２７１Ｂ・２２８１

・２２９４号住居跡が集団を構成している。第２２１１・２３０３号住居跡は間隔が１０ｍ未満と狭いことから見て，同時に

存在したものと考えられる。第２２１１号住居跡から刀装具の足金物が出土しており，役人層の存在が想定できる。

南西部には第２１８２号住居跡と第３３７号掘立柱建物跡が位置している。東部には第２１０６・２１１１号住居跡と第４０４

号掘立柱建物跡からなるまとまりが確認され，南東部では第２０７９・２０８７号住居跡，第３９２・３９７・４２０号掘立柱

建物跡から構成されるまとまりが見られる。また，南部には南東隅に竈をもつ第２２１２号住居跡と第３５９号掘立

柱建物跡が並存している。主な出土遺物は，土師器（坏，高台付椀，皿，甕，甑），須恵器（坏，高台付坏，

皿，高台付皿，盤，蓋，高盤，鉢，�，壺，瓶，甕，甑），灰釉陶器７点（蓋２，壺２，長頸瓶３），土製品６

点（支脚３，紡錘車３），石器・石製品８点（勾玉１，紡錘車２，模造品１，砥石４），鉄器・鉄製品２８点（刀

子９，馬具１，鎌６，手斧１，鑿１，釘８，足金物２）などがあり，鉄製品も第１３期と同様に多い。

第１４期（第８５２図）

本期には，竪穴住居跡１２軒，掘立柱建物跡１１棟が該当する。掘立柱建物跡は再び増加するが，住居跡は大幅

に減少し，第１３期に引き続いて集落の衰退時期である。

集落は，第１３期までの調査区のほぼ全域から調査区の東部・南東部へと移っている。規模は，長軸５ｍ以上

のもの２軒，４ｍ程度が２軒，４ｍ未満は８軒であり，小形住居の占める割合が高くなり，主に標高１８�５～２１�０

ｍ付近に集中している。

北部の標高２３�０ｍ付近には第２２８３号住居跡が単独で確認され，中央部の標高２２�０ｍ付近には第２１１７・２１２９号

住居跡が５ｍほどの間隔で並存している。また，東部には第２１０２・２１０３・２１１２号住居跡と第４０５・４１４・４１６・

４１７号掘立柱建物跡からなるまとまりが確認されている。

南東部には，第１３期に引き続いて比較的大形の第２０８４・２０９４号住居跡と第２０８０・２０８９・２１００号住居跡，第３０６
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第８５２図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第１３・１４期）
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第８５３図 島名熊の山遺跡住居跡変遷図（第１５～１８期）
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・３９３・４０６・４１１・４１２号掘立柱建物跡からなるまとまりが確認され，住居跡と掘立柱建物跡が重複しているこ

とから，短期間で建て替えが行われたものと考えられる。また，南部に位置する第２０８１号住居跡も第３９４号掘

立柱建物跡への建て替えが想定されて，住居を廃棄してまで掘立柱建物に建て替えたものと考えられる。主な

出土遺物は，土師器（坏，高台付椀，皿，高台付皿，壺，甕，甑），須恵器（坏，高台付坏，盤，蓋，高盤，

鉢，壺，甕，甑），灰釉陶器５点（壺４，長頸瓶１），土製品４点（小玉２，支脚２），石器・石製品８点（臼

玉２，紡錘車１，砥石５），鉄製品３点（刀子１，鋤先１，鏃１），銅製品１点（耳環），鉄滓１５点などである。

特に第２１１７号住居跡から出土した鋤先は，当遺跡全体を見ても出土数が少なく稀少なものであり，特定の在地

有力者が所有していたことが推測される。

第１５期（第８５３図）

本期には，竪穴住居跡４軒，掘立柱建物跡１棟が該当する。第１４期に比べて急激に集落が衰退する時期であ

る。住居跡の規模はすべてが一辺４ｍ程度またはそれ以下の小型であり，４軒中３軒が長方形である。また，

標高１８�０ｍの南部緩斜面に単独で位置している第２０９６号住居跡は，竈の煙道が長くて特異な構造である。北西

部の標高２２�０ｍ付近に単独で位置している第２０５５号住居跡からは，猿投産の折戸５３号窯式の灰釉陶器椀が出土

している。また，南西部には第２０３３・２１８９号住居跡と第３０４号掘立柱建物跡からなるまとまりが確認されてい

るが，第２０３３号住居跡は短期間で第３０４号掘立柱建物跡に建て替えられたものと考えられる。主な出土遺物は，

土師器（坏，椀，蓋，鉢，甕），須恵器（坏，鉢，甕，甑），灰釉陶器３点（椀），置竈ヵ１点，石製品２点（紡

錘車１，砥石１），土製品２点（勾玉，管状土錘）である。当遺跡の既刊の報告例と同様に，この期で集落の

終焉をほぼ迎えたものと考えられる。

第１６期（第８５３図）

本期には，南西部の第２２４２号住居跡１軒，第３７８号掘立柱建物跡１棟が該当する。出土遺物は，土師器（高

台付椀，小皿，甕類）である。

第１７期（第８５３図）

本期には，南西部の第２００６号住居跡１軒が該当する。長軸は３ｍ程度の長方形で，南東隅に竈を持ち，土師

器（坏，小皿，甕類）が出土しているだけである。

第１８期（第８５３図）

本期には，南西部の第２０１４号住居跡１軒が該当する。第１７期の第２００６号住居跡が建て替えられたものと考え

られるが明確でない。出土遺物は，土師器（坏，高台付椀，小皿，甕類），石器（砥石）などである。

� 小括

以上，第１期から第１８期にいたる集落の変遷をたどった。当調査区においては古墳時代前期の住居跡４軒が

第１期として集落が展開され，以後，古墳時代中期９軒，古墳時代後期には一時的に集落の衰退期を経ながら

も１３４軒の住居が集落を構成している。第４期には集落の広がりが見られ，第５期になると住居数が一挙に増

加して調査区全体に分布するようになる。この時期に周辺地域の大規模な開発がなされたものと考えられる。

第６期になると住居数が減少する傾向が見られ，第７～８期にかけて住居は減少し，律令期の第９期へと継承

されている。

古墳時代の掘立柱建物跡は確認されないが，有力者が居住したと考えられる大形住居跡が確認され，地縁・

血縁からなるまとまりでこの地域を支配していたものと考えられる。

奈良時代の第９期になると，本調査区に初めて掘立柱建物３棟が出現する。集落の規模は第８期に続いて小
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規模なものであるが，第１０期には，律令制度の導入に伴って集落の再編が行われたと考えられ，規模の拡大が

顕著なものとなる。続く第１１期にも住居跡，掘立柱建物跡ともに増加の傾向を示し，生産力が安定した時期と

捉えられる。

平安時代の第１２期になると最盛期を迎えるが，第１３期になると住居，掘立柱建物のいずれもが減少し始め，

その後集落は衰退の一途をたどり，１０世紀後半の第１５期で集落の終焉を迎える。このような集落の変遷を経た

後，調査区の西部から中央部を中心に方形竪穴遺構群や地下式壙群などが出現する中世を迎えるのである。

３ 遺構について

� 古墳時代の竪穴住居の構造と構成について（第８５４図）

今回の調査では，古墳時代前期から平安時代までの竪穴住居跡２７７軒が確認され，そのうち１４７軒が古墳時代

の住居跡である。古墳時代前期４軒，古墳時代中期９軒，古墳時代後期１３４軒で，古墳時代後期が熊の山遺跡

の繁栄期であったことが確認された。

住居跡の規模としては，６０ｍ２を超える住居跡が６軒，５０～５９ｍ２が４軒，４０～４９ｍ２が１１軒，３０～３９ｍ２が３３軒，２０

～２９ｍ２が３５軒，１０～１９ｍ２が３２軒，１０ｍ２以下が７軒であり，各時期別の住居跡数については表に示したとおり

である。面積が５０ｍ２を超える大形の住居跡は，第４期から第８期までそれぞれ１～３軒が確認され，第４期

から第６期では，７０ｍ２を超える規模の住居跡も確認されている。各期を通して，２０～３９ｍ２の規模の住居跡が

多いが，第７期以降になると規模が縮小してくる傾向が見られる。なお，全容が明らかでない住居跡や一部が

調査区域外に延びている住居跡などは集計に含まれず，遺物が出土していないため時期が捉えられなかった住

居跡も認められており，前述の住居跡数と表４３の合計数は一致しない。

次に，住居跡の構造であるが，１４７軒中１０８軒の住居跡において柱穴が確認されている。当調査区は，中央部

から北部において耕作による攪乱が激しいため柱穴が確認できなかった住居跡も多いが，検出例からは次のよ

うなことが認められる。７０ｍ２を超える規模の住居跡からは，いずれもしっかりとした掘り方を持った４本の

柱穴が確認されている。また，２０～４９ｍ２の住居跡の６４～７０％では４本の柱穴が確認されている。１５ｍ２以下（一

辺４ｍ以下）では２本柱の住居跡が多く，１２ｍ２以下（一辺３�５ｍ以下）の住居跡からは柱穴が確認されていない。

２９軒の住居跡から３２基の貯蔵穴が確認されている。平面形の面積が７０～１００ｍ２の住居跡の７５％，６０～６９ｍ２の

住居跡の５０％が貯蔵穴を有しており，１０～２０ｍ２では約９％の割合となる。１０ｍ２以下の住居跡では貯蔵穴は確

認できなかった。また，２０～４９ｍ２の住居跡では，１９～２１％程度の割合となり，住居の規模による貯蔵穴の有

無の大きな差は認められなかった。貯蔵穴の位置は，南東コーナー部２基，北西コーナー部５基，南壁際の中

央部１基であり，その他はいずれも北東コーナー部である。南東コーナー部の１基は第２期に属する住居跡か

ら確認され，他の１基は第５期に属する住居であり，北壁から東壁への竈の作り替えが確認されている。また，

南壁際にある１基は第５期に属する住居であり，この住居は北東コーナー部にも貯蔵穴を有している。

第４期以降で確認された住居跡は，いずれも竈を有している。その位置は，ほとんどの住居が北壁中央部で

あり，東壁に確認されたのは第８期に属する第２０１０号住居跡１軒だけである。複数の竈が確認された住居跡は

５軒であるが，そのうちの４軒は竈の作り替えである。４軒中３軒が北壁中央部から東壁中央部への作り替え

であり，残りの１軒だけが北壁中央部から北壁西部への作り替えである。２つの竈が同時併存していたのは第

６期に属する第２２１８号住居跡だけであり，特異な存在である。また，第４期に属する２２４９号住居跡，第５期に

属する第２０２０号住居跡からは炉も確認されており，その遺存状況から同時期に使用されていたと考えられ注目

される。
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集落構造に目を向けると，独立して存在する住居のほかに，複数の住居が隣接して存在している様子も確認

され，このような状況は，住居跡数の増加する第５・６期に顕著である。

第５期は住居跡数が一挙に増加し，４３軒が確認されている。住居跡の分布は集落全体に広がり，「集落の変

遷」で概観したように，３つの住居群が構成されている。その中で特に密なまとまりを見せるのは南西部であ

り，この場所では，南北約７０ｍ，東西４０ｍの範囲から１４軒の住居跡が確認されている（第８５４図）。これらは，

それぞれ２～３軒が隣接して存在し，５つのまとまりを見せている。

それぞれの組み合わせについて考えてみると，北部では第２０１６・２０２８・２０３０号住居跡が隣接して存在し，主

軸方向もほぼ同じである。３軒中で最も規模が大きいのは，第２０１６号住居跡であり，約３６ｍ２の面積を有して

いる。この住居では，北壁から東壁への竈の作り替えが確認されている。また，隣接する２つの住居は，２６

ｍ２，３１�６ｍ２の面積を有し，出土遺物の量もともに多い。ほぼ等質な住居の組み合わせと考えられる。北西部

では，第２００２・２０１１・２０１５号住居跡が隣接して確認されている。第２０１１・２０１５号住居跡は，３９�４ｍ２，３５�３ｍ２

の面積を有し，出土遺物も多量であるのに対し，第２００２号住居跡は２６�８ｍ２と規模がやや小さく，出土遺物量

も少ない。これらは，等質な２軒とやや小規模な住居の組み合わせと考えられる。西部では，第２０３７号住居跡

と第２０４４号住居跡が東西に並んで確認されている。規模としてはほぼ同じであるが，出土遺物量は第２０４４号住

居跡が約３倍と多く，また，どちらの住居跡からも手捏土器が出土している共通点がある。南西部で最大の住

居で７８�７ｍ２の規模を有する第２０５１号住居跡の東側には，３８�２ｍ２ほどの第２００４号住居跡が隣接している。この

２軒はともに焼失住居であるという共通点を有している。最も南部には，４９�４ｍ２の第２１９３号住居跡と２８�２ｍ２

の第２０２６号住居跡，９�１ｍ２の第２１９７号住居跡，１３�４ｍ２の第２１９６号住居跡が隣接して存在している。小規模の２

軒は，第２１９７号住居跡から第２１９６号住居跡への継続が考えられ，大規模住居１軒，中規模住居１軒，小規模住

居１軒の組み合わせと考えられる。いずれも２～３軒の住居が１つの単位を構成し，それらが集まって集落を

構成している様子が確認でき，今までの調査区において確認された集落構成１）と同様に，住居の単位の組み合

わせは，必ずしも一様ではなかったと考えられる。

表４３ 調査１３区 時期別住居跡規模一覧

面積 第１期 第２期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 合計

７０ ～ １００ ｍ２ ０ ０ １ １ ２ ０ ０ ４

６０ ～ ６９ ｍ２ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ２

５０ ～ ５９ ｍ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ２

４０ ～ ４９ ｍ２ １ １ １ ２ ３ １ １ １０

３０ ～ ３９ ｍ２ ２ ２ ４ １１ ７ ４ ０ ３０

２０ ～ ２９ ｍ２ ０ ２ ３ １３ １１ ２ １ ３２

１０ ～ １９ ｍ２ １ １ ０ １１ ５ ３ ２ ２３

０ ～ ９ ｍ２ ０ ０ ０ １ ３ １ １ ６

合計 ４ ６ ９ ４０ ３２ １２ ６ １０９
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第８５４図 第５期南西部遺構配置図

表４４ 調査１３区 第５期 南西部住居群一覧

番号 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 備考

主柱穴 出入口ピット ピット 炉・竈 貯蔵穴

２０１６ Ｎ－７２°－Ｅ 方形 ６�１２×５�８８ ほぼ全周 ４ ２ － 竈２ １ 人為 土製模造品１ 石器１（砥石） 鉄製品１（釘）
鉄滓１ 竈作り替え

２０２８ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�１５×５�０５ （全周） ３ １ － － － 自然 土製品１点（小玉） 石製品１（臼玉）

２０３０ Ｎ－３７°－Ｗ 方形 ５�６７×５�５７ 全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 鉄製品１（刀子） 鉄滓３

２００２ Ｎ－３０°－Ｗ 方形 ５�２５×５�１１ ［全周］ ２ １ １ 竈１ － 人為

２０１１ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ６�３４×６�２１ 全周 ４ １ － 竈１ － 人為 不明鉄製品１ 種子３

２０１５ Ｎ－２８°－Ｗ 方形 ５�９６×５�９２ ほぼ全周 ４ １ ５ 竈１ １ 自然 土製品９（勾玉５，土玉１，小玉３） 石製
品３（臼玉２，臼玉未製品１）

２００４ Ｎ－２２°－Ｗ 方形 ６�３２×６�０４ 半周 ４ １ － 竈１ － 自然 石製品１（臼玉） 焼失家屋

２０５１ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 ８�８９×８�８５ ほぼ全周 ４ １ ５ 竈１ ３ 人為 ミニチュア土器２ 手捏土器３ 土製品３（土玉２，
玉１） 石製品１（紡錘車） 銅製品１（薬匙ヵ） 焼失家屋

２０３７ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ５�１５×４�８３ 半周 ４ １ ２ 竈１ １ 自然 手捏土器１

２０４４ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ５�１２×５�０７ （全周） ２ － － 竈１ － 人為 手捏土器３ 石製品１（紡錘車） 鉄製品４
（刀子３，釘１）

２０２６ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ５�３５×５�２７ （全周） ４ １ ２ 竈１ １ 人為 土製品１（球状土錘） 石器（砥石） 焼失家屋

２１９３ Ｎ－４２°－Ｗ 方形 ７�１５×６�９１ 全周 ４ ２ ３ 竈１ － 人為 ミニチュア土器１ 手捏土器１ 土製品１１（勾
玉１，土玉１０） 石製品４（臼玉） 種子１ 焼失家屋

２１９６ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ３�８２×３�６１ （全周） １ １ － 竈１ － 人為 土製品３（勾玉１，土玉２） 鉄滓１
種子１

２１９７ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ３�１１×２�９４ 半周 － － １０ － － 不明 土製品１（勾玉）

―９７０―



� 奈良・平安時代の掘立柱建物（第８５５図）

当遺跡は，これまでの調査成果から河内郡嶋名郷の中心集落と捉えられており，４世紀の集落の出現以後，

平安時代まで若干の衰退期を挟みながらも，継続して営まれた集落跡である。今回の調査では，奈良時代から

平安時代にかけての掘立柱建物跡が８１棟確認されている。ここでは，これらの掘立柱建物跡によって構成され

るまとまりについて，若干の考察を試みたい。

古墳時代には地縁・血縁的な結びつきをもつ在地の有力者を頂点とする集団が台地を支配し，その影響力は

律令期を迎えても大きかったと考えられる。古墳時代後期に一時衰退した熊の山遺跡第１３区は，第９期になる

と律令制度の浸透により，集落の再編が行われたと考えられ，ここで初めて掘立柱建物が出現する。集落は西

部域を中心に展開し，竪穴住居跡７軒と掘立柱建物３棟で構成される。第３４０号掘立柱建物跡はやや軸線が北

西にふれており，第２０３１・２０３６号住居跡と軸線が揃っている。また第３７３号掘立柱建物跡も大形住居である第

２１７９号住居跡と軸線を揃えており，これらが古墳時代以来の伝統的な集団と考えられる。

第１０期になると集落は分散し，４つのまとまりで形成され，竪穴住居跡１０軒，掘立柱建物跡１０棟が確認され

ている。南西部には，第２００８号住居跡を中心とする第３０１・３０５・３７０・３７５・３７９・３８３号掘立柱建物跡からなる

掘立柱建物群が展開し，軸線はほぼ北に揃えている。これらはいずれも穀物などを納めた倉庫と考えられ，中

でも第３０５号掘立柱建物跡は２×２間の総柱式建物で，面積が１０ｍ２と小規模な規模であり，特徴的である。中

央部には第２０７７号住居跡に伴う２×２間の第３８２号掘立柱建物跡が位置し，この建物も倉庫として機能してい

たものと考えられる。南部には第２０６３・２１０９・２１１６号住居跡と第３６８・３９０号掘立柱建物跡からなるまとまりが

見られ，南部の谷津に面した地区を占めていることから，このまとまりは公的な機能をもっていた可能性が高

い。２棟の掘立柱建物跡はいずれも穀物などを納めた倉庫と考えられる。また，第２０６３号住居跡は小規模であ

ることや配置から，掘立柱建物跡や谷津などの管理棟的な機能をもっていた可能性が想定される。また第３５２

号掘立柱建物跡はやや北東に振れて単独で南部の緩斜面部に位置しているが，調査区域外にのびているため関

連する遺構の有無については不明である。

第１１期に集落はさらに広がりを見せ，６つのまとまりから構成され，竪穴住居跡２１軒，掘立柱建物跡２１棟が

確認されている。中央部には８世紀中葉から継続する形で，第２１６７・２２７３・２２７４・２２７６・２２９８・２３０６号住居跡

と第３１３・３６４号掘立柱建物跡が位置している。南部には第２１０５号住居跡と第３３２・３９８・４０２・４０３・４１８号掘立

柱建物跡が第１０期から継続する形で要衝の地を占めている。中でも第４０３号掘立柱建物跡の抜き取り痕からは

「大井新家」銘の墨書土器が出土しており注目される。南部西側には新たに第２１６６号住居を中心とする第３３１

・３３６・３３９・３５１・３５５・３５７・３５８・３６３号掘立柱建物跡からなる掘立柱建物群が形成されている。これまでに

なく水路の存在が想定される谷津に近い立地であることから，効率的な配置と推測される。しかし，第１２期に

はほとんど廃絶しているため，輸送手段の変更も考えられる。南西部には，第２１８１号住居跡を中心とする第３３８

・３７４・３７７号掘立柱建物跡からなるまとまりが位置し，軸線はやや北西にふれている。第２１８１号住居跡から須

恵器の長頸壺（壺Ｇ）が出土しており，物資の流通を物語る資料である。また，鎌が３点重ねられた状態で出

土した大形住居でもあり，有力者の居住した可能性が高い。南西部にはさらに第２１９０・２２０８号住居跡と第３７２

・３８４号掘立柱建物跡からなるまとまりが位置し，軸線をほぼ揃えている。これらの二つのまとまりは第２１８１

号住居跡を家父長層の住居とする大きなまとまりと捉えることもできる。また北東部には主軸をやや北東に振

る第２１３７号住居跡と第４１５号掘立柱建物跡が位置しているが，中央が調査区域外のため詳細は不明である。

第１２期には５つのまとまりが見られ，竪穴住居跡３０軒，掘立柱建物跡１２棟が確認されている。南西部の掘立

柱建物群は第１１期までの５棟から第３７６号掘立柱建物跡１棟へ減少し，また南部西側の掘立柱建物群も第１１期
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までの７棟から第３５６号掘立柱建物跡１棟へ減少している。中央部には当調査区最大規模で３×３間の総柱式

建物の第３０９号掘立柱建物跡が位置している。第３０９号掘立柱建物跡は古墳時代後期の有力者の住居と考えられ

る第２２９９号住居跡と同じ位置を占めており，伝統的な集団の有力者との関連が考えられる。また，東部には第

２１１５・２１３９・２１３６号住居跡と第４０９・４１０号掘立柱建物跡のまとまりが見られるが，中間部が調査区域外のため，

詳細は不明である。南部には，第１１期から継続して大形の第２０６５・２０８５・２０９８・２０９０号住居跡と第３６１・３６６・

３６７・３９６・３９９・４０８号掘立柱建物跡のまとまりが見られるが，位置的にも当該期の主体的なまとまりをもって

いたと想定される。

第１３期にも，５つのまとまりが見られ，竪穴住居跡２１軒，掘立柱建物跡は８棟が確認されているが，いずれ

も減少傾向を示している。中央部には第２０７１・２２１１・２２９２・２３０３号住居跡と第３１０・３１１・３１２号掘立柱建物跡

からなる伝統的なまとまりが位置している。南西部には第１２期から継続する形で第２１８２号住居跡と第３３７号掘

立柱建物跡が位置している。東部には第２１０６・２１１１号住居跡と第４０４号掘立柱建物跡からなるまとまりが見ら

れ，第１２期から継続しているものと想定される。また南部には，第１２期に引き続いて，第２０７９・２０８７号住居跡

と第３９２・３９７・４２０号掘立柱建物跡からなるまとまりが見られ，南部西寄りには第２２１２号住居跡と第３５９号掘立

柱建物跡が位置している。

第１４期になると，竪穴住居跡１２軒，掘立柱建物跡１１棟が確認され，いずれも第１３期に比べて減少する。掘立

柱建物群は南部と東部以外からは姿を消し，南部のまとまりと東部の掘立柱建物群は継続して機能していたも

のと考えられる。南部では掘立柱建物跡と住居跡が重複していることから，少なくとも２期に分かれると考え

られ，第２０９４号住居跡と第３９３・４０６・４１２号掘立柱建物跡，第２０８４・２０８９・２１００号住居跡と第４１１号掘立柱建物

跡の組み合わせが想定される。東部では，第２１０２号住居跡を中心に，第２１０３・２１１２号住居跡と第４０５・４１４・４１６

・４１７号掘立柱建物跡が軸線をやや北西に振れて位置している。

第８５５図 第１１期南西部遺構配置図
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第１５期には住居跡４軒，掘立柱建物跡１棟が確認され，南西部の第２０３３号住居の廃絶後，間もなく３×２間

の側柱式建物の第３０４号掘立柱建物が建てられている。なお，本期をもって律令期の掘立柱建物跡は消滅する。

以上のように，本調査区においては，奈良時代の８世紀前葉に掘立柱建物が出現して，８世紀後葉に急増し，９

世紀代にはほぼ安定し，その時期河内郡嶋名郷の中心集落として繁栄することが明らかとなった。その後，律

令体制が崩壊へと進むにつれて集落の規模は次第に縮小し，１０世紀前半を迎えて消滅している。

掘立柱建物の基本的な構造は，桁行３間，梁行２間の側柱式建物で，奈良時代には総数３９棟中２０棟の全体の

５１％，平安時代には４２棟中３０棟の７１％を占めている。いずれも掘り方はしっかりしており，ほとんどが穀物な

どを納めた倉庫と考えられる。これらの掘立柱建物群の南側には谷津が走り，当調査区がもっとも活気を帯び

た律令期には，調査区南部に多くの掘立柱建物が位置していることから東谷田川からの水路の存在も想定され

る。南部の住居跡と掘立柱建物跡からなるまとまりは，穀物などを納めた倉庫のほか管理棟の存在も想定され，

当調査区の物資の集散域と想定される。

	 １３区における中世遺構の分布と様相

『第２３６集』で遺跡全体における中世遺構の分布と様相について報告されており，その中では当遺跡におけ

る中世遺構の分布域を１０ブロック（群）に分けている。ここでは，今回の調査で確認された中世遺構を新たな

群として加え，１３区の中世遺構の分布と様相についてまとめる。

ア 島名熊の山遺跡の中世遺構の分布と様相

１３区からは，掘立柱建物跡７棟，方形竪穴遺構２６基，地下式壙１６基，溝跡２条，井戸跡７基，土坑１基，火

葬土坑７基，墓壙４基，柵跡２条が検出され，『第２３６集』で整理された表に従ってまとめると，以下のように

なる（表４５）。

群単位で比較すると，第�群は最も中世遺構が検出されている。また，谷津を挟んだ位置関係（谷津より南

が第
～群，北が第�群）から比較すると，井戸を除く遺構が全体の総数の３割以上を占めている。数値的

な観点からみれば，中世遺構が第�群にまとまっている傾向を示しているが，谷津より南には第�群の第１７２５

号住居跡，第�群の第２９号方形竪穴遺構から出土した古瀬戸の入子，第�群の墓壙から出土した和鏡や短刀と

いった特徴的な遺構や遺物が検出されているが，１３区では確認されていない。

中世遺構の広がりを永仁５年（１２９７年）に開基されたと伝えられる妙徳寺を中心に考えると，東南から東に

かけて位置している第�～群に１３～１４世紀の集落的様相がみられ，その地点から北へ向かうほど墓域的様相

が広まる傾向が見られる。数的な違いがあるものの，第�群は第�群と同じ分布状況を示していることから，

墓域的な空間が広まっていた可能性が認められる。

そこで，谷津より南（以下南区）の中世遺構から連綿として墓域が広がっているのか，あるいは谷津を境に

表４５ 島名熊の山遺跡の中世遺構の分布

群
遺構 
群 �群 �群 �群 �群 �群 �群 �群 �群 群 �群 総計

掘立柱建物跡 ０ ２ １ ０ １ １ ０ ３ ２ ２ ７ １９

方形竪穴遺構 ０ １３ ０ ６ １ ０ １ ５ ６ ４ ２６ ６２

地下式壙 ４ １４ １ ０ １ ５ １ ０ ０ ４ １６ ４６

井戸 ０ ２ ６ ８ ３ ４ ２ ２ ０ ２ ７ ３６

火葬土坑 ０ ５ ２ ０ ３ １ ０ １ ０ ０ ７ １９
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第８５６図 第１３区中世遺構分布図
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墓域的様相が断絶するのかを，第�群内の中世遺構の分布を整理しながら確認していきたい。

イ 第�群内の分布（第８５６図）

第�群は，方形竪穴遺構を主体とする西部域，地下式壙を主体とする中央西部域，井戸跡や火葬土坑が比較

的まとまっている中央から南部域，中世遺構が散漫として検出される東部域の４区域に分けられ，東部へ向か

うほど散在する状況となる。以下，４区域ごとに方形竪穴遺構，地下式壙，火葬土坑を『第２３６集』の分類法

に従ってタイプ別にして整理する。

第８５７図 西部・中央西部域遺構配置図
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� 西部域（第８５７図）

西部区域は第１１３号溝跡の区画内，区画外東部，区画外南部の３群に分けて整理する。

第１１３号溝の区画内から，方形竪穴遺構８基，地下式壙１基が検出されている。方形竪穴遺構は重複した遺

構が多く，タイプ別にみると，Ａ類４基，Ｃ類１基，Ｄ類１基，Ｅ類３基で，Ｃ類の第４７号方形竪穴遺構のみ

が重複せずに検出されている。主軸方向は６基が南北方向に振れ，床面が硬化している遺構は４基である。Ｅ

類である第５１号方形竪穴遺構の床面からは，炭化材が検出されている。地下式壙は平面形が長方形，竪坑のタ

イプはＡ類で，規模は第�群内では小規模である。

第１１３号溝の区画外東部から，掘立柱建物跡１棟，方形竪穴遺構８基，地下式壙１基，土坑１基，墓壙１基

が検出されている。方形竪穴遺構は区画内と同様に重複した遺構が多い。第１１３号溝跡付近に位置している方

形竪穴遺構は，南側に出入口部施設を有し，主軸方向も南北方向で，床面がすべて硬化しているなど，規則性

が認められる。その規則性から外れる３基の方形竪穴遺構が東に位置しており，南東や西に出入口部施設を有

している２基と，出入口部が無い１基に分けられる。タイプ別にみると，Ａ類６基，Ｃ類１基，その他が１基

となる。雲母片岩を利用した炉の存在が確認された第４３号方形竪穴遺構の東側に，住居と想定される第３８５号

掘立柱建物跡があり，住居の従属的・補完的な関連性が考えられる。また，その掘立柱建物跡の北側に位置し

ている第２５８２号土坑から，１３世紀末から１４世紀初頭の折縁深皿が出土している。

第１１３号溝の区画外南部から，掘立柱建物跡２基，方形竪穴遺構２基，井戸１基，火葬土坑２基，墓壙２基

が検出されている。住居と想定される第３４８号掘立柱建物跡と，堂宇と想定される第３７１号掘立柱建物跡とは重

複関係にあり，第３７１号掘立柱建物跡が新しい時期に建築されている。第３７１号掘立柱建物跡を中心に，第２０４４

・２９７１号火葬土坑，馬が埋葬された第２０３７号墓壙や人が屈葬されていた第２９６５号墓壙で構成された墓域が形成

されていた可能性がある。また，第２０４４号火葬土坑を掘りこんでいる第４４号井戸跡の覆土下層から治平元宝

（１５８０年初鋳）の鐚銭が出土している。

当区域に位置する方形竪穴遺構群は，第１１３号溝跡との重複関係や形状の違いから，溝が構築される以前に

区画内の方形竪穴遺構群が存在し，溝構築後に溝の東に位置する方形竪穴遺構群が構築され，西から東へと群

が移動したものと想定される。第３４８号掘立柱建物跡を中心に展開された墓域は，第２０３７号墓壙と第６１号方形

竪穴遺構との重複関係から，方形竪穴遺構群が埋められた後に形成されたと考えられる。また，中世末期の古

銭が出土している井戸跡が第２０４４号火葬土坑を掘りこんでいることから，井戸跡が形成された時期には墓域は

無くなっていた可能性がある。

� 中央西部域（第８５７図）

中央西部域は第１２１号溝跡を中心に，地下式壙の竪坑の向きが東西に分かれた様相を示している。第１２１号溝

跡の西側から，掘立柱建物跡１棟，方形竪穴遺構２基，地下式壙７基，井戸跡１基が検出されている。方形竪

穴遺構の出入口部施設や地下式壙の竪坑が，倉庫と想定される第３８１号掘立柱建物跡やピット群２か所を囲ん

でいる位置関係である。溝付近の地下式壙５基の平面形はＴ字状３基，長方形２基，竪坑をタイプ別にすると，

Ｂ類４基，不明１基となる。溝との切り合い関係から，第３５・３６・４０号地下式壙はほぼ同時期に形成されたと

考えられるが，主軸方向にばらつきが見られる。

第１２１号溝跡の東側から，竪坑を東に向けた地下式壙４基と竪坑を掘られている地下式壙１基を検出されて

いる。平面形はＴ字状が主で，竪坑のタイプ別は，Ｂ類２基，Ｃ類２基，不明１基となる。第３１号地下式壙の

廃絶後，馬１頭分の骨が埋められている事例や，第４３号地下式壙を改築して第４２号地下式壙が構築されている
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など，西側に比べて，東側に確認された地下式壙は二次利用された傾向がみられる。

当区域に位置する地下式壙群は，斉藤弘氏が栃木県の事例として紹介した辻の内遺跡・落合Ｂ遺跡の地下式

壙群と様相が類似している。「辻の内遺跡は，（中略）掘立柱建物跡と方形竪穴遺構が溝に区画された集落であ

る。地下式壙はこの集落を取り囲むように位置していることから，地下式壙は墓壙ではなく，貯蔵穴などの機

能を想定した方がよいのではないだろうか」２）と述べており，溝に区画される以前に３基の地下式壙が構築さ

れているが，おそらく辻の内遺跡と同様に，第３８１号掘立柱建物跡とピット群２か所を中心にした何らかの貯

蔵区域であったと考えられる。

第８５８図 中央から南部域遺構配置図
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� 中央から南部域（第８５８図）

第１１９号溝跡の北側から，方形竪穴遺構３基，地下式壙２基，井戸跡４基，火葬土坑４基，墓壙２基（内１

基は時期不明）が検出されている。北側から確認された３基の方形竪穴遺構はＡ類だけで構成されており，出

入口部施設を有しているのは１基である。西側には地下式壙を囲むように井戸跡２基，火葬土坑１基がまとま

って検出されている。第１１９号溝跡付近の北側には，井戸２基，火葬土坑２基，墓壙１基が比較的近い位置に

形成されている。それらの遺構の中心には，東西方向の長方形の土坑が北側に，南北方向の円形・長方形の土

坑が南側にまとまって確認されており，墓壙の可能性がある土坑群と想定される。

第１１９号溝跡の西側から南側にかけて，掘立柱建物跡２棟，方形竪穴遺構２基，井戸跡１基，柵跡１条が検

出されている。第１１９号溝跡の南側から，倉庫と想定される第３５４号掘立柱建物跡が，総柱式の第３５３号掘立柱

建物跡に掘り込まれており，その北間近に位置する第１６号柵跡が検出されている。重複関係や位置関係から，

第３５４号掘立柱建物跡と第１６号柵跡は同時代に形成されていた可能性が高い。また，その南西に軟弱な床を持

つＢ類の第３８号方形竪穴遺構が確認されており，第３５４号掘立柱建物跡と補完的な関係が考えられる。

当区域は，第３８号地下式壙と火葬土坑，井戸のセット関係や，第２１１２・２４９７号火葬土坑の東部に位置してい

る方向を意識したような土坑群が確認され，「地下式壙が骨化のための施設→洗骨のための井戸→火葬施設→

再葬」３）という葬送儀礼の一形式と符合することから，第１１９号溝跡の北側は墓域になると考えられる。また，

溝より南には火葬土坑や土坑群などは確認されず，掘立柱建物跡や方形竪穴遺構などが位置していることから，

貯蔵区域の可能性がある。

第８５９図 東部域遺構配置図
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� 東部域（８５９図）

他域と比べ，各遺構が単独で検出されて散漫な状況になっており，本区域の様相は不明である。検出した遺

構は，住居に想定されている第３９１号掘立柱建物跡や，その遺構を掘り込んでいる第１２号柵跡，周辺に井戸や

土坑群がない場所に位置している第２０６６号火葬土坑，短期間で廃絶されたと考えられる第３９号方形竪穴遺構，２

枚の古銭が出土した第２２６６号墓壙である。

ウ まとめ

４区域に整理したことにより，第�群の様相は以下のようになる。中世の遺構に伴う遺物が少ないため，区

域ごとの明確な時期差は出せないが，本群を大別すると，北西部に位置している第３８１・３８５号掘立柱建物跡を

中心とした貯蔵区域と中央部を中心とした墓域に想定できる。また，西部域の方形竪穴遺構群は，東や北西に

位置する掘立柱建物跡との位置関係により，貯蔵区域に含まれるものと思われる。第１１３号溝跡の南に位置す

る墓域は，中央部の墓域が拡大したものか，堂宇と想定される第３７１号掘立柱建物跡を中心とした中央部とは

違う墓域空間であると想定される。

以上のように，本群は南区から墓域が広がりつつも，北西部には貯蔵施設がまとまる区域が形成されていた

ものと考えられ，それぞれの土地利用がなされていた状況を示している。

４ 遺物について

� 鉄器・鉄製品

『第２１４集』では，松村恵司氏が提示された出土鉄器構成表４）に準拠して，竪穴住居跡内から出土した鉄器・

鉄製品がまとめられている。その表の区分に従って，今回の調査で確認された竪穴住居跡内から出土した鉄器

・鉄製品は表４６の１１３点となる。『第２３６集』で確認された出土遺物を加えた谷津を挟んだ南側（以下南区）の

鉄器・鉄製品集計表（表４７）と比較しながら，１３区における出土傾向を分析していきたい。

時期別にみると，南区は７世紀以降確実に住居跡の鉄器出土率が増加し，第１４期（９世紀後葉）以降から緩

やかに減少していく。１３区は集落の最盛期にあたる８世紀と９世紀に急激な増加を示す傾向となる。古墳時代

は調査した住居跡１０９軒に対してわずか１１点しかなく，１０世紀以降になると住居跡数が減少するのにつれて，

鉄器・鉄製品は確認されなくなることから，８・９世紀における集落の消長にあわせて住居跡の鉄器出土率は

変化していることが分かる。

器種別割合をみると，南区とほぼ同様の傾向で，１３区は刀子と鏃で全体の約４７％を占めている。南区から確

認されていない器種として刀装具があげられ，それらは住居跡の鉄器・鉄製品出土率が最も高い平安時代の竪穴

住居跡から確認され，責金具１点が９世紀前葉，足金具２点が９世紀後葉の住居跡からそれぞれ出土している。

鋤先は今回２点確認されている。第１０期（８世紀中葉）の第２０７７号住居跡から完形で１点，第１４期（９世紀

後葉）の第２１１７号住居跡から破損したものが１点出土している。この状況は，特定の時期に集中して出土する

傾向は認められないが，鋤先の保有形態は南区と変わらないものと考えられる。なお，鋤先形土製品について

は１３区からは確認されていない。

鎌については，出土率が全体の約１６％を占めていることから，南区との差はほとんど認められない。格差が

生じるのは，時期別にみた場合で，南区は目立った偏りがなく，出土数がおおむね安定しているが，１３区では，

集落の最盛期である８・９世紀に集中している。また，有力者の住居と思われる第２１８１号住居跡から重ねられ

た状態で３挺の鎌が確認されており，島名熊の山遺跡における鎌の保有形態の一形態を示している。
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表４６ 島名熊の山遺跡１３区住居跡出土鉄器集計表（１３区）

３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 １０期 １１期 １２期 １３期 １４期 １５期 １６期 １７期 １８期 総数 器種別割合（％）

農具
鋤先 １ １ ２ １�８

鎌 １ １ １ ４ ７ ３ １ １８ １５�９

工具

刀子 ２ ４ ６ ４ ８ １１ １ ３６ ３１�９

斧・槍鉋 １ １ １ ３ ２�７

錐・鑿 １ １ ０�９

金鉗 ０ ０

火打金 １ １ ０�９

武器

馬具

鏃 ２ １ １ ２ ２ ７ ２ １７ １５

小刀 ０ ０

刀装具 １ ２ ３ ２�７

馬具 １ １ ０�９

紡錘車 １ １ ２ １�８

釘・鎹・楔 １ １ １ １ ５ １ ５ ５ ２０ １８

鍵・閂 １ １ １

不明 １ ２ ３ １ １ ８ ７�１

出土総数 ０ １ ４ ５ １ １ ６ １５ １１ ３４ ２９ ３ ０ ０ ０ ０ １１３

時期別割合（％） ０�０ ０�９ ３�５ ４�４ ０�９ ０�９ ５ １３�３ ９�７ ３０ ２６ ３ ０ ０�０ ０�０ ０

出土住居軒数 ０ １ ３ ５ １ １ ３ ８ ４ １３ １２ ３ ０ ０ ０ ０ ５４

調査住居軒数 ０ １２ ４３ ３６ １２ ６ ７ １６ ２１ ３０ ２１ １２ ４ １ １ １ ２２３

鉄器出土住居率 ０ ８�３ ７ １３�９ ８�３ １６�７４２�９ ５０ １９ ４３�３５７�１ ２５ ０ ０ ０ ０ ２４�２

砥石 ０ ０ ２ ３ １ ０ ０ ２ １ ７ ２ ２ ０ ０ ０ １ ２１

表４７ 島名熊の山遺跡住居跡出土鉄器集計表（２３６集まで）

３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 １０期 １１期 １２期 １３期 １４期 １５期 １６期 １７期 １８期 総数 器種別割合（％）

農具
鋤先 ２ １ １ ４ ０�７

鎌 ３ ９ ８ ２ ７ ８ ９ ５ １１ ８ ０ ３ ２ １ ７６ １２�６

工具

刀子 １ ５ ４ １１ １３ １６ １８ １２ １８ ２６ ３８ ４ ５ ９ １１ １９１ ３１�７

斧・槍鉋 １ １ １ ２ ３ ８ １�３

錐・鑿 １ ２ １ ５ ９ １�５

金鉗 １ １ ０�２

火打金 １ ２ １ ４ ０�７

武器

馬具

鏃 １ ５ ３ １０ ９ １５ ３ ３ １３ ９ ５ １６ １５ ６ １１３ １８�８

小刀 １ １ ０�２

刀装具 ０ ０

馬具 １ １ １ ２ １ ４ １０ １�７

紡錘車 １ ３ ２ １ ３ ４ １４ ２�３

釘・鎹・楔 ２ １ ３ ８ ８ ３ １０ ５ ８ ３ ３ ５ １ ６０ １０

鍵・閂 ３ ２ １ ２ ４ １２ ２

不明 １３ １２ ３ ４ １３ １１ ５ ２ ９ ６ ２ ５ ９ ５ ９９ １６�４

出土総数 ０ ２ ２８ ２８ ２６ ３２ ５４ ６７ ３９ ４２ ７８ ７８ １８ ３７ ４９ ２４ ６０２

時期別割合（％） ０ ０�３ ４�７ ４�７ ４�３ ５�３ ９ １１�１ ６�５ ７ １３ １３ ３ ６�１ ８�１ ４

出土住居軒数 ２ ２４ ３４ ２３ ９ ３４ ３５ ２７ ２０ ３８ ４５ １４ １７ ３６ １８ ３７６

調査住居軒数 ３ ３４ １２５ １３８ ６４ ４４ ９８ １０５ ８０ ６６ ８３ ９９ ６８ １０９ １０３ ５８ ２７７

鉄器出土住居率（％） ０ ５�９ １９�２２４�６３５�９２０�５３４�７３３�３３３�８３０�３４５�８４５�５２０�６１５�６３５�０３１�０１３５�７

砥石 １ １ １１ １０ １０ １０ ６ ８ ６ ３ １５ １６ ０ １２ ５ ２ １１６
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第８６０図 第１１期鉄器・鉄製品出土分布図
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そこで，第２１８１号住居跡が確認された第１１期の集落を具体的な事例として取り上げてみたい。本期は第２１８１

号住居跡を中心に据えると，竪穴住居跡は半円を描くように分布している（第８６０図）。掘立柱建物跡は，第２１８１

号住居跡から南西および南東へとハの字に広がっているものと，第２１０５・２１２５号住居跡の南に広がっている分

布となり，東方に流れる東谷田川への展開が想起される。

住居跡ごとの鉄器・鉄製品の出土状況は，第２１０５号住居跡から鏃２点，第２１８１号住居跡から鎌３点，第２１９０

号住居跡から刀子・釘１点，第２２０８号住居跡から刀子２点，鎌１点，第２３０６号住居跡から刀子１点が出土して

いる。第２１８１号住居跡より南に位置している住居跡に鉄器が集中する状況から，本期は南西に位置する集団に

よって鉄器が保有または管理され，第２１８１号住居跡の居住者が，この集団の家父長層と想定することができる。

また，鉄器以外の特徴的な遺物として，第２１８１号住居跡から奈良・平安時代の拠点的な集落跡から出土して

いる壺Ｇ，第４０３号掘立柱建物跡から「大井新家」銘墨書土器，それとの縁戚関係が想定される第２１６７号住居

跡の「大井ヵ」銘墨書土器が確認されており，同時期の遺構などの分布と重なる点が認められる。

以上のことから，本期は第２１８１号住居跡を中心として集落が営まれ，農業生産などを基盤とした集落が南西

に広まっていたと想定される。

� 刀装具（第８６１図）

本調査では，刀剣の外装である足金具２点，責金具１点が出土している。足金具（足金物）は，太刀を佩く

帯取（帯取韋）を通す金具で二か所設けられ，鞘口に近いものから一の足，二の足と呼ばれている。刀身の身

幅は通常鋒が狭くて関が広いため鞘の太さも変化し，一の足が二の足よりも少し大きいものと考えられる。９

世紀中葉に比定される第２２１１号住居跡から出土したＭ１７５とＭ１７６を観察すると，Ｍ１７６が大きいことから一の

足と考えられる。また，Ｍ１６４は責金具（責金，責，約，柏葉）であり，９世紀前葉の第２１５０号住居跡から出

土している。津野 仁氏の分類によれば，前者は台状双脚足金物（台状形双脚足金物）に類するもので，銅製

と鉄製の事例が報告されている。本例は鉄製であり，９世紀中葉の類例としては，千葉県中馬場遺跡第４７号住

居跡，六拾部遺跡竪穴住居跡００９，埼玉県大久保山遺跡第７５号住居跡などがあり，鉄製双脚足金物は，８世紀

前半から１０世紀前半まで使用されているが，主体となるのは８世紀中葉から９世紀後半としている５）。正倉院

御物の黒作横刀は蕨手刀であるが，外装に用いられているのは同類の足金物である。また，台状双脚足金物は

腹帯形に単に足緒をつけるだけの簡単なもので，圭頭大刀や蕨手刀に見られるものである。大宝令とそれを改
ず きん はかま

訂した養老令（７１８年）の衣服令には，朝服の色と種類が詳しく規定されており，服装は文官は頭巾・衣・袴
ようたい しとうず くつ しゃく けってき す お う た ち

・腰帯・ 襪・履・笏・朝服と同じ色の袋を着用し，一方武官は衣の代わりに欠腋の衣襖・横刀を着用するこ
くろつくりのたち

とになっており，その横刀は六位以下が烏装横刀を着用するとある６）。

以上のように今回出土した足金物は，島名熊の山の集落に役人層の存在をうかがわせる資料である。

第８６１図 島名熊の山遺跡第１３区出土刀装具実測図
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	 青銅製柄杓（第８６２図）

第８６２図 青銅製柄杓集成図
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今回の調査では，１０点の銅製品（柄杓１，薬匙ヵ１，巡方ヵ１，古銭７）が出土している。ここでは，９世

紀前葉に比定される第２０６５号住居跡から出土した柄杓について，若干の考察を試みたい。

柄杓は，全国的にも稀有な遺物で，山口県萩市見島のジーコンボ第１１６号墳，茨城県新治郡新治村武者塚１

号墳の鉄柄付青銅柄杓，千葉県柏市花前
遺跡第０４０住居跡出土の銅製柄杓，鹿嶋市御園生遺跡第４９号住居跡

出土の青銅製柄杓など４例が知られている（表４８）。

本跡出土の柄杓の製作技法については，本体の器厚がきわめて薄く，鋳造製と考えられ，鋳造製の本体に，

区画文を施した鋳造製の柄を鋲でとめたものである。片口を持つことから，正倉院御物の伝世品でも知られる

柄香炉や火熨斗とは区別でき，鋲止めの例は，ジーコンボ古墳群，武者塚１号墳例，御園生例がある。また，

柄は武者塚１号墳例の鉄柄に完存例が見られ，ジーコンボ古墳群例では３つの青銅製の鋲でとめられた鉄柄の

基部が残存している。構造の面ではまだ不明な点が多いが，観察から本例は断面長方形の袋状の柄であること

が確認でき，木製の柄を差し込んで使用したものと推察される。計測値は，本体が径１７�程度であり，高さは

現状で３�５�ほどである。器厚は１～２�ほどであり，口辺部は０�５～０�９�ほど外反し，その部分の厚さは２

�を計る。柄は８�４�現存し，幅３�６�，厚さ１�７�ほどである。

出土状況は，第２０６５号住居跡の中央部の覆土下層から破片で出土している。接合の結果，全体の半分以下し

か残存していないことから，廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。ほぼ垂直方向に押し潰された状態

で，器体の一部はケロイド状に溶解し，炭化材と焼土が付着して火を受けた痕跡が認められ廃棄後に火を受け

たものと考えられる。

青銅製柄杓のもつ性格は，材質が貴重な青銅製であることや出土例がほとんど見られないことから，日常具

とは考えられず，むしろ非日常的な道具で，儀礼や宗教の場などにおいて使用されたものと考えられる。現在

でも神道の禊ぎにおいても柄杓が使用されており，また仏教との関連も想定される。すでに報告されている通

り，熊の山遺跡からは鍛冶関連や銅鋳造関連の工房跡が確認されており，柄杓を鋳造出来得る技術を持つ工人

集団が存在した可能性も否定できない。残念ながら本調査区においては，鍛冶関連遺構や銅鋳造関連などの工

房跡は確認できなかったが，椀状滓や羽口が出土していることから何らかの関連施設が存在していた可能性が

想定される。第２０６５号住居は長軸７ｍ以上の大形に属する住居であり，大形の竈を持つことから厨として機能

していた可能性が高い。また，須恵器の大甕が２個体出土しており，酒の貯蔵に用いられたと仮定するならば，

青銅製柄杓の用途は，例えば儀礼や宗教の場の酒宴に用いられたとも想像することが可能である。

� 文字資料（第８６３図）

今回の調査で確認された文字資料は１３点であり，内２点は朱書，３点は刻書である。時期別に見ると，８世

紀中葉１点，８世紀後葉３点，９世紀前葉２点，９世紀中葉３点，９世紀後葉２点，遺構外２点と時期によっ

ての偏りは認められず，器種別では，須恵器坏の底部外面に書かれたものが多い。

表４８ 柄杓の出土地と観察表

番号 遺跡名 出土遺構 材質 最大径（�）高さ（�）器厚（�）口辺部の特徴 鋲止めの有無 その他 時期

１ 熊の山遺跡１３区 第２０６５号住居跡
（中央部覆土下層） 青銅 ［１７�０］ （３�５）０�１～０�２幅０�５～０�９�ほどで外折 不明 青銅製の本体と柄からな

る。
９世紀前葉以
降

２ 御園生遺跡 第４９号住居跡
（西壁際床面） 青銅 － － － 外折 ２か所 青銅製の本体が潰れて出

土 ７世紀後葉

３ ジーコンボ古墳群 第１１６号墳 青銅製 １９�７ ９�８ ０�３ やや肉厚 ３か所 青銅製の鋲止めでとめら
れた鉄柄の基部有り ８世紀以降

４ 花前
遺跡 第０４０号住居址（西
壁際の覆土中層） 銅製 ２０�３ ８�９５ － 内側に肥厚 ３か所の孔 ９世紀後半～

１０世紀前半

５ 武者塚古墳 第１号墳 青銅・
鉄製 １９�６ ８�３ ０�２ 幅１�ほどで

外折 ３か所 青銅製の本体と鉄製の柄
からなる ７世紀後半

―９８４―



第８６３図 第１３区出土文字資料実測図
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１３区で出土した土器や紡錘車に記されている文字は，当遺跡の標識文字とされる「丕」や「大士」は確認さ

れていないが，「大井」と墨書された土器が３点見られる。「大井」は主に８世紀後葉の遺構から出土しており，

南東部に位置している第４０３号掘立柱建物跡から「大井新家」，中央部に位置している第２１６７号竪穴住居跡から

「村ヵ」「大井ヵ」と墨書された２点の須恵器坏である。また，後世の混入ではあるが，７世紀中葉に比定さ

れる第２１２７号竪穴住居跡の覆土からも「大井」と墨書された須恵器高台付坏が出土している。

集落の変遷第１１期よりそれぞれの居住者には血縁・地縁などの関係にあったものと想定されている。なお，

当期は南西部に鉄器が集中する傾向が認められ，その中心的な第２１８１号竪穴住居跡の居住者を家父長層と想定

しており，この時期の集落は鉄器が集中する地区と墨書土器が広がる地区とに区分される様相が見られるが，

詳細は明らかでない。

本区から出土した他の墨書土器は，９世紀中葉に比定される第２２９２号竪穴住居跡から出土した土師器坏の体

部に横位で「田部□」と墨書されており，平川南氏はこの「田部」について，「田部は狭い沖積地を含んでい

る遺跡から出土し，水田民または平地の民と普通名詞的に呼称したのではないか」７）と述べられていることか

ら，本跡における水田民の存在を示すひとつの手がかりになると思われる。また，吉祥句と考えられる文字と

して，「万」が確認にされ，そのほか「�」なども認められている。

５ おわりに

当調査区は，古墳時代以降，奈良時代を経て平安時代まで連綿と続く河内郡嶋名郷の中心集落の北側部分で

ある。遺跡の立地は谷津を挟んで島名熊の山古墳と対峙する台地上で，南に位置する谷津は，調査は実施され

ていないが，東谷田川へ続く水路として利用された可能性が想定できる。

集落の変遷では，時期的な分類を試みた。その結果，古墳時代以来の地縁・血縁的なつながりをもった在地

集団がほぼ同じ地区に住み続け，律令期に至っても同じような状況が継続されていることが明らかとなった。

遺構については，当調査区を特徴づける古墳時代後期の住居跡１３４軒，谷津に沿うように並ぶ奈良・平安時

代の掘立柱建物群，西部を中心に展開する中世の方形竪穴遺構群・地下式壙群などに焦点をあて，それらの概

要の集約と若干の考察を試みた。その結果，古墳時代後期の大集落であること，律令期には竪穴住居と倉庫の

まとまりが見られること，中世の遺構群は墓域と貯蔵施設がまとまる区域とに区分されていたことなどが明ら

表４９ 調査１３区出土の文字資料一覧

番号 種別 器種 釈文 部位 方向 遺構 遺構の時期 備考

５５９ 須恵器 盤 □ 底部外面 SI２０７７ ８世紀中葉 朱書

６２３ 須恵器 坏 村ヵ 底部外面 SI２１６７ ８世紀後葉

６２６ 須恵器 坏 大井ヵ 底部外面 SI２１６７ ８世紀後葉

９４２ 須恵器 坏 上 底部外面 SI２１８３ ９世紀中葉

９６９ 須恵器 坏 在ヵ 底部外面 SI２２５９ ９世紀前葉 朱書

９９１ 土師器 高台付椀 � 底部外面 SI２２６９Ｃ ９世紀中葉 刻書

１０１４ 土師器 坏 田部□ 体部外面 右横位 SI２２９２ ９世紀中葉

１０３８ 須恵器 坏 大井新家 底部外面 SB４０３ ８世紀後葉

１０５６ 土師器 坏 □ 体部外面 右横位ヵ SB３０６ ９世紀後葉

１１４１ 須恵器 坏 万 底部外面 SI２１０６ 覆土

１１４３ 須恵器 高台付坏 大井 体部外面 右横位 SI２１２７ 覆土

Ｑ７０ 石製 紡錘車 穴井 側面 逆位 SI２０８５ ９世紀前葉 刻書

Ｑ８６ 石製 紡錘車 大 側面 逆位 SI２３０３ ９世紀後葉 刻書
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かとなった。

遺物では，１３区を特徴づける鉄器・鉄製品や銅製品の出土など，若干の考察を試みた。鎌や，全国的にも稀

な青銅製柄杓，横刀の刀装具などの遺物は，集落の有力者や役人層の存在をうかがわせるものであり，当調査

区の性格を示すものと考えられる。

以上，島名熊の山遺跡第１３区の様相について若干の考察を行ってきたが，まだ不明な点が多く，今後の調査

結果に期することが多いが，これらの成果が周辺地域の歴史研究の一助となれば幸いであり，当遺跡の全体像

の把握のための課題の追求を今後とも続けなければならない。

註

１）稲田義弘 飯泉達司 「島名熊の山遺跡 島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城
県教育財団文化財報告書』第２１４集 財団法人茨城県教育財団 ２００４年３月

２）斎藤弘 「地下式壙と葬送儀礼 －栃木県の事例を中心に－」『研究紀要』第４号 財団法人栃木県文化振興事業団埋蔵文

化財センター １９９６年３月

３）註２）に同じ

４）吉村恵司 「古代集落と鉄器所有」『日本村落史講座』第４巻 政治
 雄山閣 １９９２年５月

５）津野仁 「毛抜形太刀の系譜」『國學院大學 考古学資料館紀要』 第２１輯 國學院大學考古学資料館 ２００５年３月

６）大阪府立近つ飛鳥博物館 『金の大刀と銀の大刀－古墳・飛鳥の貴人と階層－』１９９６年１０月

７）平川南 『墨書土器の研究』 吉川弘文館 ２０００年１１月

参考文献

・岩崎卓也 「３ムラと共同体」『古墳時代の研究 １２ 古墳の造られた時代』 雄山閣 １９９２年１０月

・小笠原信彦 「２住居と倉と井戸」『古墳時代の研究 ２ 集落と豪族居館』 雄山閣 １９９０年６月

・笹森健一 「３竪穴住居の使い方」『古墳時代の研究 ２ 集落と豪族居館』 雄山閣 １９９０年６月

・山本輝雄 「４住居の上屋構造と建築材」『古墳時代の研究 ２ 集落と豪族居館』 雄山閣 １９９０年６月

・高橋一夫 「５集落の形態」『古墳時代の研究 ２ 集落と豪族居館』 雄山閣 １９９０年６月

・石守晃 「竪穴住居と竪穴住居遺構に就いて－多々良追部野遺跡の古墳時代後期の竪穴住居をサンプルとして－」『研究紀要

１７』 財団法人群馬県埋蔵文化財事業団 １９９９年１０月

・上毛新聞社 『群馬の遺跡 ５ 古墳時代�』 財団法人群馬県埋蔵文化財事業団 ２００４年１１月

・上毛新聞社 『群馬の遺跡 ６ 古代』 財団法人群馬県埋蔵文化財事業団 ２００４年１１月

・井川達雄 「竪穴住居跡の統計的傾向－上越新幹線関係遺跡発見の竪穴式住居跡の傾向－」『研究紀要９』 財団法人群馬県

埋蔵文化財事業団 １９９２年３月

・川村満博「熊の山遺跡の奈良・平安時代の土器様相について－平成７年度調査の成果から－」『研究ノート』７号 財団法人

茨城県教育財団 １９９８年６月

・眞崎紀雄 「熊の山遺跡の住居跡の変遷について－平成８年度（６区）調査の成果から－」『研究ノート』８号 財団法人茨

城県教育財団 １９９９年６月

・武者塚古墳調査団 『武者塚古墳』 新治村教育委員会 １９８６年３月

・清藤一順ほか 『常磐自動車道埋蔵文化財調査報告書�－花前
・中山新田�・中山新田�』 財団法人千葉県文化財セン

ター １９８４年３月

・山口県教育委員会 『見島総合学術調査報告』 １９６４年３月

・荒井保雄 成島一也 「国補緊道第１４－０８－２４１－０－０５０号埋蔵文化財調査報告書 御園生遺跡」『茨城県教育財団文化財調

査報告』第２００集 財団法人茨城県教育財団 ２００３年３月

・小笠原信夫 「日本刀の拵」『日本の美術』No.３３２ 至文堂 １９９４年１月

・福島県立博物館 『日本刀の起源展－直刀から彎刀へ－』１９８８年１月

・茨城県考古学協会『古代地方官衙周辺における集落の様相－常陸国河内郡を中心にして－』 ２００５年２月

・笹生衛 「地下式坑の掘られた風景 －景観復元から見た中世地下式坑の機能と歴史的意義－」『戦国時代の考古学』 高志

書院 ２００３年６月

―９８７―



写 真 図 版



北 部 完 掘 状 況

北 西 部 全 景

西 部 全 景

PL１



第２００１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２００１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２００１号住居跡竈
完 掘 状 況

PL２



第２００２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２００４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２００７号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL３



第２０１０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０１１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４



第２０１１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１１号 住 居 跡
竈 灰 検 出 状 況

PL５



第２０１２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１５号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL６



第２０１５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１５号 住 居 跡
P1遺物出土状況

第２０１５号 住 居 跡
貯蔵穴遺物出土状況

PL７



第２０１９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８



第２０１８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０１８号住居跡竈
完 掘 状 況

第２０２０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL９



第２０２０号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２０２０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０２５号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１０



第２０２２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０２２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０２２号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１１



第２０２２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０２４号住居跡竈
完 掘 状 況

第２０２４号住居跡貯蔵穴
遺 物 出 土 状 況

PL１２



第２０２４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０２７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０２８・２０６１号住居跡
完 掘 状 況

PL１３



第２０２８・２０６１号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２０２８・２０６１号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３０号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１４



第２０３０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１５



第２０３２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０３４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１６



第２０３５・２０３６号住居跡
完 掘 状 況

第２０３５・２０３６号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３７号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１７



第２０３７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３７号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２０３９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１８



第２０４１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０４４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０４４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１９



第２０５１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０５３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０５１号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２０



第２０５６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０５７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０５７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２１



第２０６４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０６４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０６４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２２



第２０６６・２０８５号住居跡
完 掘 状 況

第２０７４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０９２号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２３



第２０８３号 住 居 跡
P5遺物出土状況

第２０８３・２０８７号住居跡
完 掘 状 況

第２０９７号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL２４



第２０９５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０９５号住居跡竈
完 掘 状 況

第２０９５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２５



第２１４５号 住 居 跡
P2遺物出土状況

第２１４６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１４６号 住 居 跡
P4遺物出土状況

PL２６



第２１４９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１５３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１５８号住居跡竈
完 掘 状 況

PL２７



第２１６３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１６３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１６３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２８



第２１６３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１６３号住居跡竈
完 掘 状 況

第２１７６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL２９



第２１９２号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２１９６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０５２・２１９７号住居跡
完 掘 状 況

PL３０



第２０９９・２１００号住居跡
完 掘 状 況

第２１１４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３１



第２１２２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１２２号 住 居 跡
P4遺物出土状況

第２１２４・２１２５号住居跡
完 掘 状 況

PL３２



第２１２５～２１２７号住居跡
完 掘 状 況

第２１２５～２１２７号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２１２７号住居跡竈
完 掘 状 況

PL３３



第２１３０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１３１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１２０・２１４３号住居跡
完 掘 状 況

PL３４



第２１４５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１４５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１４５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３５



第２２０４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２０４号住居跡竈
完 掘 状 況

第２１９６・２２０２号住居跡
完 掘 状 況

PL３６



第２２０５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２２１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２２１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３７



第２２１５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２１５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２１５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL３８



第２２２２・２２２５号住居跡
完 掘 状 況

第２２２２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２２２号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL３９



第２２２５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２２５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２１８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４０



第２２２６・２２２９号住居跡
完 掘 状 況

第２２２６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２３０・２２３１号住居跡
完 掘 状 況

PL４１



第２２３０・２２３１号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２２３０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２３０号住居跡竈
完 掘 状 況

PL４２



第２２３８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２３８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２３８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４３



第２２３８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２３８号 住 居 跡
P1遺物出土状況

第２２４８号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL４４



第２２３９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２３９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２３９号住居跡貯蔵穴
遺 物 出 土 状 況

PL４５



第２２４０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２４０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２７７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４６



第２２４１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２４１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２４１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４７



第２２４７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２４７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２４７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL４８



第２２４９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２４９号住居跡炉
完 掘 状 況

第２２６５号住居跡貯蔵穴
完 掘 状 況

PL４９



第２２５６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２５６号住居跡竈
完 掘 状 況

第２２５６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５０



第２０６７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０６７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１０４号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL５１



第２０７７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０７７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０７７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５２



第２１０５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１０５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１０５号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL５３



第２１０５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１０９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１０９号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL５４



第２１１６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１１６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５５



第２２５７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２５７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２５７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL５６



第２２５７号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２２６８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２６８号住居跡竈
完 掘 状 況

PL５７



第２２６２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２６２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２６２号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL５８



第２２９２・２２９３号住居跡
完 掘 状 況

第２２９３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２８０・２２８１号住居跡
完 掘 状 況

PL５９



第２２９８・２２９９号住居跡
完 掘 状 況

第２２９８・２２９９号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２２９９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL６０



第２３００号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２３００号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２３００号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL６１



第２３０２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２３０２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２８９～２２９１号住居跡
完 掘 状 況

PL６２



第２３０１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２３０４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２３０４号住居跡貯蔵穴
遺 物 出 土 状 況

PL６３



第２００８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２００８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２００８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL６４



第２０１７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０３１・２０３２号住居跡
完 掘 状 況

第２０３６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL６５



第２１１６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１６号住居跡竈
完 掘 状 況

第２１３８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL６６



第２１２５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１２５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１２５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL６７



第２１３７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１３７号住居跡竈
完 掘 状 況

第２１５６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL６８



第２１６７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１６７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１７９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL６９



第２１８８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１８０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１８０号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL７０



第２０８１・２１６６号住居跡
完 掘 状 況

第２１８１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１８１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL７１



第２１９０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１９０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２７４号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL７２



第２２０８・２２０９号住居跡
完 掘 状 況

第２２０８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２８５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL７３



第２２１０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２１０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２１０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL７４



第２２３３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２３３号住居跡竈
完 掘 状 況

第２２５４号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL７５



第２２３４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２３４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２５３号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL７６



第２２５３号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２２６１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２６１号住居跡竈
完 掘 状 況

PL７７



第２２５８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２５８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２５８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL７８



第２２６３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２６３号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２２８９号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL７９



第２２７３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２７３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２７３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８０



第２２９０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２９０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２９０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８１



第２２９８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２９８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２９８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL８２



第２２９７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２３０５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２３０６号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL８３



第２０１４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０１４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０１４号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL８４



第２００５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０３３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０３３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８５



第２００６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０４３・２２４６号住居跡
完 掘 状 況

第２０４３号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL８６



第２０５５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０６０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０８１号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL８７



第２０５８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０５８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０５８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８８



第２０６５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０６５号 住 居 跡
焼土，炭化材出土状況

第２０６５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL８９



第２０６５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０６５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０７８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL９０



第２０７９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０７９・２０８５号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２０７９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL９１



第２０８４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０８４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０８４号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL９２



第２０８５・２０７９号住居跡
完 掘 状 況

第２０８５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０８５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL９３



第２０８５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０８９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０８９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL９４



第２０８７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０８７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２０８７号住居跡竈
完 掘 状 況

PL９５



第２０９０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０９０号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２０９１号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL９６



第２０９１号住居跡竈
完 掘 状 況

第２０９８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０９８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL９７



第２０９４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２０９４号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２０９４号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL９８



第２０９９・２１００号住居跡
完 掘 状 況

第２０９９・２１００号住居跡
遺 物 出 土 状 況

第２１００号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL９９



第２１０２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１０２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１０号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１００



第２１０３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１０３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１０６・２１１５号住居跡
完 掘 状 況

PL１０１



第２１０２・２１０６号住居跡
完 掘 状 況

第２１０６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１０６号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１０２



第２１０６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１０３



第２１１７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１１７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１１７号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１０４



第２１１７号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２１１８号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１１８号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１０５



第２１２０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１２０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１２０号住居跡竈
完 掘 状 況

PL１０６



第２１２６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１２６号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２１１８号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１０７



第２１３９号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２１３９号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２１２９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１０８



第２１５０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１５０号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１２１号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１０９



第２１５５・２０７１号住居跡
完 掘 状 況

第２１８２号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

第２１８３号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１１０



第２１８９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２１８９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２５９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１１１



第２２５５号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２５５号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２５５号住居跡竈
完 掘 状 況

PL１１２



第２２６６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２６６号住居跡竈
完 掘 状 況

第２１８６号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１１３



第２２６７号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２６７号住居跡竈
完 掘 状 況

第２２０１号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１１４



第２２６９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２６９号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２６９号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１１５



第２２７０号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２８１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２８１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１１６



第２２７１号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２７１号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２７１号住居跡竈
完 掘 状 況

PL１１７



第２２８２号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２８３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２８７号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１１８



第２２９２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２９２号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２２９２号住居跡竈
完 掘 状 況

PL１１９



第２２９４号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２９６号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２２９６号住居跡竈
遺 物 出 土 状 況

PL１２０



第２３０３号 住 居 跡
完 掘 状 況

第２３０３号 住 居 跡
遺 物 出 土 状 況

第２３０７号 住 居 跡
完 掘 状 況

PL１２１



第３０３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３０５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３０６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２２



第３０８号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３０９号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３１０号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２３



第３１１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３１２号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３１３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２４



第３３６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３３７号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３５０号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２５



第３５１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３５３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３５５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２６



第３５６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３５８号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３６１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２７



第３６２号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３６６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３６７号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２８



第３６８号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３７０号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３７４号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１２９



第３７９号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３８１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３８２号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１３０



第３８３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３８４・３８５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３９０号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１３１



第３９１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３９４号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３９４号掘立柱建物跡
遺 物 出 土 状 況

PL１３２



第３９３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３９５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３９６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１３３



第３９８号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第３９９号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４０１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１３４



第４０２号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４０３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４０３号掘立柱建物跡
遺 物 出 土 状 況

PL１３５



第４０４号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４０４号掘立柱建物跡
遺 物 出 土 状 況

第４０４号掘立柱建物跡
遺 物 出 土 状 況

PL１３６



第４０５号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４０６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４０６号掘立柱建物跡
遺 物 出 土 状 況

PL１３７



第４０８号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４１０号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４１１号掘立柱建物跡
遺 物 出 土 状 況

PL１３８



第４１３号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４１６号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４１７号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１３９



第４１９号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４２０号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

第４２１号掘立柱建物跡
完 掘 状 況

PL１４０



第 １１６ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １１７ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １２１ 号 溝 跡
完 掘 状 況

PL１４１



第 １２２ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １２４ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １２７ 号 溝 跡
完 掘 状 況

PL１４２



第 １２０ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １２０ 号 溝 跡
遺 物 出 土 状 況

第 １２０ 号 溝 跡
遺 物 出 土 状 況

PL１４３



第 １２０ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １２８ 号 溝 跡
完 掘 状 況

第 １２９ 号 溝 跡
完 掘 状 況

PL１４４



第 ５ 号 陥 し 穴
完 掘 状 況

第４４号 井 戸 跡
完 掘 状 況

第４５号 井 戸 跡
完 掘 状 況

PL１４５



第５９号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第６１号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

第６２号方形竪穴遺構
完 掘 状 況

PL１４６



第３２号地下式壙
完 掘 状 況

第３４号地下式壙
完 掘 状 況

第４４号地下式壙
完 掘 状 況

PL１４７



第３１号地下式壙
馬 骨 出 土 状 況

第２５８０号土坑（火葬土坑）
完 掘 状 況

第２５８０号土坑（火葬土坑）
人 骨 出 土 状 況

PL１４８



第１２号ピット群
完 掘 状 況

第１３号ピット群
完 掘 状 況

第１５号ピット群
完 掘 状 況

PL１４９



第１８号ピット群
完 掘 状 況

第１９号ピット群
完 掘 状 況

第２３号ピット群
完 掘 状 況

PL１５０



SI 2001－1 SI 2011－23

SI 2015－45 SI 2015－42

SI 2015－41 SI 2015－44

SI 2015－47 SI 2019－74

SI 2019－76 SI 2019－77

第２００１・２０１１・２０１５・２０１９号住居跡出土土器

PL１５１



SI 2019－81 SI 2019－80

SI 2019－79 SI 2019－88

SI 2019－82 SI 2019－83

SI 2019－84 SI 2019－85

SI 2020－107 SI 2020－108

第２０１９・２０２０号住居跡出土土器

PL１５２



SI 2020－109 SI 2020－112

SI 2020－111 SI 2020－110

SI 2057－221 SI 2026－137

SI 2028－144 SI 2028－145

SI 2028－146 SI 2028－147

第２０２０・２０２６・２０２８・２０５７号住居跡出土土器

PL１５３



SI 2039－182 SI 2039－183

SI 2029－149 SI 2029－150

SI 2030－152 SI 2030－153

SI 2030－154 SI 2037－169

SI 2037－170 SI 2037－171

第２０２９・２０３０・２０３７・２０３９号住居跡出土土器

PL１５４



SI 2083－246 SI 2083－252

SI 2056－215 SI 2057－222

SI 2124－272 SI 2083－247

SI 2056－213 SI 2056－214

SI 2095－259 SI 2074－243

第２０５６・２０５７・２０７４・２０８３・２０９５・２１２４号住居跡出土土器

PL１５５



SI 2163－314 SI 2153－298

SI 2153－299 SI 2153－300

SI 2145－292 SI 2168－334

SI 2202－366 SI 2216－382

SI 2171－337 SI 2196－357

第２１４５・２１５３・２１６３・２１６８・２１７１・２１９６・２２０２・２２１６号住居跡出土土器

PL１５６



SI 2222－398 SI 2223－403

SI 2230－414 SI 2215－378

SI 2222－397 SI 2215－377

SI 2215－376 SI 2238－423

SI 2238－422 SI 2238－425

第２２１５・２２２２・２２２３・２２３０・２２３８号住居跡出土土器

PL１５７



SI 2238－421 SI 2238－420

SI 2238－419 SI 2238－424

SI 2239－431 SI 2239－433

SI 2239－432 SI 2239－430

SI 2241－441 SI 2249－449

第２２３８・２２３９・２２４１・２２４９号住居跡出土土器

PL１５８



SI 2264－470 SI 2268－482

SI 2260－462 SI 2262－466

SI 2256－454 SI 2256－453

SI 2257－458 SI 2257－459

SI 2257－456 SI 2257－457

第２２５６・２２５７・２２６０・２２６２・２２６４・２２６８号住居跡出土土器

PL１５９



SI 2299－511 SI 2300－514

SI 2008－533 SI 2008－534

SI 2077－552 SI 2077－553

SI 2105－569 SI 2109－578

SI 2125－590 SI 2134－596

第２００８・２０７７・２１０５・２１０９・２１２５・２１３４・２２９９・２３００号住居跡出土土器

PL１６０



SI 2156－609 SI 2043－715

SI 2033－712 SI 2167－623

SI 2167－624 SI 2156－608

SI 2137－600 SI 2210－644

SI 2273－670 SI 2290－691

第２０３３・２０４３・２１３７・２１５６・２１６７・２２１０・２２７３・２２９０号住居跡出土土器

PL１６１



SI 2043－718 SI 2043－717

SI 2043－716 SI 2043－719

SI 2065－748 SI 2065－749

SI 2065－750 SI 2065－751

SI 2079－785 SI 2079－786

第２０４３・２０６５・２０７９号住居跡出土土器

PL１６２



SI 2090－834 SI 2084－803

SI 2094－850 SI 2085－813

SI 2085－812 SI 2094－851

SI 2087－824 SI 2091－847

SI 2080－792 SI 2084－804

第２０８０・２０８４・２０８５・２０８７・２０９０・２０９１・２０９４号住居跡出土土器

PL１６３



SI 2112－892 SI 2102－879

SI 2094－855 SI 2094－852

SI 2094－854 SI 2117－897

SI 2118－901 SI 2120－908

SI 2120－909 SI 2120－910

第２０９４・２１０２・２１１２・２１１７・２１１８・２１２０号住居跡出土土器

PL１６４



SI 2136－927 SI 2136－928

SI 2201－953 SI 2211－955

SI 2212－958 SI 2259－969

SI 2269C－989 SI 2269C－988

SI 2259－967 SI 2271B－997

第２１３６・２２０１・２２１１・２２１２・２２５９・２２６９Ｃ・２２７１Ｂ号住居跡出土土器

PL１６５



SI 2281－1002 SI 2281－1001

SI 2271B－998 SI 2292－1015

SI 2296－1021 SI 2266－973

SI 2118－904 SI 2126－922

SI 2263－665 SI 2120－912

第２１１８・２１２０・２１２６・２２６３・２２６６・２２７１Ｂ・２２８１・２２９２・２２９６号住居跡出土土器

PL１６６



SI 2103－884 SI 2103－885

SI 2090－839 SI 2098－868

SI 2055－738 SI 2080－796

SI 2180－633 SI 2208－641

SI 2065－755 SI 2269B－987

第２０５５・２０６５・２０８０・２０９０・２０９８・２１０３・２１８０・２２０８・２２６９Ｂ号住居跡出土土器

PL１６７



SI 2156－612 SI 2087－829

SI 2180－634 SI 2087－828

SI 2160－616 SI 2193－355

SI 2216－386 SI 2053－212

SI 2012－32 SI 2012－33

第２０１２・２０５３・２０８７・２１５６・２１６０・２１８０・２１９３・２２１６号住居跡出土土器

PL１６８



SI 2019－96 SI 2019－97

SI 2019－98 SI 2020－114

SI 2022－120 SI 2064－227

SI 2044－196 SI 2026－139

第２０１９・２０２０・２０２２・２０２６・２０４４・２０６４号住居跡出土土器

PL１６９



SI 2145－293 SI 2221－394

SI 2222－399 SI 2226－410

SI 2239－435 SI 2239－434

SI 2241－443 SI 2040－187

第２０４０・２１４５・２２２１・２２２２・２２２６・２２３９・２２４１号住居跡出土土器

PL１７０



SI 2043－726 SI 2150－936

SI 2041－193 SI 2030－158

SI 2019－100 SI 2274－676

SI 2163－327 SI 2098－869

第２０１９・２０３０・２０４１・２０４３・２０９８・２１５０・２１６３・２２７４号住居跡出土土器

PL１７１



SI 2265－477 SI 2012－29

SI 2012－30 SI 2012－31

SI 2032－163 SI 2064－229

SI 2064－232 SI 2064－232

第２０１２・２０３２・２０６４・２２６５号住居跡出土土器

PL１７２



SI 2022－122 SI 2022－121

SI 2020－113 SI 2026－141

SI 2015－50 SI 2026－140

SI 2019－95 SI 2030－156

第２０１５・２０１９・２０２０・２０２２・２０２６・２０３０号住居跡出土土器

PL１７３



SI 2030－157 SI 2053－209

SI 2225－407 SI 2225－408

SI 2064－231 SI 2016－67

SI 2016－64 SI 2019－101

第２０１６・２０１９・２０３０・２０５３・２０６４・２２２５号住居跡出土土器

PL１７４



SI 2019－99 SI 2019－104

SI 2020－116 SI 2022－125

SI 2024－133 SI 2028－148

SI 2030－160 SI 2030－161

第２０１９・２０２０・２０２２・２０２４・２０２８・２０３０号住居跡出土土器

PL１７５



SI 2077－563 SI 2065－760

SI 2066－236 SI 2037－176

SI 2053－210 SI 2068－238

SI 2031－543 SI 2163－322

第２０３１・２０３７・２０５３・２０６５・２０６６・２０６８・２０７７・２１６３号住居跡出土土器

PL１７６



SI 2254－656 SI 2241－444

SI 2238－428 SI 2265－480

SI 2163－323 SI 2222－401

SI 2216－385 SI 2163－324

第２１６３・２２１６・２２２２・２２３８・２２４１・２２５４・２２６５号住居跡出土土器

PL１７７



SI 2065－761 SI 2098－872

SI 2290－694 SI 2298－700

SI 2116－586 SI 2186－950

SI 2116－587 SI 2211－957

第２０６５・２０９８・２１１６・２１８６・２２１１・２２９０・２２９８号住居跡出土土器

PL１７８



SI 2006－707 SI 2006－708

SI 2014－711 SI 2272－667

SI 2033－714 SI 2196－363

SI 2064－230 SI 2181－636

第２００６・２０１４・２０３３・２０６４・２１８１・２１９６・２２７２号住居跡出土土器

PL１７９



SI 2011－26 SI 2015－52

SI 2015－54 SI 2015－55

SI 2020－115 SI 2022－124

第２０１１・２０１５・２０２０・２０２２号住居跡出土土器

PL１８０



SI 2196－362 SI 2037－174

SI 2030－159 SI 2039－186

SI 2057－223 SI 2039－185

第２０３０・２０３７・２０３９・２０５７・２１９６号住居跡出土土器

PL１８１



SI 2222－400 SI 2163－317

SI 2202－367 SI 2163－318

SI 2221－396 SI 2230－415

第２１６３・２２０２・２２２１・２２２２・２２３０号住居跡出土土器

PL１８２



SI 2247－445 SI 2247－446

SI 2210－647 SI 2258－660

SI 2290－693 SI 2298－699

第２２１０・２２４７・２２５８・２２９０・２２９８号住居跡出土土器

PL１８３



SI 2005－705 SI 2094－858

SI 2078－782 SI 2065－758

SI 2065－759 SI 2065－762

第２００５・２０６５・２０７８・２０９４号住居跡出土土器

PL１８４



SI 2019－106 SI 2020－117

SI 2022－126 SI 2030－162

SI 2153－301 SI 2163－325

第２０１９・２０２０・２０２２・２０３０・２１５３・２１６３号住居跡出土土器

PL１８５



SI 2215－381 SI 2222－402

SI 2230－416 SI 2238－429

SI 2247－447 SI 2257－461

第２２１５・２２２２・２２３０・２２３８・２２４７・２２５７号住居跡出土土器

PL１８６



SI 2290－695 SI 2265－481

SI 2298－701 SI 2058－744

SI 2065－763 SI 2085－823

第２０５８・２０６５・２０８５・２２６５・２２９０・２２９８号住居跡出土土器

PL１８７



SSBB 440033－－11003388「「大大井井新新家家」」 SSII 22116677－－662233「「村村」」ヵヵ

SSII 22118833－－994422「「上上」」 SI 2292－1014「田部口」ヵ

遺構外－1143「大井」 SSII 22007777－－555599「「口口」」

第２０７７・２１６７・２１８３・２２０１・２２９２号住居跡，第４０３号掘立柱建物跡，遺構外出土墨書土器

PL１８８



SI 2221－DP83 SI 2023－DP24 SI 2001－DP1

SI 2230
－DP86

SI 2015
－DP13

SI 2051
－DP48

SI 2051
－DP47

遺構外－DP129 遺構外－DP130 遺構外－DP131

SI 2026－DP36 遺構外－DP123 遺構外－DP124 SI 2040－DP45

SI 2189
－DP116

SI 2013
－DP6

遺構外
－DP119

SI 2024
－DP29

SI 2024
－DP30

SI 2024
－DP33

SI 2019
－DP22

遺構外
－DP120

SI 2020
－DP23

SI 2018
－DP18

SI 2061
－DP57

SI 2051
－DP46

SI 2024
－DP31

SI 2024
－DP32

SI 2024
－DP34

出土土製品

PL１８９



DP64 DP3 遺構外－DP125 DP77

DP49 DP14 DP16 遺構外－DP126

DP82 DP50 DP90 DP92

DP53 DP26 DP7DP112
遺構外
－B11g5

DP25 DP95 DP44 DP38

DP8 DP4 DP9 DP27

DP93 DP96 DP5 DP54 DP87

DP88 DP10 DP11 DP28

DP84DP71 DP65 DP68 DP66 DP100

DP52DP94 DP98 DP80 DP67DP103

遺構外－DP122DP73 DP69 DP75 DP72 DP70

出土土製品

PL１９０



遺構外－Q103 遺構外－Q102 遺構外－Q101

遺構外－Q115 遺構外－Q116 遺構外－Q117

遺構外－TP71 遺構外－TP67 遺構外－TP66 遺構外－TP63

遺構外－TP65 遺構外－TP64 遺構外－TP72 遺構外－TP73

遺構外－Q108 遺構外－Q107 遺構外－Q109

遺構外－Q105 遺構外－Q110 遺構外－Q106

出土土器・石器

PL１９１



遺構外－Ｃ１３ｈ１ 遺構外－Q113 SI 2214－Q39

遺構外－Q104

第34号地下式墳Q90 遺構外－Q111 遺構外－Q100

遺構外－Q127

SI 2042－Q22 SI 2085－Q69 SI 2303－Q88

遺構外－Q124 遺構外－Q118 遺構外－E9b9 SI 2190－Q52 SI 2005－Q60

出土石器・石製品

PL１９２



SI 2277－DP104 SI 2027－DP37 SI 2240－Q43

SI 2208－Q55 SI 2042－Q23 SI 2202－Q38

SI 2303－Q86 SI 2019－Q11 SI 2303－Q87

出土土製品・石製品

PL１９３



SI 2027－Q16 SI 2262－Q45 SI 2208－Q55

遺構外－Q119 SI 2194－Q35 SI 2024－Q13

SI 2193－Q33 遺構外－Q122 SI 2081－Q66

SI 2094－Q76 SI 2194－Q34 SI 2202－Q37

SI 2010－Q3 SI 2202－Q36 遺構外－Q120

SI 2085－Q70

出土石製品

PL１９４



SI 2186－Q82 SI 2019－Q10 SI 2240－Q42

SI 2029－Q17 SI 2192－Q30 SI 2122－Q28

SI 2201－Q83 SI 2259－Q84 SI 2118－Q79

SI 2031－Q48 SI 2042－Q21 SI 2181－Q51

SI 2085－Q68 SI 2039－Q19

出土石器

PL１９５



SI 2065
－M113

SI 2105
－M60 SI 2043

－M103

SI 2121
－M154

SI 2090
－M130

SI 2090
－M131

SI 2058
－M109

SI 2090
－M132

SI 2259－M178

SI 2201－M170

SI 2202－M29

SI 2098－M139

SI 2291－M55

SI 2088－M25

SI 2065－M114

SI 2181－M77 SI 2019－M5
SI 2085－M127

SI 2010－M2 SI 2260－M33 SI 2086－M24

SI 2120－M153
SI 2272－M91 遺構外－M206 遺構外－M207 SI 2084－M124

出土鉄製品

PL１９６



SI 2303－M197 SI 2077－M58

SI 2065－M115 SI 2269C－M186

SI 2157－M27 SI 2106－M145

出土鉄製品

PL１９７



SI 2036－M57

SI 2208－M82

SI 2079－M122

SI 2201－M168

SI 2030－M10

SI 2306－M98
SI 2240－M32

SI 2156－M72 SI 2267－M181

SI 2065－M111 SI 2035－M13

SI 2083－M21
SI 2098－M137

SI 2078－M120SI 2211－M173

SI 2211－M176 SI 2211－M175 SI 2150－M164
SI 2051
－M19

SI 2098－M140 SI 2084－M125 SI 2094－M136遺構外－E9b10

出土鉄器・鉄製品・鉄滓・銅製品

PL１９８



SI 2091
－M133SI 2046

－M108
SI 2120
－M152

遺構外
－B12e8

SI 2150
－M162

SI 2150
－M161

遺構外
－B11c2

SI 2091
－M135SI 2091

－M134
SI 2087
－M129

SB 394－M222

SI 2065－M116 SI 2065－M116

出土鉄製品

PL１９９



遺構外－M216 SK 2266－M226

遺構外－M217 SK 2266－M203

遺構外－M218 遺構外－M215

遺構外－M213 遺構外－M212 遺構外－M214 SI 2106－M146

遺構外－M209 遺構外－M211 遺構外－M208 遺構外－M210

出土鉄製品・銅製品

PL２００



茨城県教育財団文化財調査報告第２６４集

島名熊の山遺跡

下 巻

平成１８（２００６）年３月２０日 印刷
平成１８（２００６）年３月２４日 発行

発行 財団法人 茨城県教育財団
〒３１０―０９１１ 水戸市見和１丁目３５６番の２

茨城県水戸生涯学習センター分館内
TEL ０２９－２２５－６５８７

印刷 （有）川田プリント
〒３１０－００４１ 水戸市上水戸４丁目６－５３
TEL ０２９－２５３－５５５１

島名・福田坪一体型特定土地区画整理
事業地内埋蔵文化財調査報告書�


	５ 中世の遺構と遺物
	　(1)　掘立柱建物跡
	　(2)　方形竪穴遺構
	　(3)　地下式壙
	　(4)　溝跡
	　(5)　井戸跡
	　(6)　柵跡
	　(7)　土坑
	　(8)　火葬土坑
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	　(3)　井戸跡
	　(4)　柵跡
	　(5)　土坑
	　(6)　墓壙
	　(7)　その他の土坑
	　(8)　ピット群
	　(9)　不明遺構
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